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広報紙で得しちゃおう！地元応援「おトクーポン」始めます
　地域経済活性化の一環として、市内の店舗などの利用促
進を図るため、６月号から毎月広報紙にクーポン券を掲載
します。掲載を希望する店舗や事業所の皆さん、ぜひご応
募ください。
◆応募資格　市内の店舗または事業所で税金などの未納が
ないこと。詳しくはお問い合わせください。
◆応募方法　市長公室または各総合支所総務民生課にある
申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付して直接、ま
たは郵送で申し込みください。申込書はホームページから
もダウンロードできます。
問市長公室広報交流係　☎ 0968(25)7252

Hot 
in

fo
rm

ation 菊池広報に
クーポン券を掲載しませんか

今月の表紙
菊池北小の４年生 43 人が
４月 13 日、豊間の黒谷光
臣さん所有の山でタケノコ
掘をしました。児童たちは
黒谷さんや地元の皆さんか
ら指導を受けながらタケノ
コ掘に挑戦。初体験した浦

う ら

田
た

泰
ひ ろ

希
き

くんは「鍬で掘るの
が難しかったけど楽しかっ
た」と笑顔を見せました。

３ 菊池人　黒谷光臣さん
４ 平成27年度当初予算が決まりました
６
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▼お知らせ
職員人事異動（４月１日付）／病児保育事業を始めました／介護予
防ミニ講座／浄化槽使用上の注意／身体や精神に障がいがある人の
軽自動車税減免／軽自動車・自動車税の納付期限は６月１月㈪です
／５月の「税」の納期限／新しい民生委員・児童委員を紹介します
／行政相談委員を紹介します／農業委員会委員一般選挙開票結果／
平成 28 年３月新規学校卒業者対象説明会／市税の延滞金の取り扱
いについて報告します／戦没者のご遺族の皆さんへ特別弔慰金が支
給されます／菊池市の放射線量／春期狂犬病予防集合注射と犬の登
録を実施します／健康診査を実施します／医療費が高額になったと
きは／不正大麻・けし撲滅運動／春の全国交通安全運動／新しい介
護保険料が決まりました／泗水歴史民俗資料館（坂本記念館）資料
を展示します／九州産廃㈱排ガス等検査結果
▼募集・相談
Ｂ＆Ｇ海洋センタープール監視員募集／泗水Ｂ＆Ｇ海洋センター幼児
水泳教室受講生募集／平成 26 年度さわやか健康教室／いきいきトレ
活クラブ第１期生を募集します／職業訓練コースのご案内／養育里親
を募集しています／平成 27 年度菊池市営住宅補充入居者を募集しま
す／県職員・警察官の採用試験を実施します／日本赤十字社社資募集
にご協力をお願いします／くまもと未来会議リレー会議参加者募集／
もの忘れ相談会／認知症介護家族のつどい／一人（家族）だけで悩ま
ずにご相談ください／納税相談夜間窓口を開設します／無料法律相談
会／弁護士による特別労働相談を実施しています／あなたの就職をサ
ポート キャリアカウンセリング
▼講演講習・イベント
菊朋会総会記念講演／ 2015 きくちホタルフェスタ in 旭志／前川
清ショー／第２回きくちフラフェスティバル／第 32 回菊池まち
づくり道場／第 29 回歯とお口の健康展／未就学児のためのすく
すく講座

36
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市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

３月末の人の動き
人口 対前月比

人　口：50,163 人 － 177
男　性：24,062 人 － 98
女　性：26,101 人 － 79
世　帯：18,504 世帯 24

年齢別人口 
0 歳～ 14 歳 ： 6,637 人 13%

15 歳～ 64 歳 ： 28,535 人 57%
65 歳以上 　： 14,991 人 30%

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

森の達人

黒谷光臣さん32

1. 菊池北小４年生にタケノコの掘り方を分かりやすく説明　2. 今年届いたお礼の手紙。
体験した感想と感謝の気持ちが綴られている　3. 子どもたちからの手紙は大切な宝物の
一つ
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里
山
の
素
晴
ら
し
さ
を

後
世
に
伝
え
た
い

　

新
緑
が
芽
吹
く
山
裾
。
美
し
く
整
備
さ
れ

た
竹
林
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
ひ
ん
や
り

と
し
た
空
気
が
身
を
包
む
。「
こ
の
竹
は
７

年
も
の
。
あ
っ
ち
は
５
年
」。
森
の
達
人
は

竹
の
年
齢
を
一
目
で
見
抜
く
。

　

16
歳
か
ら
林
業
一
筋
。
今
も
現
役
で
毎
日

山
へ
と
足
を
運
ぶ
。「
こ
の
裏
山
も
最
初
は

荒
れ
放
題
で
し
た
。
で
も
ち
ゃ
ん
と
整
備
す

れ
ば
、
お
い
し
い
タ
ケ
ノ
コ
が
ど
ん
ど
ん
生

え
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
」

　

17
年
前
。
地
元
の
小
学
生
を
招
き
、
タ
ケ

ノ
コ
堀
体
験
授
業
を
開
い
た
。「
何
か
地
域

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
、
子
ど
も
た
ち
に
里

山
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
思
い
ま
し

た
」。
裏
山
の
整
備
を
終
え
、
安
全
を
確
保

で
き
る
と
判
断
し
て
学
校
に
相
談
。
以
来
毎

年
開
催
し
、
タ
ケ
ノ
コ
を
抱
え
て
喜
ぶ
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
を
目
に
し
て
き
た
。「
昔
は

木
登
り
や
か
く
れ
ん
ぼ
な
ど
、
山
の
中
を
駆

け
回
っ
て
遊
ん
だ
も
の
で
す
。
友
達
と
杉
の

木
に
登
っ
て
枝
を
揺
ら
し
、
ど
っ
ち
が
た
く

さ
ん
花
粉
を
飛
ば
せ
る
か
競
争
し
て
い
た
ん

で
す
よ
」。
里
山
の
色
あ
せ
な
い
思
い
出
を
、

今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と

願
う
。

　

け
が
や
病
気
で
「
も
う
辞
め
よ
う
」
と
こ

ぼ
す
と
き
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
は
「
手
伝
っ
て
く
れ
る
仲
間
の
お

か
げ
」。
毎
年
送
ら
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち

か
ら
の
お
礼
の
手
紙
も
、
大
き
な
励
み
に

な
っ
て
い
る
。「“
タ
ケ
ノ
コ
の
お
じ
さ
ん
”

と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
ん
で
す
。
う
れ
し
い

で
す
ね
。
目
標
は
20
年
目
ま
で
続
け
る
こ
と
。

菊
池
の
美
し
い
里
山
を
、
で
き
る
限
り
後
世

に
残
し
て
い
き
た
い
で
す
」

Profile　くろたに・みつおみ
昭和９年４月 22 日生まれ。水源北
中学校を卒業後、家業を継ぎ林業の
道へ。平成 21 年、地域貢献が評価
され熊日緑のリボン賞を受賞。菊池
森林組合理事を 20 年務め後進の育
成も行っている。太田区在住。81 歳。
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掲載無料です。随時募集しています。問市長公室広報交流係　☎ 25-7252

※有効期限：2015 年６月末日

※本券１枚につき１人様まで使用できます

※他の割引・サービスとの併用はできません

※コピー使用は不可

※本券は「入店時」に提示してください

※現金との引き換えはできません

定休日：㈫㈬　11:30 ～ 14:00

※有効期限：2015 年６月末日

※本券１枚につき１人様まで使用できます

※他の割引・サービスとの併用はできません

※コピー使用は不可

※本券は「清算時」に提示してください

※現金との引き換えはできません
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※有効期限：2015 年６月末日

※本券１枚につき５人様まで使用できます

※他の割引・サービスとの併用はできません

※コピー使用は不可

※本券は「入店時」に提示してください

※現金との引き換えはできません
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※他の割引・サービスとの併用はできません

※コピー使用は不可

※本券は「清算時」に提示してください

※現金との引き換えはできません

定休日：㈫㈬　11:30 ～ 14:00

※有効期限：2015 年６月末日

※本券１枚につき１人様まで使用できます

※他の割引・サービスとの併用はできません

※コピー使用は不可

※本券は「入店時」に提示してください

※現金との引き換えはできません

定休日：㈫㈬　11:30 ～ 14:00

※有効期限：2015 年６月末日

※本券１枚につき１人様まで使用できます

※他の割引・サービスとの併用はできません

※コピー使用は不可

※本券は「清算時」に提示してください

※現金との引き換えはできません

定休日：㈰㈪　10:30 ～ 18:00

※有効期限：2015 年６月末日

※本券１枚につき１人様まで使用できます

※他の割引・サービスとの併用はできません

※コピー使用は不可

※本券は「清算時」に提示してください

※現金との引き換えはできません

定休日：㈰　9:00 ～ 17:00

※有効期限：2015 年６月末日

※本券１枚につき１人様まで使用できます

※他の割引・サービスとの併用はできません

※コピー使用は不可

※本券は「清算時」に提示してください

※現金との引き換えはできません

定休日：㈰㈪　10:30 ～ 18:00

※有効期限：2015 年６月末日

※本券１枚につき１人様まで使用できます

※他の割引・サービスとの併用はできません

※コピー使用は不可

※本券は「清算時」に提示してください

※現金との引き換えはできません

定休日：㈰㈪　10:30 ～ 18:00

※有効期限：2015 年６月末日

※本券１枚につき１人様まで使用できます

※他の割引・サービスとの併用はできません

※コピー使用は不可

※本券は「清算時」に提示してください

※現金との引き換えはできません

定休日：㈰㈪　10:30 ～ 18:00

市長公室または各総合支所総務民生課に

ある申込書に必要事項を記入し、必要書

類を添付して、直接か郵送でお申し込み

ください。申込書はホームページからも

ダウンロードできます。
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お買い上げ総額の

ランチタイム

ランチタイム

デジカメプリント

立ち寄り湯

Ｌ版・はがきサイズ

ドリンク・デザートどちらか一つ

菊池広報ベーカリー隈府 888　☎ (25)7252

鉄板焼き菊池広報隈府 888　☎ (25)7252

レストラン菊池広報隈府 888　☎ (25)7252

菊池広報カメラ隈府 888　☎ (25)7252

菊池広報旅館隈府 888　☎ (25)7252

キッチン菊池広報隈府 888　☎ (25)7252

キッチン菊池広報隈府 888　☎ (25)7252

居酒屋 菊池広報隈府 888　☎ (25)7252

雑貨 菊池広報隈府 888　☎ (25)7252

メガネの菊池広報隈府 888　☎ (25)7252

菊池広報サイクル隈府 888　☎ (25)7252

10％OFF

50円引き

無料

半額

温泉入浴券１枚

お食事された方お食事された方

お食事された方

1,000 円以上買い物された方

コーヒー１杯サービス

ワンドリンクサービス

オリジナルアクセサリープレゼント

店内全品

パンク修理通常 1,000円（税込）を

５％OFF

500円（税込）

サンプル
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当
初
予
算
が

　 
決
ま
り
ま
し
た

知っておきたい
「財政用語」
歳入
■自主財源
　地方公共団体が自らの権限に基づ
いて自主的に収入するもの
■依存財源　国や県の意思決定に基
づき収入されるもの
■市税
　市民税や固定資産税など、市民の
皆さんからの税金
■その他　分担金、負担金、使用料、
手数料、繰越金、諸収入など
■地方交付税
　地域ごとの状況の違いを調整する
ため国税の一部から交付されるお金
■国庫・県支出金
　特定事業に対し国・県から使いみ
ちを指定して交付されるお金
■市債
　長期間利用される市の施設をつく
るためなどに借り入れるお金

歳出
■義務的経費
　人件費、扶助費、公債費を合わせ
た、毎年必ず支出が必要となる費用
■人件費
　職員の給料や退職金などの費用
■扶助費　保育所の運営、生活保
護、児童手当、医療費の援助などの
費用
■公債費
　過去の借入金に要する返済のため
の費用
■普通建設事業費
　道路工事や施設などを建設する事
業に要する費用
■物件費
　消耗品や備品などに要する経費、
委託料、光熱水費など
■補助費等
　公益的な事業などに対しての補助
金や負担金など
■繰出金
　一般会計から特別会計などに支出
する経費

　

本
年
度
は
、
地
方
に
新
し
い
流
れ

を
つ
く
る
「
地
方
創
生
元
年
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
昨
年
11

月
に
「
き
く
ち
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
本
部
」
を
立
ち
上

げ
、
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
方
版

総
合
戦
略
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
本

市
に
関
わ
る
全
て
の
人
と
連
携
し
、

「
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
・
し

ご
と
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
た
め
の

施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

予
算
の
概
要

　

貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
市
税

は
、
税
収
全
体
で
見
る
と
若
干
の
伸

び
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
少

子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
永

続
的
な
税
収
の
増
加
は
見
込
め
な
い

状
況
で
す
。

　

合
併
後
10
年
が
経
過
し
、
地
方
交

不
安
定
な
雇
用
と
景
気
の
停
滞
が
続
く
な
か
、「
菊
池
市
第
２
次
総
合
計
画

前
期
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
重
点
的
な
施
策
と
、
第
３
次
行
政
改
革
大
綱

に
よ
る
行
財
政
改
革
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
、
事
業
効
果
を
重
視
し
た

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。　
問
財
政
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
５

づ
く
り
（
一
体
感
醸
成
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
支
え
合
い
安
心
・
安
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

行
政
改
革
に
基
づ
い
た
行
政
経
費

の
削
減
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
を
効
か

せ
た
歳
出
の
重
点
化
、
効
率
化
を

図
り
、
市
民
目
線
で
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
予
算
編

成
と
し
ま
し
た
。

予
算
の
規
模

　

一
般
会
計
予
算
は
、
平
成
26
年
度

当
初
予
算
と
比
べ
て
17
・
２
％
増
の

２
８
８
億
７
７
０
０
万
円
で
す
。

■
歳
入

　

主
要
な
財
源
の
市
税
で
は
、
固
定

資
産
税
と
個
人
市
民
税
の
増
収
を

見
込
み
、
前
年
度
比
１・
２
％
増
の

50
億
３
２
６
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
国
・
県
な
ど
の
特
定
財
源
と
地

方
交
付
税
な
ど
を
加
え
て
も
不
足

グ
ラ
フ
で
見
る
当
初
予
算

平成27年度

付
税
の
優
遇
期
間
が
終
了
し
た
こ
と

に
よ
り
、
段
階
的
な
縮
減
が
始
ま
り

ま
す
。
さ
ら
に
厳
し
い
雇
用
情
勢
を

背
景
に
社
会
保
障
費
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
が
予

想
さ
れ
る
な
か
、本
市
の
目
指
す「
安

心
・
安
全
の
癒
し
の
里
」
実
現
に
向

け
、「
経
済
の
活
性
化
の
仕
組
み
づ

く
り
」「
住
み
や
す
さ
日
本
一
の
菊

池
づ
く
り
」
の
二
つ
の
大
き
な
柱
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
経
済
の
活
性
化
の
仕
組
み
づ
く
り

　

儲
か
る
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
菊
池
の
恵
ま
れ
た
自
然
で
育
ま

れ
た
農
産
物
を
全
国
の
消
費
者
へ
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
観
光
戦

略
「
癒
し
の
里
」
構
築
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
田
舎
の
素
材
を
活
用

し
、
集
客
と
滞
在
に
つ
な
が
る
基
盤

作
り
を
進
め
ま
す
。

■
住
み
や
す
さ
日
本
一
の

　
菊
池
づ
く
り

　

定
住
促
進
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め

に
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を

設
置
し
、
移
住
希
望
者
へ
の
サ
ポ
ー

ト
や
空
き
家
な
ど
の
情
報
発
信
を
行

い
ま
す
。

　

文
教
菊
池
再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
グ

ル
ー
プ
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
、
全

て
の
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
Ｐ

Ｃ
を
整
備
。
分
か
り
や
す
い
授
業
を

実
践
す
る
こ
と
で
学
力
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
モ
デ
ル
都
市
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
利
活
用
可
能
な
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
抽
出
や
施

設
整
備
経
費
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
推
計
、
生
じ
た
電
力
や
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
法
の
検
討
な
ど
を
行

い
、
菊
池
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
活
用
計
画
（
仮
称
）
を
策
定
し
ま

す
。
そ
の
他
、
地
域
お
こ
し
・
地
域

歳入 歳出（目的別） （性質別）
右の円グラフは、平
成27年度当初予算
の「歳入」「歳出（目
的別・性質別）」を表
しています。

総額 288億7700万円 総額288億7700万円

地方債
47 億 8,090 万円
16.6%

県支出金
25 億 3,388 万円
8.8%

国庫支出金	
35 億 292 万円	
12.1%

地方交付税
81 億円
28.2%

地方譲与税等
9 億 6,760 万円
3.2%

その他
39 億 8,844 万円
13.8%

市税
50 億 326 万円
17.3%

依存財源
68.9%

自主財源
31.1%

民生費
92 億 4,727 万円
32.0%

商工費
4 億 4,124 万円	
1.5%

議会費
2 億 2,713 万円
0.8%

その他
2,000 万円	
0.1%

土木費
24 億 9,587 万円
8.6%

公債費
28 億 5,239 万円
9.9%

総務費
50 億 3,162 万円
17.4%

教育費
31 億 3,316 万円
10.9%

衛生費
27 億 5,323 万円
9.5%

農林水産業費
19 億 6,145 万円
6.8%

消防費
7 億 1,364 万円
2.5%

扶助費
56 億 7,365 万円	
19.6%

人件費
40 億 7,048 万円	
14.1%

公債費
28 億 5,239 万円	
9.9%

普通建設事業
45 億 2,292 万円
15.7%

物件費
32 億 5,411 万円	
11.3%

補助費等
38 億 8,962 万円	
13.5%

繰出金
26 億 3,947 万円	
9.1%

積立金
17 億 3,356 万円	
6.0%

維持補修費	
1 億 5,538 万円
0.5%

その他
8,542 万円	
0.3%

義務的
経費	
43.6%

投資的
経費	
15.7%

その他の
経費
40.7%

す
る
財
源
は
、
将
来
の
健
全
な
財
政

運
営
を
検
証
し
、
地
方
交
付
税
の

振
り
替
え
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債

７
億
２
２
４
０
万
円
の
発
行
と
、
財

政
調
整
基
金
を
14
億
４
６
０
０
万
円

取
り
崩
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
歳
出

　

主
に
合
併
特
例
事
業
債
を
活
用

し
、
地
域
振
興
、
活
性
化
の
た
め

の
財
源
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
振
興
基
金
の
積
立
金
13
億
円
を

新
規
に
計
上
。
普
通
建
設
事
業
に

つ
い
て
は
、
庁
舎
等
整
備
事
業
や

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
な

ど
に
よ
り
前
年
比
39
・
５
％
増
の

45
億
２
２
９
２
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
分
か
り
や
す
い

「
市
民
向
け
予
算
説
明
書
」
を
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
予
算

書
は
財
政
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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癒
や
し
の
里
菊
池
の
実
現
に
向
け
て

　
本
市
の
合
併
10
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
と

イ
ベ
ン
ト
が
３
月
22
日
、
菊
池
市
文
化
会
館

と
市
民
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に

は
、
姉
妹
友
好
都
市
、
近
隣
自
治
体
や
市
民

な
ど
約
５
０
０
人
が
出
席
。
江え

頭が
し
ら

実み
の
る

市
長

が
「
こ
の
10
年
間
は
決
し
て
平
坦
で
は
な

か
っ
た
。
経
験
や
教
訓
を
前
向
き
の
力
に
変

え
て
進
ん
で
い
く
。
つ
ど
う
・
つ
な
げ
る
・

つ
づ
け
る
の
『
３
つ
の
つ
』
で
、
安
全
・
安

心
の
癒
や
し
の
里
菊
池
の
実
現
に
向
け
市
民

力
を
結
集
し
た
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
に
続
き
、
行
政
や
福
祉
な
ど
各

分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
個
人
と
団
体
を
表

彰
。
菊
池
市
少
年
少
女
合
唱
団
と
花
房
小
児

童
ら
が
登
壇
し
、「
エ
イ
、
エ
イ
、
オ
ー
」

と
気
勢
を
上
げ
、
参
加
者
全
員
で
市
の
発
展

を
祈
念
し
ま
し
た
。

　
市
民
広
場
で
は
、
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
「
れ
ー
な
」
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

の
ほ
か
、人
気
キ
ャ
ラ
の「
く
ま
モ
ン
」と「
こ

ろ
う
君
」
が
登
場
。
市
内
小
学
生
と
一
緒
に

ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
散
策
し
て
謎

を
解
く
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
「
菊
池
の
魅お

た
か
ら力
探

し
10
」
に
は
多
く
の
来
場
者
が
参
加
し
、「
難

し
い
謎
解
き
も
あ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。

知
ら
な
か
っ
た
菊
池
の
魅
力
を
発
見
で
き

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

PH
OT

O

REPORT

1

1.7. 宝探しイベントで隠された謎を解く子どもた
ち 2.3.4.6.9.10 菊池一族武者祭り、うまいもん市、
軽トラ朝市などが同日あり、さまざまな催し物でに
ぎわった 5. 市に自作の詩を寄贈した氏

う じ

岡
お か

百
も も

枝
え

さん
（105 歳・玉祥寺）が駆けつけイベントの成功を祈
願 8. テレビ取材で菊池のグルメを紹介 11. れーなさ
ん 12. 市少年少女合唱団 13. 式辞を述べる江頭市長
14. 表彰式 15. 隈府小と菊池北小の児童がくまモン
ところう君と一緒に踊った 16. 式典の司会を務めた
西
に し

川
か わ

睦
む つ

美
み

さん 17. ほぼ満席となった式典会場 18. 花
房小児童が菊池一族に扮し市の明るい未来を祈った

１

7

17

10

5

8

12

15

913

14

18

11

4 3 2

16 6

【個人】◆行政関係　福
ふ く

村
む ら

三
み つ

男
お

、村
む ら

上
か み

建
け ん

二
じ

、永
な が

田
た

明
あ き

紘
ひ ろ

、高
た か

本
も と

信
の ぶ

男
お

、田
た

中
な か

忠
た だ

彦
ひ こ

、倉
く ら

原
は ら

久
ひ さ

義
よ し

　◆市議会関係　北
き た

田
だ

　彰
あきら

、山
や ま

瀬
せ

義
よ し

也
や

　◆各種委員会関係　荒
あ ら

木
き

元
も と

子
こ

、茅
か や

嶋
し ま

祐
ゆ う

一
い ち

、久
ひ さ

川
か わ

寛
ひ ろ

實
み

、佐
さ

藤
と う

　証
あかし

、有
あ り

田
た

征
せ い

二
じ

、佐
さ

々
さ

木
き

輝
て る

雄
お

、中
な か

野
の

數
か ず

馬
ま

、緒
お

方
が た

正
ま さ

俊
と し

、中
な か

村
む ら

道
み ち

夫
お

、坂
さ か

本
も と

正
ま さ

臣
お み

、松
ま つ

田
だ

榮
え い

一
い ち

、上
う え

田
だ

利
と し

弘
ひ ろ

、井
い の

本
も と

洋
よ う

一
い ち

、
丸
ま る

山
や ま

利
と し

明
あ き

、宮
み や

川
が わ

貞
さ だ

雄
お

、針
は り

　鐵
て つ

男
お

、小
お

川
が わ

芳
よ し

久
ひ さ

　◆地域審議会
関係　（故）渡

わ た

邊
な べ

康
こ う

助
す け

、中
な か

島
し ま

紘
こ う

一
い ち

、松
ま つ

岡
お か

義
よ し

博
ひ ろ

、井
い の

上
う え

石
せ き

根
ね

、田
た

中
な か

忠
た だ

彦
ひ こ

、三
み

牧
ま き

隆
りゅう

一
い ち

、栃
と ち

原
は ら

武
た け

俊
と し

、坂
さ か

田
た

公
き み

弘
ひ ろ

、水
み ず

上
か み

博
ひ ろ

司
じ

、稲
い な

田
だ

浩
ひ ろ

己
み

、佐
さ

美
み

三
そ う

信
の ぶ

雄
お

、末
す え

田
だ

博
ひ ろ

幸
ゆ き

、泉
いずみ

田
だ

洋
よ う

祐
す け

　◆区長協議会関
係　（故）渡

わ た

邊
な べ

康
こ う

助
す け

、中
な か

島
し ま

紘
こ う

一
い ち

、岩
い わ

根
ね

弘
ひ ろ

司
じ

、佐
さ

美
み

三
そ う

信
の ぶ

雄
お

、松
ま つ

本
も と

隆
た か

幸
ゆ き

、針
は り

　鐵
て つ

男
お

、水
み ず

上
か み

博
ひ ろ

司
じ

、（故）古
ふ る

田
た

耕
や す

正
ま さ

、志
し

水
み ず

　茂

10周年記念表彰
【団体】菊池市消防団、菊池安全安心パトロール隊、山鹿人
権擁護委員協議会菊池部会、菊池市女性団体代表者会、菊
池市民生委員児童委員協議会連合会、菊池市身体障がい者
福祉協議会、菊池市老人クラブ連合会、菊池市食生活改善
推進員協議会、菊池市母子保健推進員、菊池地域農業協同
組合、菊池森林組合、菊池市商工会、菊池市企業連絡協議
会連合会、一般社団法人菊池観光協会、菊池温泉観光旅館
協同組合、菊池市文化協会、菊池市青年団、菊池市女性の会、
菊池市子ども会育成協議会、菊池市むつみ会、菊池地区保
護司会菊池分会、菊池市更生保護女性会、菊池市体育協会、
菊池市スポーツ推進委員協議会

（敬称略・順不同）
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▼各部門の優勝者（敬称略）

1. 勢いよくスタートした
選手たち 2. 沿道に並ぶ観
客 3. 風 を 切 る よ う に 走
る 選 手 4. ゲ ス ト 参 加 し
た 前 田 さ ん 親 子 5. ゴ ー
ルして喜びを爆発させる
選手たち 6.8 中学生の合
唱やロックバンドのライ
ブ な ど も あ っ た 7. 大 勢
の来場者でにぎわうなん
で も よ か も ん 市 9. 前 田
選手はスターターも務め
ランナーに声援を送った

コース 部　門 氏　名 記　録

ハーフ

男子（40才未満） 斉
さ い

藤
と う

友
と も

章
あ き 1時10分43秒

男子（40歳以上） 秋
あ き

丸
ま る

直
な お

俊
と し 1時13分38秒

女子の部 渡
わ た

邉
な べ

由
ゆ

美
み 1時32分53秒

10㌔

男子（40才未満） 富
と み

田
た

誠
せ い

至
し

郎
ろ う 33分01秒

男子（40歳以上） 田
た

中
な か

正
ま さ

章
あ き 34分41秒

女子の部 小
こ

柳
やなぎ

春
は る

菜
な 39分18秒

５㌔

男子（40才未満） 岩
い わ

永
な が

浩
ひ ろ

明
あ き 16分31秒

男子（40歳以上） 山
や ま

﨑
さ き

忠
た だ

宏
ひ ろ 18分30秒

女子（40歳未満） 入
い り

江
え

和
か ず

実
み 20分08秒

女子（40歳以上） 仲
な か

尾
お

須
す

賀
が

子
こ 20分36秒

中学生男子 浦
う ら

川
か わ

大
だ い

樹
き 17分21秒

中学生女子 山
や ま

本
も と

夕
ゆ う

海
み 19分51秒

３㌔

男子（60歳以上） 浜
は ま

崎
さ き

明
あ き

彦
ひ こ 11分15秒

女子（60歳以上） 堤
つつみ

美
み

智
ち

子
こ 15分17秒

小学生男子１年～３年 浦
う ら

川
か わ

栞
か ん

伍
ご 11分56秒

小学生男子４年～６年 谷
た に

口
ぐ ち

瞬
しゅん

之
の

介
す け 10分33秒

小学生女子１年～３年 近
こ ん

藤
ど う

凪
な ぎ

果
は 12分44秒

小学生女子４年～６年 越
お お

猪
い

綾
あ や

菜
な 11分48秒

2

1

6

3

7

4
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約
２
千
人
が
市
内
を
快
走

　
第
60
回
熊
日
菊
池
桜
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
３

月
29
日
、
菊
池
市
民
広
場
を
メ
ー
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
約
２
千
人
が
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。
大
会
は
ハ
ー
フ
・
10
㌔
・

５
㌔・３
㌔
の
４
コ
ー
ス
、
18
部
門
で
実
施
。

菊
池
地
域
振
興
局
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
各
中

継
地
点
を
折
り
返
し
て
菊
池
市
民
広
場
前
の

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

　
沿
道
に
は
大
勢
の
観
客
が
並
び
、
手
旗
を

振
り
な
が
ら
走
り
抜
け
る
ラ
ン
ナ
ー
を
応

援
。
選
手
の
中
に
は
手
作
り
の
衣
装
や
被
り

物
を
し
て
走
る
人
も
い
て
、
手
を
振
っ
た
り

記
念
撮
影
を
し
た
り
し
な
が
ら
観
客
と
一
緒

に
大
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
60
回
の
節
目
を
記
念
し
た
今
回
は
、
世
界

陸
上
代
表
の
前ま

え
田だ

彩さ
い
里り

選
手
と
母
の
淳じ
ゅ
ん

子こ

さ

ん
を
ゲ
ス
ト
に
招
待
。「
今
回
は
け
が
で
走

れ
ず
応
援
だ
け
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
走
っ

て
い
る
姿
が
輝
い
て
見
え
て
元
気
と
感
動
を

た
く
さ
ん
も
ら
え
ま
し
た
。
自
分
も
世
界
陸

上
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
大
会

の
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
会
場
で
は
、
飲
食
店
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
軒
を
連
ね
る
「
な
ん
で
も
よ

か
も
ん
市
」
を
同
時
開
催
。
各
店
に
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
、
来
場
者
は
特
産

品
や
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
買
い
物
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第60回熊日菊池　 マラソン大会2 豊かな自然と食を満喫

今
いま

村
むら

光
こう

成
せい

さん（福岡県）

グランプリ　野
の

田
だ

　敢
いさむ

さん（荒尾市）

準グランプリ
ルブラン・ジョナサンさん（菊池市）

特別賞
アント二オ・ペレス・ヴェラさん（スペイン）

中
なか

川
がわ

賢
けん

了
りょう

さん（菊池市）

吉
よし

岡
おか

昭
あき

敏
とし

さん（山鹿市）壁ドン！告白タイム 野
の

口
ぐち

宏
ひろ

樹
き

さん（山鹿市） 福
ふく

永
なが

健
たけ

志
し

さん（菊池市）

古
こ

閑
が

勇
ゆう

輝
き

さん（菊池市）
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第６回

菊池一族武者まつり2015

千
年
の
と
き
を
越
え
蘇
る

“
イ
ケ
武
者
”た
ち
の
競
演

　
鎧
甲
冑
を
身
に
ま
と
い
、
菊
池
一
族
に
扮

し
て
男
前
ぶ
り
を
競
う
第
６
回
ザ
・
イ
ケ
武

者
コ
ン
テ
ス
ト
が
3
月
22
日
、
菊
池
市
民
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
に
駒
を
進

め
た
の
は
10
人
の
イ
ケ
武
者
た
ち
。
演
舞
、

カ
ラ
オ
ケ
、
手
品
、
民
族
楽
器
の

演
奏
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
特
技
の
応
酬
で
火

花
を
散
ら
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
「
壁

ド
ン
！　

告
白

タ
イ
ム
」
で
は
、

イ
ケ
武
者
た
ち

が
姫
役
を
演
じ

た
司
会
の
平ひ

ら

山や
ま

留る

美み

子こ

さ
ん
を
口
説
く

場
面
も
あ
り
、
会
場
を
に
ぎ
わ
せ

ま
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の
は
、
荒

尾
市
在
住
の
野の

田だ

敢い
さ
む

さ
ん
。
フ
リ
ー
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
で
、
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
に
は
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
を
披
露
。
審
査
員
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
ま
で
繰
り
出
し
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
野
田
さ
ん
は
今
後
１
年
間
、
市
の
Ｐ
Ｒ
大

使
と
し
て
活
動
し
ま
す
。「
ま
さ
か
グ
ラ
ン

プ
リ
を
取
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
Ｐ
Ｒ
大
使
と
し
て
菊
池
の
癒
や
し
の

部
分
を
宣
伝
し
て
い
き
た
い
で
す
」

3

佐
さ

々
さ

木
き

惣
そう

一
いち

郎
ろう

さん
（熊本市）

このマークがある写真は紙面上で動く動画を見ることができます。
視聴方法は 43 ページをご覧ください。
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REPORT ありがとう。そして、さようなら。

旭志幼稚園閉園式
40
年
間
の
見
守
り
に
感
謝

「
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」。
園
児
た
ち
の
元
気
な
声
が
園

舎
に
響
き
渡
り
ま
す
。

　
旭
志
幼
稚
園
で
３
月
７
日
、
閉
園
式
が
あ

り
、
住
民
や
関
係
者
な
ど
約
１
３
０
人
が
出

席
し
て
園
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

同
園
は
昭
和
50
年
に
旧
旭
志
村
立
と
し

て
開
園
。
改
築
な
ど
を
経
て
こ
れ
ま
で
約

１
４
０
０
人
の
卒
園
者
を
送
り
出
し
て
き
ま

し
た
。
近
年
は
少
子
化
の
影
響
を
受
け
、
園

児
の
数
は
昭
和
55
年
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減

少
。
現
在
の
園
児
数
は
11
人
で
、
本
年
度
の

入
園
予
定
者
も
２
人
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
泗

水
幼
稚
園
に
統
合
す
る
計
画
を
１
年
前
倒
し

す
る
こ
と
に
。
式
で
江
頭
市
長
は
「
閉
園
は

断
腸
の
思
い
。
残
さ
れ
た
園
舎
は
、
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
地
域
の
宝
と
し

て
役
立
て
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
園
児
が
お

別
れ
の
歌
を
合
唱
し
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

る
と
、
閉
園
を
惜
し
み
涙
を
拭
う
出
席
者
の

姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　
卒
園
者
を
代
表
し
、旭
志
小
５
年
（
当
時
）

の
水み

ず

上か
み

真ま

菜な

さ
ん
が
「
い
つ
も
私
た
ち
を
見

守
っ
て
く
れ
た
幼
稚
園
。
そ
こ
で
過
ご
し
た

日
々
を
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
。

そ
し
て
、
さ
よ
う
な
ら
」
と
謝
辞
。
最
後
は

出
席
者
全
員
で
園
歌
を
斉
唱
し
、
40
年
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

4

1. お別れの歌を合唱する園児 2. 小
学生代表の言葉を送る水上さん
3.6. 大勢の子どもたちが遊んでき
た遊具 4. 来賓のあいさつに元気
よく返事をする園児たち 5. 地域
の宝として大切にされてきた園舎
7.9. 実行委員が建てた記念碑の除
幕式。男女の園児が手をつなぐ可愛
らしい石碑ができた 8. 地域や関係
者への感謝を述べる村

むら
上
かみ

由
ゆ

紀
き

子
こ

園長

１

5

67
8

4 3 2

を支援します

菊池ブランドづくり補助金

◆対象事業
◦�新商品開発のための農産物栽培地の土壌分析、農

産物の成分分析
◦新商品開発のための機械器具導入
◦開発商品のパッケージデザイン製作
◦�情報発信と販売促進のためのホームページ作成

◆対象者
◦�市内に住所がある一経営体の農業者および農業生

産法人、農業者組織
◦市内に事業所を持つ加工および販売事業所

◆補助額　上限額 50万円
　　　　　 ※予算が無くなり次第締め切り

◆補助率　対象経費の１／２以内

◆対象経費
　①栽培地の土壌分析経費
　②農産物の成分分析経費
　③製品開発のための機械器具経費
　④開発商品のパッケージ経費
　⑤ホームページ開設経費

◆必要書類
　事業計画書、補助金申請書、未納がない証明書
　補助対象経費の見積書

◆補助金交付までの流れ

問農政課ブランド推進室　☎ 0968(25)7266

農業者や加工業者が作った商品を全国へPRするためのお手伝いをします。
菊池ブランドの販路拡大と新しい商品の開発にご活用ください。

①事業計画書提出 【申請者】

②ヒアリング・審査会 【市】

③交付額の内示 【市】

④補助金交付申請 【申請者】

⑤交付決定 【市】

⑥事業実施 【申請者】

⑦実績報告書提出 【申請者】

⑧交付確定 【市】

⑨補助金交付請求書提出 【申請者】

⑩補助金の交付 【市】

50
万円

上限

9
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農地などの相談は

私たち農業委員へ
　菊池市農業委員会は、選挙委員 30 人、選任委員７人の計 37 人で、次のことを
目標に活動しています。これからも農業委員、職員一丸となって菊池市農業の振
興および発展に努めていきますのでよろしくお願いします。
　農地の売買や転用、その他、農地に関することでお困りの人は、農業委員また
は農業委員会へご相談ください。
　各農業委員は次のとおりです。担当区域などを参考にしてください。氏名前の
番号は議席番号です。（敬称略・市外局番 0968）

担当地区
上西寺 
中西寺 
辻 
下西寺 
南古閑 
北古閑 
野間口 
東原
☎(25)0841 

５　緒
お

方
が た

哲
て つ

郎
ろ う

担当地区
上赤星 
下赤星 
今 
甲森北 
乙森北 
上古閑

☎(25)0331 

担当地区
辺田 
荒牧 
高田 
台 
瀬戸口

☎(24)3026

担当地区
神鶴 
菊池松島 
日向 
柿木平 
中原 

☎(25)0655

６　佐
さ っ

々
さ

公
き み

博
ひ ろ

担当地区
菊池佐野 
原細永 
鍋倉 
日生野 
伊牟田 
下組 
岩平 
塚原 ・長六 
☎(27)0727

担当地区
山崎 
上水次 
下水次 
岡田 
流川

☎(24)3382 

担当地区
袈裟尾 
玉祥寺 
遊蛇口 
堀切 
稗方

☎(24)1644

担当地区
新村 
打越 
内島 
小野崎 
七城松島 
上橋田 
下橋田

☎(26)4725 

担当地区
西迫間 
東迫間 
七坪 
市野瀬 
中野瀬 
太田・ 大柿
戸豊水 
菊池平野 
☎(24)1340

担当地区
茂藤里
篠倉
伊倉
道園 
金峰
生味
木佐木
滝黒仁田
☎(27)0512 

担当地区
広瀬 
木柑子
植古閑 
花房台 
上出田 
下出田 

☎(24)2268 

担当地区
寺小野
染土 
長野 
雪野 
龍門１ 
穴川 
小木 
鳳来 
☎(27)0120 

担当地区
村田 
上長田 
下長田 
大塚 
深川 
神来 
大琳寺 
北宮 
☎(25)4157

８　中
な か

村
む ら

喜
き

壽
と し

担当地区
岩瀬 
前川 
板井 
梶迫 
林原 
元村

☎(26)4322 

13　蛇
へ び

塚
つ か

基
き

誠
せ い

担当地区
甲佐町 
新古閑 
清水 
宮園 
菰入 
間所

☎(24)3096 

17　中
な か

島
し ま

　誠
まこと

担当地区
藤田 
上木庭 
下木庭

☎(25)0435

11　山
や ま

下
し た

幸
こ う

一
い ち

１　越
お お

猪
い

隆
た か

幸
ゆ き

２　村
む ら

上
か み

忠
ちゅう

吉
き ち

３　緒
お

方
が た

啓
け い

一
い ち

４　德
と く

渕
ぶ ち

政
ま さ

弘
ひ ろ

７　本
ほ ん

藤
ど う

幸
ゆ き

弘
ひ ろ

９　永
な が

田
た

正
せ い

一
い ち

郎
ろ う

10　中
な か

路
じ

哲
て つ

雄
お

16　鎗
や り

水
み ず

幸
こ う

誠
せ い

15　石
い し

渕
ぶ ち

寿
と し

生
お

14　藤
ふじ　もと　し　せい

本至誠

担当地区
古川
立門
戸城
永山
伊野
木護
柏・鉾の甲
杉生
☎(27)1213

会長　丸
ま る や ま

山利
と し あ き

明
（議席番号 12）

問農業委員会　☎ 0968(25)7235

主な職務
◦認定農業者等農業担い手の育成と後継者の育成を図る。
◦平成 26 年度から始まった農地中間管理事業を活用し、担い手への農地利用の集積・集約化を推進する。
◦農業者年金の加入推進を図る。
◦�農地パトロールにより耕作放棄地、遊休農地を把握し、可能地については、国の補助事業などを利用し耕作放棄地の解消

を図る。
◦女性農業者、新規就農者、農地の転用などに関する相談業務を拡充する。

担当地区
湯舟 
南桜ヶ水 
北桜ヶ水

☎(37)2873 

担当地区
加恵 
五海 
西郷 
羽根木 
蟹穴

☎(24)3664 

18　櫔
と ち

原
は ら

賢
け ん

一
い ち

担当地区
永 
永南 
永出分 
富納 
桜山全区

☎(38)3672 

担当地区
田島一 
田島二 
岡 
猪の目

☎(38)2568  

担当地区
片角 
亘 
築地 
西正観寺 
東正観寺

☎(24)2401 

担当地区
平 
高柳 
小原

☎(37)2297 

23　水
み ず

谷
た に

幸
ゆ き

博
ひ ろ

担当地区
伊萩 
岩本

☎(37)2862 

19　大
お お

塚
つ か

祐
ゆ う

次
じ

担当地区
南住吉 
北住吉 
飛熊

☎(38)2263

担当地区
泗水平野 
糠泉 
井戸方 
泗水佐野

☎(38)4360 

担当地区
戸田島 
田中 
本村

☎(24)3654 

担当地区
川上 
川下 
出分 
川辺南 

☎(37)2810

担当地区
片川瀬 
尾足 

☎(37)3231

20　松
ま つ

岡
お か

昌
ま さ

明
あ き

担当地区
福本一 
福本二 
田吹 
高江 
上高江 
薬師

☎(38)4411 

担当地区
久米一 
久米二 
竹の下 
三万田 
高江出分

☎(38)3743

担当地区
津留 
妻越 
大迫 

☎(37)2594

21　三
み

池
い け

辰
た つ

三
み

担当地区
富 
富出分 
泗水田中 
村吉 
富の原全区
朝日団地

☎(38)2424 

担当地区
小川 
姫井 
楠原 
九の峯 

☎(37)2054

担当地区
上住吉

☎(38)4511

担当地区
隈府 
高野瀬

☎(25)1942 

担当地区
高永 
伊坂

☎(37)2443

34　永
な が

田
た

孝
た か

子
こ

35　荒
あ ら

木
き

孝
た か

子
こ

36　芳
よ し

野
の

須
す

麻
ま

子
こ

37　工
く

藤
ど う

真
ま

理
り

子
こ

33　上
う え

田
だ

　巖
いわお

32　上
う え

野
の

英
え い

二
じ

31　田
た

中
な か

弘
ひ ろ

文
の り

30　林
はやし

　幸
ゆ き

博
ひ ろ

26　内
う ち

田
だ

武
た け

久
ひ さ

27　髙
た か

木
き

正
ま さ

直
な お

28　川
か わ

口
ぐ ち

毅
た け

憲
の り

29　梁
や な

池
ち

邦
く に

雄
お

25　久
ひ さ

川
か わ

寛
ひ ろ

實
み

24　村
む ら

上
か み

勝
しょう

治
じ

22　西
に し

口
ぐ ち

峰
み ね

夫
お
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庁
舎
整
備
に
伴
い
各
種
業
務
の
窓
口
が
移
動
し
ま
す

庁
舎
整
備
に

問
い
合
わ
せ
先　
庁
舎
整
備
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
２

　
　
　
　
　
　
総
務
課
職
員
係　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
４

各課局室名 移動（前） 移動（後） 移動完了予定日 電話番号

１ 健康推進課 本庁舎１階 本庁舎１階 ５月 18 日㈪ (25)7218
(25)7219

２ 子育て支援課 本庁舎１階 本庁舎１階 ５月 18 日㈪ (25)7214

３ 会計課・金融機関 本庁舎１階 本庁舎１階 ５月 18 日㈪ (25)7225

４ 税務課 本庁舎１階 本庁舎２階 ５月 25 日㈪
(25)7206
(25)7207
(25)7208

５ 市民課 本庁舎１階 本庁舎１階 ６月１日㈪ (25)7211

６ 企画振興課（情報統計係） 本庁舎１階 移動なし ── (25)7249

５月・６月に移動する各課局の移動先と移動完了予定日
※電話番号の変更はありません。（市外局番 0968）

広
報
き
く
ち
２
～
４
月
号
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
と
お
り
、
市
役
所
本
庁

舎
な
ど
の
整
備
工
事
に
伴
い
各
種

業
務
の
窓
口
が
移
動
し
て
お
り
、

５
月
・
６
月
に
は
下
記
の
課
が
移

動
し
ま
す
。
移
動
先
と
移
動
完
了

予
定
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
電

話
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
平
成
30
年

度
の
整
備
終
了
ま
で
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本庁舎１階配置図 本庁舎２階配置図
…５月に移動する課

副市長室

応接室

市長公室
（秘書係）

エレ
ベーター

市長公室
（広報交流係）

総務課
（総務行政係）

選挙管理
委員会事務局

応接室

市長室

防災交通課

階段

トイレ

階段

高齢支援課

喫煙室
税務課

高齢支援課

福祉課

相
談
室

相
談
室

相談室 倉庫

印刷室

会計課
金融機関

エレ
ベーター

企画振興課
（情報統計係）

防災無線室

階段

トイレ

会議室

売店 階段

玄関ポーチ

健康推進課

市民課

子育て支援課

相
談
室

▲
正
面
玄
関

宿
直
室

【
３
階
建
て
】

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

←今回該当する本庁舎棟平面図

老
後
に
備
え
ま
す

　

65
歳
か
ら
一
生
涯
、
老
齢
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。（
終
身
保
障
）

①
老
齢
基
礎
年
金　

　
平
成
27
年
度
年
金
額

　
78
万
１
０
０
円
（
満
額
）

▼�

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40

年
間
（
４
８
０
月
）
の
全
期
間
保

険
料
を
納
め
た
人
は
、
65
歳
か
ら

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼�

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
保

険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
が
最
低

25
年
（
３
０
０
月
）
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

▼�

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年

金
額
は
減
額
と
な
り
ま
す
が
、
保

険
料
の
未
納
期
間
は
年
金
額
の
対

象
期
間
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼�

会
社
員
や
公
務
員
（
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
）
だ
っ
た
人
に

は
、
老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済

年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

不
測
の
事
態
に
備
え
ま
す

　

病
気
や
け
が
で
障
が
い
を
負
っ
て

働
け
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
「
障
害

基
礎
年
金
」
が
、
ま
た
、
万
一
本
人

が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
残
さ
れ
た
配

偶
者
や
子
に
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

会
社
員
や
公
務
員
で
あ
る
と
き
の

障
が
い
や
死
亡
の
場
合
に
は
、
厚
生

年
金
や
共
済
年
金
か
ら
も
基
礎
年
金

に
上
乗
せ
さ
れ
て
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

②�

障
害
基
礎
年
金

　
平
成
27
年
度
年
金
額
（
定
額
）　

　
１
級　
97
万
５
１
０
０
円

　
２
級　
78
万
１
０
０
円

▼�

国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
や
け
が

で
障
害
等
級
表
（
１
級
・
２
級
）

に
よ
る
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
間

は
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

※�

子
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算
が
あ
り

ま
す
。

③
遺
族
基
礎
年
金

　
平
成
27
年
度
年
金
額
（
配
偶
者
）　

　
１
０
０
万
４
６
０
０
円

▼��

内
訳　
基
本
額　
78
万
１
０
０
円

　
子
1
人
の
加
算　
22
万
４
５
０
０
円

▼�

国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く
な
っ

た
と
き
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計

維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
妻
・

夫
」ま
た
は「
子
」に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼�

子
は
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
、

障
が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

▼�

夫
ま
た
は
妻
に
支
給
さ
れ
る
場
合

は
、
子
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算
が

あ
り
ま
す
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、
障
が
い
や
死

亡
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま
で

の
公
的
年
金
の
加
入
期
間
の
3
分
の

２
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料

が
納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
も
し
く
は
初
診
日
ま
た
は
死
亡

し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い

こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
届
け
出
が
必
要
で
す

　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が
、
引

越
し
な
ど
で
住
所
や
年
金
の
受
取
先

金
融
機
関
を
変
更
す
る
と
き
や
、
婚

姻
な
ど
で
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
に

は
、
年
金
事
務
所
へ
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。

　

日
本
年
金
機
構
に
住
民
票
コ
ー
ド

が
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
住
所
変

更
の
届
け
出
は
原
則
不
要
で
す
。

　

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
（
月
額

1
万
５
５
９
０
円
）
に
加
え
て
付
加

保
険
料
（
４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

　

付
加
年
金
は
申
し
込
み
を
し
た
月

か
ら
の
加
入
と
な
り
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
付
加
年
金
の
年
金
額

　
２
０
０
円
×
付
加
年
金
納
付
月
数

◆
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
は

　

第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
降
の

任
意
加
入
被
保
険
者
を
除
く
）
だ
け

が
加
入
し
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
つ
の
基
礎
年
金
が

あ
な
た
の
一
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

国
民
年
金
の「
付
加
年
金
」を

ご
存
知
で
す
か
？な

お
、
付
加
保
険
料
も
国
民
年
金
保

険
料
と
同
様
に
納
期
限
（
翌
月
末
）

か
ら
2
年
間
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※�

保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
人

や
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
は
、

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※�

農
業
者
年
金
加
入
者
は
、
必
ず
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日本年金機構からのお知らせ
年金額改定通知書・年金振込通知書を発送します

　年金額改定通知書は、４月からの改定後の年金額をお知
らせするものです。年金振込通知書は、改定後の年金額で
５月以降に年金のお支払いがある人に対し、各支払期の年
金支払額などをお知らせするものです。届いたら必ず確認
し、保管してください。

国 民 年 金 情 報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所総務民生課国 民 年 金 情 報
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問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968(25)7219

健康だより

乳
が
ん

　

乳
房
の
乳
腺
に
で
き
る
が
ん
で
す
。

日
本
人
女
性
が
生
涯
の
う
ち
に
か
か

る
が
ん
の
中
で
最
も
多
く
、
死
亡
者

数
は
５
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
30
歳

代
か
ら
急
増
し
、
40
歳
代
後
半
か
ら

50
歳
代
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま

す
。

　

初
期
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
自

覚
症
状
と
し
て
乳
房
付
近
に
豆
粒
ほ

ど
の
し
こ
り
が
で
き
ま
す
。
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
（
自
分
で
乳
房
触
診
を
行

う
こ
と
）
が
有
効
な
の
は
こ
の
た
め

で
す
。
乳
が
ん
の
発
症
に
は
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
一
種
で
あ
る
「
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
」
が
強
く
関
わ
っ
て
お
り
、
初

潮
の
時
期
が
早
か
っ
た
人
や
閉
経
が

遅
い
人
、
出
産
・
授
乳
経
験
が
無
い

人
な
ど
は
リ
ス
ク
が
か
な
り
高
ま
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん

　

子
宮
の
入
り
口
付
近
に
発
症
す
る

が
ん
で
す
。
20
～
30
代
の
女
性
で
急

増
し
て
お
り
、
こ
の
年
代
の
女
性
が

か
か
る
が
ん
の
中
で
は
１
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

他
の
が
ん
と
異
な
り
、「
Ｈ
Ｐ
Ｖ

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）」
と

い
う
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
発
症
。

主
な
感
染
経
路
は
「
性
交
渉
」
で
、

一
度
で
も
経
験
が
あ
る
と
発
症
の
リ

ス
ク
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
逆

に
経
験
の
無
い
人
は
、
発
症
す
る
可

能
性
が
極
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

乳
が
ん
同
様
、
子
宮
頸
が
ん
も
初

期
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

人
に
よ
っ
て
は
不
正
出
血
や
お
り
も

の
の
異
常
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

妊
娠
を
き
っ
か
け
に
、
が
ん
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
共
に
、
喫

煙
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
過
剰
摂
取
と

い
っ
た
危
険
因
子
が
発
症
リ
ス
ク
を

高
め
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
す
み
や
か
に
生
活
習

慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

働
く
世
代
の
女
性
の
脅
威
と
な
っ

て
い
る
「
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
」

で
す
が
、
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、
ほ

ぼ
完
治
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
ど
ち
ら
の
が
ん
も
初
期
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
進
行
し
て
い
く

た
め
、
自
分
で
発
見
す
る
こ
と
は
と

て
も
困
難
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
が
ん
を
発
見
す
る
た
め

の
最
も
効
果
的
な
方
法
が
「
検
診
」

で
す
。
定
期
的
な
検
診
は
進
行
が
ん

を
防
ぎ
、
死
亡
を
減
ら
す
こ
と
が
証

明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
効
果
の
あ
る
検
診
方
法
と
し

て
▼
乳
が
ん
は
40
歳
以
上
の
女
性
に

対
し
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
検
査

▼
子
宮
頸
が
ん
は
20
歳
以
上
の
女
性

に
対
し
子
宮
頸
部
の
細
胞
診
に
よ
る

検
査
─
を
そ
れ
ぞ
れ
少
な
く
と
も
2

年
に
１
回
は
受
診
す
る
よ
う
勧
め
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
は
よ
り
早
期
に
が
ん
や
そ

の
他
の
病
気
を
発
見
で
き
る
よ
う
年

に
１
回
の
定
期
検
診
を
勧
め
て
い
ま

す
。
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
は

自
治
体
や
お
勤
め
先
の
職
場
の
定
期

健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
ず
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

市
が
実
施
す
る
女
性
の
が
ん
検
診

　

国
が
推
奨
す
る
検
診
方
法
に
加
え

て
、
20
歳
～
40
歳
の
人
も
乳
が
ん
検

診
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
、
乳
房
超

音
波
（
乳
エ
コ
ー
）
検
診
も
導
入
し
、

若
い
世
代
の
人
も
検
診
を
受
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
が
ん
検
診
を

同
日
中
に
菊
池
養
生
園
で
受
診
で
き

る
「
複
合
（
集
団
）
検
診
」
や
、
乳

が
ん
検
診
※
と
子
宮
頸
が
ん
検
診

食
中
毒
に
注
意
！　
～
春
は

行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
～

　

遠
足
や
運
動
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
気
温
が
高
く
な
る
と
食
中

毒
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
食

品
の
衛
生
的
な
取
り
扱
い
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

お
弁
当
を
作
る
と
き
は

▼
必
ず
食
べ
る
当
日
に
作
る
▼
作
る

前
、
食
べ
る
前
に
は
手
を
よ
く
洗
う

▼
食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加

熱
し
、
十
分
に
冷
ま
し
て
か
ら
清
潔

な
箸
で
弁
当
箱
に
詰
め
る
▼
お
弁
当

は
涼
し
い
と
こ
ろ
で
保
管
し
、
早
め

に
食
べ
る
▼
食
べ
残
し
の
食
品
は
、

思
い
切
っ
て
捨
て
る
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る
と
き
は

　

生
肉
に
は
ｏオ

ー

１
５
７
、
カ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
な
ど
の
食

中
毒
菌
が
付
い
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
▼
生
肉
と
野
菜
は
別
々
に

盛
り
つ
け
る
▼
「
焼
く
と
き
の
箸
」

と
「
食
べ
る
と
き
の
箸
」
は
区
別
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

と　

き　

５
月
28
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

午
後
０
時
15
分
～
４
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
役
所
正
面
玄
関
前

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医

師
が
判
断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

現在、働く世代の女性を中心に乳がん・子宮頸が
んにかかる人が急増しています。がんから大切な
命を守るためには検診がとても有効です。今回は
がん検診について一緒に考えてみましょう。

女性の
がん検診のススメ

を
指
定
さ
れ
た
病
院
で
受
診
で
き

る
「
個
別
検
診
」
を
実
施
し
て
お
り
、

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
受
診
が
可
能
で

す
。
詳
し
く
は
29
ペ
ー
ジ
「
健
康
診

査
を
実
施
し
ま
す
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

検
診
は
、
が
ん
か
ら
命
を
守
る
大

切
な
手
段
で
す
。
が
ん
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
身
に
付
け
て
、
定
期
的

に
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

女
性
の
が
ん
や
検
診
に
つ
い
て
不

明
な
点
や
相
談
し
た
い
と
き
は
、
健

康
推
進
課
健
康
推
進
係
か
各
総
合
支

所
総
務
民
生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※�

乳
が
ん
（
マ
ン
モ
）
個
別
検
診
は

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対

象
者
の
み
受
診
可
。

参
考
文
献
・
Ｕ
Ｒ
Ｌ

▼
熊
本
県
（
２
０
１
４
年
）「
熊
本

県
が
ん
検
診
関
係
デ
ー
タ
集
」

▼
全
国
健
康
保
険
協
会　

協
会
け
ん

ぽ
（
２
０
１
４
年
）「【
女
性
の
が
ん
】

近
年
、
若
い
女
性
に
急
増
し
て
い
る

『
乳
が
ん
』
と
『
子
宮
頸
が
ん
』」

http://w
w

w
.kyoukaikenpo.

or.jp/g4/cat450/sb4502/
p025

▼
独
立
行
政
法
人　

国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー

（
２
０
１
５
年
）「
最
新
が
ん
統
計
」

http://ganjoho.jp/public/
statistics/pub/statistics01.
htm

l

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

３
月
12
日
・
13
日
の

歯
科
健
診
の
結
果
で
、

む
し
歯
が
な
か
っ
た

子
ど
も
を
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

岡お
か

本も
と

真ま

実み　
（
○菊　
袈
裟
尾
）

渡わ
た

邉な
べ　

蓮れ
ん　

（
○菊　
上
西
寺
）

中な
か

林ば
や
し

里り

奈な　
（
○菊　
植
古
閑
）

吉よ
し

村む
ら　

理お
さ
む　

（
○菊　
北
原
）

原は
ら

あ
さ
ひ　
（
○菊　
木
柑
子
）

古ふ
る

川か
わ

一い
っ

綺き　
（
○七　
流
川
）

赤あ
か

星ほ
し　

武た
け
る　

（
○七　
加
恵
）

増ま
す

永な
が

結ゆ

衣い　
（
○七　
西
郷
）

水み
ず

野の

陽は
る

輝き　
（
○七　
甲
佐
町
）

赤あ
か

星ほ
し

幸こ
う

汰た　
（
○七　
本
村
）

坂さ
か

本も
と　

楓か
え
で　

（
○七　
蟹
穴
）

小こ

山や
ま

結ゆ

愛あ　
（
○旭　
伊
萩
）

上う
え

田だ

匠し
ょ
う

之の

介す
け

（
○旭　
大
迫
）

中な
か

野の

颯さ

空く　
（
○旭　
平
）

田た

代し
ろ

唯ゆ
い

乃な　
（
○泗　
永
）

古ふ
る

荘し
ょ
う

斗と
う

真ま　
（
○泗　
永
）

岩い
わ

崎さ
き

善よ
し

優や　
（
○泗　
久
米
一
）

坂さ
か

井い

悠ゆ
う

斗と　
（
○泗　
村
吉
）

宮み
や

本も
と

時と

空あ　
（
○泗　
竹
の
下
）

松ま
つ

岡お
か

雄ゆ
う

大だ
い　

（
○泗　
猪
の
目
）

吉よ
し

田だ

将ま
さ

都と　
（
○泗　
朝
日
団
地
）

村む
ら

上か
み

大や
ま

和と　
（
○泗　
田
島
団
地
）

後ご

藤と
う

愛あ

結ゆ　
（
○泗　
東
原
団
地
）

甲か

斐い

美み

南な
み　

（
○泗　
富
の
原
西
）

伊い

牟む

田た

梨り

生お

（
○泗　
富
の
原
北
）

倉く
ら

原は
ら

優ゆ
う

音と　
（
○泗　
富
出
分
）

※
行
政
区
は
健
診
日
時
点
。

　
む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

①
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き
②
甘
い
も
の
を
減

ら
し
た
お
や
つ
の
工
夫
③
歯
の
質
を

強
く
す
る
た
め
の
定
期
的
な
フ
ッ
化

物
塗
布
が
重
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取
り

組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

平成 25年度
健康づくり標語 優秀賞

一日の
元気の力
朝ごはん

泗水中２年（当時）
中
な か

川
が わ

杏
あ ん

奈
な

さん

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
身

分
証
に
よ
る
本
人
確
認
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
は
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
目
的
の
献
血
は

お
断
り
し
て
い
ま
す

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
菊
池
保
健
所
（
☎

０
９
６
８（
25
）４
１
３
８
）で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
無
料
・
匿
名
で
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

る
▼
肉
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱

し
て
食
べ
る

ハ
イ
キ
ン
グ
や
魚
釣
り
を
す
る
と
き

　

見
慣
れ
な
い
野
草
や
フ
グ
な
ど
の

素
人
調
理
は
し
な
い
。
食
用
と
間
違

え
や
す
い
有
毒
植
物
の
例
▼
バ
イ
ケ

イ
ソ
ウ
（
オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
、
ギ
ョ

ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
と
間
違
え
や
す

い
）
▼
ス
イ
セ
ン
（
ニ
ラ
、
ノ
ビ
ル

と
間
違
え
や
す
い
）
▼
ト
リ
カ
ブ

ト
（
ニ
リ
ン
ソ
ウ
、
モ
ミ
ジ
ガ
サ
と

間
違
え
や
す
い
）
▼
イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン

（
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
、
ギ
ボ
ウ

シ
と
間
違
え
や
す
い
）
▼
楽
し
い
思

い
出
を
台
無
し
に
し
な
い
た
め
に
も
、

食
中
毒
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
に
関
す
る
情
報

　

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（「
厚
生
労
働
省　

食

中
毒
」
で
検
索
）
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2015
子ども読書フェスティバル
と　き　５月６日㈬㈷～10日㈰
ところ　泗水図書館

★

★

★
★
★

★

★

★

★

★
★

おはなし会
　５月６日㈬㈷
　午前11時～　ボランティアのおはなし会
　午後２時～　昔話ワールド

マンガピクニック広場
　５月９日㈯～10日㈰　午後１時～４時
　青空の下でマンガを読もう！
※雨天の場合は館内に変更します。

講演「マンガって魅力的☆」
　５月10日㈰　午前11時～12時
　�NPO法人マンガミュージアム
　プロジェクト代表　橋

は し

本
も と

博
ひろし

さん

「桜の里菊池」メッセージ絵本完成！
　世界に１つしかない桜の形をしたすてきな絵本を作りま
した。

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日
泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
各地のガイドブックも置いてい
ます。ゴールデンウィークなど
に活用してみてください。

メロン

耳より情報

泗水図書館
　禁忌
   十二の肖像画による十二の物語
   有頂天家族　二代目の帰朝 
   恋形見 
   レオナルドの扉
   ２１世紀の資本
   死の体験授業
   東京駅をつくった男
　トヤのひっこし
中央公民館
　跳びはねる思考
   ハリー・ポッターの魔法ワールド大図鑑 
   僕はまだがんばれる
   神様の裏の顔 
   冷たい晩餐
   テーマパークの黒髪人形 
   ぼくのニセモノをつくるには 
七城公民館図書室
　世界で最初の音
   ラスト・ワルツ
   はじめまして  
   ネコがすきな船長のおはなし
旭志公民館図書室
　図書館の魔女　鳥の伝言
   世界一美しい自然現象図鑑
   あまねく神竜住まう国
   ペンギンきょうだい　バスのたび 

フェルディナント・フォン・シーラッハ　著 
 辻

つ じ

　邦
く に

生
お

　著
 森

も り

見
み

登
と

美
み

彦
ひ こ

　著
 山

や ま

口
ぐ ち

恵
え

以
い

子
こ

　著
 真

し ん

保
ぽ

裕
ゆ う

一
い ち

　著
 トマ・ピケティ　著

 山
や ま

崎
ざ き

章
ふ み

郎
お

　著
 大

お お

塚
つ か

菜
な

生
お

　著
 バーサンスレン・ボロルマー　絵

 東
ひがし

田
だ

直
な お

樹
き

　著
 七

な な

会
え

　静
しずか

　著
 大

お お

村
む ら

詠
え い

一
い ち

　著
 藤

ふ じ

崎
さ き

　翔
しょう

　著
 ヘルマン・コッホ　著

 斉
さ い

藤
と う

　洋
ひろし

　作
 ヨシタケシンスケ　作 

 白
し ら

川
か わ

　道
とおる

　著 
 柳

やなぎ

　広
こ う

司
じ

　著
 近

こ ん

藤
ど う

薫
く

美
み

子
こ

　作・絵
 インガ・ムーア　作・絵

 
高
た か

田
だ

大
だ い

介
す け

　著
 渡

わ た な べ

部潤
じゅん

一
い ち

　監修
 荻

お ぎ

原
わ ら

規
の り

子
こ

　作
工

く

藤
ど う

ノリコ　作

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

中央図書室 旭志図書室

リサイクル図書
をお配りします

♪

５月６日㈬㈷　午前 10 時～
図書館で利用しなくなった本を無料配布します。
※無くなり次第終了します。

毎週水曜日は午後７時まで
開いています！

　泗水図書館では多くの人に利用していただけるよ
う、毎週水曜日の開館時間を延長しています。どう
ぞご利用ください。

泗水図書館からのお得情報

★

1

2

3

万
句
の
里
俳
句
会
　

3
月
句
会

頂
き
し
春
子
も
い
れ
て
夫
忌
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
ひ
さ
子

今
宵
又
訃
報
届
く
や
春
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
田　
羚
子

眠
り
た
る
猫
の
寝
息
や
春
の
宵　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本　
敏
子

志
あ
る
が
如
く
に
揚
雲
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
本
と
よ
い
ち

せ
せ
ら
ぎ
の
声
に
め
ざ
め
て
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
美
智

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会
　

3
月
例
会

た
ん
ぽ
ぽ
を
踏
み
つ
け
て
い
る
反
抗
期　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
丁　
義
昭

亡
き
人
と
撮
り
た
き
庭
の
富
士
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山　
数
恵

洗
濯
も
布
団
も
干
し
て
雲
雀
鳴
く　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

水
仙
の
香
に
満
た
さ
れ
し
佛
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部　
靜
子

か
さ
さ
ぎ
の
寄
る
を
横
目
に
春
田
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本　
邦
治

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会
3
月
詠
草

這
い
は
い
の
上
手
に
な
り
て
雛
祝
ひ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
ミ
ネ

限
界
集
落
身
に
迫
り
来
し
春
惜
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

か
い
つ
ぶ
り
長
閑
に
輪
を
か
く
里
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

垣
根
越
し
野
菜
届
く
る
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

肥
後
狂
句
桜
会
　

3
月
例
会

哀
れ
な
人　
身
の
丈
で
暮
ら
せ
ん
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻　
　
弘
喜

ま
る
で
詐
欺　
公
約
ど
っ
か
ふ
っ
飛
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
野　
清
子

ま
る
で
詐
欺　
実
は
口
パ
ク
だ
っ
た
歌
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
堀　
善
教

馬
鹿
ば
い　
ア
バ
靴
で
帰
り
は
ス
リ
ッ
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村　
○
子

作
り
話　
相
槌
打
っ
て
聞
く
狸　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
繁
美

肥
後
狂
句
水
笑
会
　

3
月
例
会

あ
な
た
だ
け　
言
う
て
金
ず
る
つ
か
ま
ゆ

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
上　
美
由

あ
な
た
だ
け　
私
に
ブ
ス
て
言
わ
す
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
手　
水
光

御
免
ね
ぇ　
課
長
の
椅
子
ば
飛
び
越
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
崎　
海
美

あ
な
た
だ
け　
そ
っ
と
耳
う
ち
さ
さ
や
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続　
　
義
昭

ア
ゴ
ん
だ
る　
入
れ
歯
忘
れ
ち
食
う
ナ
マ

コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
隈　
好
茶

七
城
短
歌
会
　

3
月
詠
草

「
三
っ
つ
の
つ
」心
に
ひ
び
き
再
び
を
頷
き

読
み
ゆ
く
市
長
の
提
言　
　
池
田
カ
ツ
子

羽
広
げ
ゆ
っ
く
り
空
に
弧
を
描
く
鳶
の
眼

の
視
野
に
想
い
馳
す　
　
　
嶋
田　
晴
美

我
が
隙
を
狙
う
は
何
鳥
南
天
の
赤
き
実
な

べ
て
持
ち
去
り
い
た
り　
　
緒
方　
寛
子

網
垣
に
と
ま
る
水
玉
う
つ
ろ
げ
に
見
つ
め

練
り
い
る
出
詠
の
一
首　
　
岩
崎　
照
代

僅
か
と
て
農
地
を
継
ぎ
て
今
日
が
あ
り
お

の
ず
と
手
が
合
う
残
照
の
な
か　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方　
正
俊

「
里
」短
歌
会
　

3
月
詠
草

菜
の
花
の
黄
の
柔
ら
か
に
野
に
満
ち
て
卒

園
間
近
の
子
ど
も
ら
光
る　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方　
悦
子

阿
蘇
の
山
野
焼
き
の
炎
駈
け
上
る
大
地
が

動
く
春
が
目
覚
め
る　
　
　
桑
野　
睦
子

春
祭
姉
の
自
慢
の
よ
も
ぎ
餅
北
宮
神
社
に

か
っ
て
供
へ
し　
　
　
　
　
松
本　
幾
代

「
来
る
客
も
帰
る
客
も
又
福
の
神
」の
書
に

惹
か
れ
て
再
度
訪
ふ
友
の
玄
関　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
城　
雅
子

そ
れ
ぞ
れ
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
ス
テ
ー
ジ
に

明
る
き
歌
声「
七
城・
亘
区
」合
唱
団　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
見　
朱
實

高
齢
者
大
学
文
芸
部
　

3
月
歌
会

秋
ま
た
ず
栗
の
数
本
切
ら
れ
た
り
味
覚
も

父
の
面
影
も
消
ゆ　
　
　
　
岩
木
タ
エ
子

末
枯
れ
た
る
庭
に
か
す
か
な
息
吹
き
あ
り

粗あ
ら
く
さ草
は
や
も
淡
き
緑
に　
　
山
代　
静
子

久
々
に
青
空
仰
ぎ
庭
に
立
つ
小
鳥
囀
り
今

日
の
幸
せ　
　
　
　
　
　
　
安
東　
綾
子

如
月
の
湿
土
に
雨
の
春
を
呼
ぶ
小
松
菜
繁

り
菜
の
花
匂
ふ　
　
　
　
　
北
村　
玉
恵

家
族
愛
溢
れ
る
演
劇「
菊
次
郎
と
サ
キ
」

昭
和
の
時
代
の
心
ほ
の
ぼ
の　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
遙
子

菊
池
短
歌
会
　
３
月
詠
草

※
竹
野
美
智
代
師
追
悼
短
歌
会
よ
り

君
愛
せ
し
裏
川
の
塘と

も

一
面
に
菜
の
花
盛
り

よ
黄よ

泉み

路
へ
続
け　
　
　
　
村
上
さ
き
江

五
月
晴
れ
風
を
は
ら
み
て
高
高
と
家
族
揃

ひ
て
踊
り
舞
ふ
鯉　
　
　
　
川
口　
幸
臣

立
ち
枯
れ
の
あ
じ
さ
ゐ
の
影
て
ん
て
ん
と

芽
の
膨
ら
み
て
師
は
旅
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤　
則
子

我
の
辺
を
ゆ
る
り
と
よ
ぎ
る
太
き
猫
黒
き

毛
並
み
の
光
を
は
じ
く　
　
岩
永　
典
子

恩
師
な
る
伝
松
氏
に
会
ひ
添
削
を
受
け
て

居
ら
れ
ん
天
の
国
に
て　
　
古
賀　
勝
士
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楽
し
い
学
び
舎
＝
楽が
っ
校こ
う

　
平
成
12
年
に
閉
校
と
な
っ
た
菊
池
東

中
学
校
は
、「
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源

交
流
館
」
と
名
前
を
変
え
交
流
施
設
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知

で
す
か
。
自
然
・
農
業
に
関
わ
る
も
の

か
ら
郷
土
料
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
提
供
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は
食
事
の
み
の

利
用
も
で
き
ま
す
。
懐
か
し
い
雰
囲
気

の
木
造
校
舎
の
教
室
は
研
修
会
や
展
示

会
な
ど
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
は

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
も
あ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
、
旬
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
料
理
が
い
た
だ
け
ま
す
（
要
予
約
）。

自
然
を
感
じ
る
「
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
米
づ
く
り
な
ど

農
業
に
関
す
る
体
験
か
ら
、
団
子
づ
く

り
な
ど
の
郷
土
料
理
、
竹
細
工
な
ど
楽

し
く
自
然
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
（
４
㌔
）
も
あ

り
、
季
節
を
感
じ
な
が
ら
地
域
を
散
策

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
今
で
も
子
ど

も
た
ち
の
声
が
響
く

「
楽
校
」
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
か
つ

て
の
学
び
舎
。
気
軽

に
立
ち
寄
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。 問

い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630 問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の閉館日はありません。

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

石井岳城と仲間たち　異色作家六人展
期　間　４月 28 日㈫～５月６日㈬㈷　
　米粒に般若心経を書き上げる
ミクロ工芸、べっ甲工芸、染色、
図案、木の器、和アート、自遊
書などさまざまなジャンルの作
家が共演します。

絵手紙展
期　間　５月９日㈯～ 24 日㈰　
　絵手紙教室１年間の取り組み
の発表です。「ヘタでいい、ヘタ
がいい」の小

こ

池
い け

邦
く に

夫
お

の絵手紙教
室。日々の暮らしに感動し、交
流の相手にポストイン…。楽し
い暮らしの一コマをご覧くださ
い。

【ポスターの部】特選
菊之池小４年　冨

とみ
岡
おか

志
し

帆
ほ

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

【
詩
の
部
】
特
選

み
ゆ
ち
ゃ
ん

　
　
　
戸
崎
小
１
年　
な
か
む
ら
さ
わ

　
　
　
　
　
　

み
ゆ
ち
ゃ
ん
が
や
す
ん
だ
よ

か
な
し
い
よ　
　
　
　

み
ゆ
ち
ゃ
ん
と
ぶ
ら
ん
こ
で

あ
そ
び
た
か
っ
た
な

み
ゆ
ち
ゃ
ん
と
と
し
ょ
し
つ
に

い
き
た
か
っ
た
な

み
ゆ
ち
ゃ
ん
と
し
い
そ
う

し
た
か
っ
た
な

み
ゆ
ち
ゃ
ん
が
い
な
い
と

さ
び
し
い
な

あ
し
た
み
ゆ
ち
ゃ
ん
が

く
る
と
い
い
な

本
当
の
こ
と　

　
　
　
　
泗
水
東
小
５
年　
米よ

ね
田だ

愛ま
な

翔と

学
校
は
楽
し
い
。

友
だ
ち
と
遊
ぶ
、
話
す
。

い
っ
し
ょ
に
笑
う
。

い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
る
。

で
も
、
そ
ん
な
学
校
に
も

つ
ら
い
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
じ
め
ら
れ
、

学
校
に
行
き
た
く
な
い
よ
。

だ
れ
も
、
何
も
言
っ
て
く
れ
な
い
。

だ
れ
も
助
け
て
く
れ
な
い
。

ぼ
く
だ
っ
て
い
っ
し
ょ
に
遊
び
た
い
。

ぼ
く
だ
っ
て
い
っ
し
ょ
に
笑
い
た
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
９

そ
う
思
っ
て
い
る
は
ず
。

本
当
の
事
が
言
え
な
い
。

心
は
悲
し
く
て　

あ
な
が
あ
い
て
い
る
。

一
人
ぼ
っ
ち
の
人

 

さ
み
し
そ
う
な
人
を
見
た
ら

「
大
丈
夫
？
」

と
声
を
か
け
よ
う
。

 

み
ん
な
大
切
な
一
人
。

勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
ら
れ
る
自
分

に
な
り
た
い
。

【
標
語
部
門
】
特
選

増
や
そ
う
よ　

　
感
謝
の
言
葉
と　

　
　
思
い
や
り

　
　
　
　
　
七
城
中
３
年　
緒お

方が
た

美み

桜お

聞
い
て
み
て　

　
そ
れ
で
い
い
の
？
と　

　
　
わ
が
胸
に

　
　
　
　
　
旭
志
川
辺　
小お

川が
わ

し
お
り

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
振
興
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

57

116

　

３
月
11
日
に
開
催
し
、
推
薦
団
体

に
対
し
て
認
定
証
を
交
付
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
は
９
団
体
か
ら
10
件
を

推
薦
。
菊
池
遺
産
認
定
審
査
委
員
会

に
よ
る
審
査
の
結
果
、
全
て
菊
池
遺

産
と
し
て
認
定
さ
れ
、
認
定
総
数
は

1
2
2
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

菊
池
遺
産
認
定
制
度
は
、
菊
池
の

自
然
や
伝
統
的
な
文
化
な
ど
、
地
域

で
大
切
に
し
て
き
た
宝
物
を
「
菊
池

遺
産
」
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
稗
方
区
推
薦
の
「
菅
原
神

社
」や
富
納
区
推
薦
の「
く
す
べ
地
蔵
」

な
ど
、
市
文
化
財
な
ど
の
指
定
は
さ

れ
て
い
な
い
が
、
地
域
で
大
切
に
守

ら
れ
て
い
る
７
件
を
ふ
る
さ
と
遺
産

と
し
て
認
定
。
東
迫
間
区
推
薦
の
「
迫

間
眼
鏡
橋
」
や
穴
川
区
推
薦
の
「
穴

川
神
楽
」
な
ど
、
既
に
市
指
定
文
化

財
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い
る
３
件
を

特
別
遺
産
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

第
６
回
菊
池
市
遺
産
認
定
証
交
付
式

平
成
26
年
度
菊
池
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
品
作
品

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
〇42

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム
で
す

韓
国
映
画

「
あ
な
た
、
そ
の
川
を
渡
ら
な
い
で
」

　
最
近
韓
国
で
話
題
の
こ
の
映
画
は
、

江
原
道
の
山
村
に
住
む
98
歳
の
お
じ

い
さ
ん
と
、
89
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
の

恋
人
同
士
の
よ
う
な
日
常
を
撮
っ
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
あ
る
。

昨
年
11
月
末
に
封
切
り
さ
れ
る
と
大

き
な
話
題
と
な
り
、
４
７
９
万
人
と

い
う
脅
威
の
動
員
数
を
記
録
し
た
。

　

こ
の
老
夫
婦
は
、
春
に
は
花
を
お

互
い
の
髪
に
さ
し
て
褒
め
合
う
。
夏

に
は
小
川
で
水
を
掛
け
合
っ
て
子
ど

も
の
よ
う
に
遊
ぶ
。
秋
に
は
落
ち
葉

を
投
げ
合
い
い
た
ず
ら
を
し
、
冬

に
は
雪
合
戦
を
し
た
り
雪
だ
る
ま
を

作
っ
た
り
す
る
。
こ
う
し
て
幸
せ
に

過
ご
し
た
歳
月
が
お
よ
そ
76
年
。
４

分
の
３
世
紀
以
上
の
愛
を
守
り
抜
き
、

観
客
に
大
き
な
感
動
を
与
え
た
。

　

お
し
ど
り
夫
婦
の
秘
訣
は
４
つ
あ

る
。
ま
ず
相
手
に
何
か
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
き
は
は
っ
き
り
と
伝
え
、

責
め
た
り
傷
つ
け
た
り
否
定
的
な
こ

と
は
言
わ
な
い
。
映
画
の
中
で
、
お

ば
あ
さ
ん
が
真
夜
中
に
外
の
ト
イ
レ

に
行
く
と
き
、「
怖
い
か
ら
こ
こ
で

歌
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
お
じ
い

さ
ん
に
お
願
い
す
る
。
お
じ
い
さ
ん

は
「
嫌
だ
」
と
は
言
わ
ず
、
夜
中
に

大
き
な
声
で
ト
イ
レ
の
前
で
歌
っ
て

あ
げ
て
い
る
。

　

２
つ
目
に
、
一
緒
に
楽
し
む
時
間

を
持
つ
。
老
夫
婦
は
一
年
中
共
に
い

て
毎
瞬
間
を
楽
し
む
。
一
緒
に
過

ご
す
時
間
が
長
い
ほ
ど
愛
も
深
ま
り
、

思
い
出
も
増
え
る
。

　

３
つ
目
は
「
悪
か
っ
た
。
愛
し
て

い
る
。
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を

伝
え
る
こ
と
を
日
常
化
す
る
。
お
互

い
を
大
切
に
し
、
感
謝
を
そ
の
時
々

に
交
わ
す
。
映
画
で
は
、
お
ば
あ
さ

ん
の
冷
た
い
手
と
痛
め
た
膝
を
、
お

じ
い
さ
ん
が
息
を
か
け
て
温
め
て
あ

げ
る
と
、「
あ
り
が
と
う
。
温
ま
り
ま

し
た
」
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

４
つ
目
に
、
積
極
的
に
愛
情
表
現

を
す
る
。
老
夫
婦
は
ど
こ
に
行
く
に

も
お
そ
ろ
い
の
韓
服
で
、
手
を
し
っ

か
り
つ
な
い
で
歩
く
。
歩
き
な
が
ら

野
菊
を
取
っ
て
お
ば
あ
さ
ん
に
あ
げ

る
。
そ
ん
な
お
じ
い
さ
ん
に
お
ば
あ

さ
ん
は
愛
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

こ
の
映
画
は
、
そ
ば
に
い
る
配
偶

者
が
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
再

度
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
。
夫
婦
愛
を

実
践
す
る
の
に
お
金
、
学
歴
、
地
位

は
必
要
な
い
。
必
要
な
の
は
今
す
ぐ

実
行
す
る
「
心
」
で
あ
る
。

SL 人吉写真展「花緑夕川－かろくゆうせん－」　青山昌充
期　間　～５月６日㈬㈷
　SL 人吉として復活して満５年、桜や菜の花、新緑、田んぼ、
秋の夕日、球磨川など、写真として表現しています。

航空写真展　「SKY STREAM」　井上賢一郎
期　間　５月８日㈮～ 24 日㈰
　四季折々の優美な空に、鉄のくじら（飛行機）が泳ぎ行
くさまは見事なものです。皆さんのご来館を心よりお待ち
しています。

まちかど資料館企画展「菊池川流域の隠れ切支丹遺跡展」
期　間　～７月 26 日㈰
　豊後と高瀬を結ぶキリシタンルートの近辺には、十字刻
印の墓跡が点在しています。菊池に密かに安置されるキリ
シタン墓碑群はまさにミステリアス。今回は菊池キリシタ
ン史の一幕を展示します。

認定番号 名　称 区　名 所在地 種別 文化財指定など
第ふるさと H26－１号 菅原神社 稗方区 稗方 有形文化遺産 ─
第ふるさと H26－２号 くすべ地蔵 富納区 泗水町富納 有形文化遺産 ─
第ふるさと H26－３号 七坪産神社　産さん滝 七坪区 西迫間 有形文化遺産 ─
第ふるさと H26－４号 下町菅原神社 下町区 隈府 342 番地１ 有形文化遺産 ─
第ふるさと H26－５号 下

し も

横道観音堂 （道場寺観音堂） 下町区 隈府 331 番地 有形文化遺産 ─
第ふるさと H26－６号 弁財天 上木庭区 木庭中尾 有形文化遺産 ─
第ふるさと H26－７号 神

し ん

風
ぷ う

連
れ ん

の志士 吉村義
の り

節
と き

の墓碑 立町区 隈府 246 番地 1 有形文化遺産 ─
第特別 H26－１号 迫間眼鏡橋 迫間滝 休み石 東迫間区 豊間 複合的遺産 市指定
第特別 H26－２号 穴川神楽 穴川区 班蛇口 無形文化遺産 市指定
第特別 H26－３号 鷹取城跡 （菊池十八外城） 染土区 龍門 有形文化遺産 市指定

推薦団体代表者に
認定証が交付されました
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

（　
）
は
前
職
。

■
部
長
級　
▼
政
策
企
画
部
長　
小お

川が
わ

秀ひ
で

臣お
み

（
政
策
企
画
部
長
兼
市
長
公
室
長
）
▼

建
設
部
長　
櫨は

ぜ

川か
わ

博ひ
ろ

久ひ
さ

（
建
設
部
都
市
整

備
課
長
）

■
次
長
級　
▼
政
策
企
画
部
次
長
兼
企
画

振
興
課
長　
大お

お

山や
ま

堅け
ん

四し

郎ろ
う

（
七
城
総
合
支

所
長
）
▼
市
民
環
境
部
首
席
審
議
員
兼
税

務
課
長　
小こ

池い
け

裕ひ
ろ

幸ゆ
き

（
市
民
環
境
部
税
務

課
長
）
▼
七
城
総
合
支
所
長
（
次
長
級
）

楳う
め

田だ

邦く
に

昭あ
き

（
七
城
総
合
支
所
産
業
建
設
課

長
）
▼
会
計
管
理
者
（
次
長
級
）
兼
会
計

課
長　
伊い

藤と
う

道み
ち

俊と
し

（
総
務
部
総
務
課
長
兼

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）
▼
監
査
委

員
事
務
局
長（
次
長
級
）　
松ま

つ

永な
が

隆た
か

則の
り（
市

民
環
境
部
首
席
審
議
員
兼
市
民
課
長
）

■
課
長
級　
▼
政
策
企
画
部
市
長
公
室
長

上う
え

田だ

俊し
ゅ
ん

介す
け

（
総
務
部
総
務
課
総
務
審
議

員
職
員
担
当
）
▼
総
務
部
総
務
課
長
兼

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

德と
く

永な
が

孝た
か

博ひ
ろ

（
会
計
管
理
者
（
課
長
級
）
兼
会
計
課

長
）
▼
総
務
部
人
権
啓
発
課
長　
工く

藤ど
う

信し
ん

也や

（
建
設
部
都
市
整
備
課
総
務
審
議
員
都

市
整
備
担
当
）
▼
市
民
環
境
部
市
民
課
長

大お
お

塚つ
か

忠た
だ

康や
す

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

旭
志
分
室
長
（
総
務
審
議
員
）
兼
旭
志
公

民
館
長
）
▼
市
民
環
境
部
環
境
課
長　
森も

り

本も
と

勝か
つ

宏ひ
ろ

（
建
設
部
土
木
課
総
務
審
議
員
管

理
担
当
）
▼
市
民
環
境
部
地
籍
調
査
課
長

中な
か

川が
わ

正ま
さ

己み

（
経
済
部
農
政
課
長
）
▼
健
康

福
祉
部
福
祉
課
長
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

長
兼
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長　
中な

か

村む
ら

隆た
か

純ず
み

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
）
▼
健

康
福
祉
部
花
房
保
育
園
長　

村む
ら

上か
み

由ゆ

紀き

子こ

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
旭
志
幼

稚
園
長
）
▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課

長 　
梁や

な

池ち

哲て
つ

也や

（
総
務
部
総
務
課
総
務
審

議
員
総
務
行
政
担
当
兼
臨
時
福
祉
給
付
金

推
進
室
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次

長
）
▼
健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
つ
ま
ご
め
荘
施
設
長
（
課
長
級
）　

髙た
か

宗む
ね

和か
ず

代よ

（
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
長
）

▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
長　
前ま

え

田だ

浩ひ
ろ

規き

（
経
済
部
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長
）
▼
経

済
部
農
政
課　
甲か

斐い

伸し
ん

介す
け

（
経
済
部
農
政

課
総
務
審
議
員
農
政
担
当
）
▼
経
済
部
商

工
観
光
課
長
兼
企
業
誘
致
室
長　
清き

よ

田た

幸ゆ
き

臣お
み

（
経
済
部
商
工
観
光
課
長
兼
企
業
誘
致

室
長
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長
）
▼
建
設

部
土
木
課
長　
平ひ

ら

島し
ま

敏と
し

光み
つ

（
健
康
福
祉
部

高
齢
支
援
課
長
）
▼
建
設
部
都
市
整
備
課

長　
柴し

ば

田た

昭あ
き

博ひ
ろ

（
政
策
企
画
部
企
画
振
興

課
長
）
▼
七
城
総
合
支
所
総
務
民
生
課
長 

職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）

松ま
つ

永な
が

英ひ
で

昭あ
き

（
総
務
部
防
災
交
通
課
総
務
審

議
員
兼
消
防
交
通
係
長
）
▼
七
城
総
合
支

所
産
業
建
設
課
長　

秋あ
き

吉よ
し

恭き
ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

（
泗

水
総
合
支
所
産
業
建
設
課
長
）
▼
旭
志
総

合
支
所
産
業
建
設
課
長　
野の

口ぐ
ち

進し
ん

也や

（
七

城
総
合
支
所
総
務
民
生
課
長
）
▼
泗
水
総

合
支
所
産
業
建
設
課
長　
永な

が

井い

則の
り

光み
つ

（
水

道
局
水
道
課
総
務
審
議
員
兼
総
務
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
教
育
審
議

員
（
課
長
級
）　
秋あ

き

吉よ
し

美み

津つ

子こ

■
総
務
審
議
員　
▼
政
策
企
画
部
市
長
公

室
総
務
審
議
員
（
政
策
調
整
担
当
）　

泉い
ず
み

大だ
い

助す
け

（
政
策
企
画
部
市
長
公
室
課
長
補
佐

（
政
策
調
整
担
当
））
▼
総
務
部
総
務
課
総

務
審
議
員
兼
臨
時
福
祉
給
付
金
推
進
室
長

兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長　
岩い

わ

根ね

卓た
く

士し

（
政
策
企
画
部
市
長
公
室
総
務
審
議

員
広
報
交
流
担
当
）
▼
総
務
部
総
務
課
付

総
務
審
議
員
（
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
派

遣
）　

木き
の

下し
た

徳の
り

幸ゆ
き

（
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
部
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
兼
学
務
係

長
）
▼
総
務
部
人
権
啓
発
課
総
務
審
議
員

兼
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
長（
総
務
審
議
員
）

倉く
ら

原は
ら

安や
す

浩ひ
ろ

（
総
務
部
人
権
啓
発
課
西
部
市

民
セ
ン
タ
ー
長
（
課
長
補
佐
））
▼
市
民

環
境
部
税
務
課
総
務
審
議
員　

吉よ
し

村む
ら

勲い
さ
お

（
市
民
環
境
部
税
務
課
課
長
補
佐
兼
管
理

係
長
）
▼
市
民
環
境
部
環
境
課
総
務
審
議

員　
坂さ

か

田た

孝た
か

浩ひ
ろ

（
市
民
環
境
部
環
境
課
課

長
補
佐
環
境
政
策
担
当
）
▼
健
康
福
祉
部

高
齢
支
援
課
総
務
審
議
員
兼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
長
（
総
務
審
議
員
）　

宮み
や

村む
ら

恵え

美み

（
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
課
長
補

佐
地
域
包
括
支
援
担
当
）
▼
経
済
部
農
政

課
総
務
審
議
員
兼
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長

（
総
務
審
議
員
）　
笹さ

さ

本も
と

義よ
し

臣お
み

（
健
康
福
祉

部
健
康
推
進
課
課
長
補
佐
国
保
・
医
療
給

付
担
当
）
▼
建
設
部
都
市
整
備
課
総
務
審

議
員
兼
都
市
整
備
係
長　
堀ほ

り

内う
ち

一か
ず

幸ゆ
き

（
教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育
課
課

長
補
佐
兼
学
校
給
食
係
長
兼
泗
水
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
長
）
▼
泗
水
総
合
支
所
総
務

民
生
課
総
務
審
議
員
兼
総
務
振
興
係
長　

山や
ま

本も
と

美み

千ち

代よ

（
総
務
部
総
務
課
付
課
長
補

佐
（
菊
池
広
域
連
合
事
務
局
派
遣
））
▼

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習
課

総
務
審
議
員
兼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
準
備

室
長
（
総
務
審
議
員
）　

笹さ
さ

原は
ら

猛た
け
る（
健
康

福
祉
部
福
祉
課
課
長
補
佐
福
祉
担
当
）
▼

教
育
員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習
課
総

務
審
議
員
兼
菊
池
市
中
央
公
民
館
長
（
総

務
審
議
員
）　

吉よ
し

野の
さ
ち

子こ

（
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
部
泗
水
分
室
長
（
総
務
審
議

員
）
兼
泗
水
公
民
館
長
）
▼
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
部
七
城
分
室
長
（
総
務
審
議

員
）
兼
教
育
係
長
兼
七
城
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
長
兼
七
城
公
民
館
長　

霍つ
る

田だ

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う

（
経
済
部
商
工
観
光
課
総
務
審
議
員
商

工
振
興
担
当
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教

育
部
旭
志
分
室
長
（
総
務
審
議
員
）
兼
旭

志
公
民
館
長　
岡お

か

島じ
ま

誠せ
い

也や

（
旭
志
総
合
支

所
産
業
建
設
課
課
長
補
佐
兼
農
林
振
興
係

長
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
泗
水

分
室
長
（
総
務
審
議
員
）
兼
泗
水
公
民
館

長　
坂さ

か

本も
と

忠た
だ

弘ひ
ろ

（
泗
水
総
合
支
所
総
務
民

生
課
総
務
審
議
員
兼
総
務
振
興
係
長
）
▼

農
業
委
員
会
事
務
局
総
務
審
議
員　
坂さ

か

本も
と

高た
か

秀ひ
で

（
農
業
委
員
会
事
務
局
総
務
審
議
員

兼
農
地
係
長
）

■
課
長
補
佐
級　
▼
政
策
企
画
部
市
長
公

室
課
長
補
佐
兼
広
報
交
流
係
長　
安や

す

永な
が

秀ひ
で

樹き

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学

習
課
課
長
補
佐
文
化
振
興
担
当
）
▼
政
策

企
画
部
企
画
振
興
課
課
長
補
佐
兼
集
落
・

定
住
支
援
室
長
（
課
長
補
佐
）　

歌か

岡お
か

憲け
ん

一い
ち

（
政
策
企
画
部
企
画
振
興
課
課
長
補
佐

（
行
政
改
革
担
当
）
企
画
担
当
）
▼
総
務

部
総
務
課
課
長
補
佐　
中な

か

尾お

孝た
か

浩ひ
ろ

（
総
務

部
総
務
課
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長
）
▼
総

務
部
財
政
課
課
長
補
佐　
前ま

え

川か
わ

幸こ
う

輝き

（
建

設
部
都
市
整
備
課
建
築
係
長
）
▼
総
務
部

財
政
課
課
長
補
佐
兼
入
札
管
財
係
長　
安や

す

武た
け

睦む
つ

夫お

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学

校
教
育
課
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）
▼
市

民
環
境
部
地
籍
調
査
課
課
長
補
佐　
清し

水み
ず

登の
ぼ
る（
市
民
環
境
部
地
籍
調
査
課
課
長
補
佐

兼
地
籍
調
査
係
長
）
▼
健
康
福
祉
部
福
祉

課
課
長
補
佐　
髙た

か

野の

浩ひ
ろ

幸ゆ
き

（
健
康
福
祉
部

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
課
長

補
佐
）
▼
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
課

長
補
佐
兼
こ
ど
も
家
庭
支
援
係
長　
木き

村む
ら

美み

智ち

子こ

（
七
城
総
合
支
所
総
務
民
生
課
課

長
補
佐
衛
生
福
祉
担
当
）
▼
健
康
福
祉

部
高
齢
支
援
課
課
長
補
佐　

本ほ
ん

田だ

和わ

佳か

子こ

（
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
介
護
保
険

係
長
）
▼
健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
課
長
補
佐　
柴し

ば

田た

浩ひ
ろ

章あ
き

（
健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ

ま
ご
め
荘
係
長
）
▼
健
康
福
祉
部
健
康
推

進
課
課
長
補
佐　
渡わ

た
な
べ

弘ひ
ろ

子こ

（
健
康
福
祉

部
福
祉
課
課
長
補
佐
障
が
い
福
祉
担
当
）

▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
課
長
補
佐　

大お
お

森も
り

寛ひ
ろ

子こ

（
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
国

保
・
医
療
給
付
係
長
）
▼
経
済
部
農
政
課

課
長
補
佐
（
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当
）　

渡わ
た

邉な
べ

史ふ
み

子こ（
経
済
部
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
参
事
）

▼
経
済
部
農
政
課
課
長
補
佐
兼
畜
産
係
長

森も
り

栄え
い

進し
ん

（
経
済
部
農
政
課
畜
産
係
長
）
▼

建
設
部
土
木
課
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長　

久ひ
さ

川か
わ

知と
も

己き

（
建
設
部
土
木
課
工
務
係
長
）

▼
建
設
部
都
市
整
備
課
課
長
補
佐
兼
建
築

係
長　
山や

ま

田だ

哲て
つ

二じ

（
総
務
部
財
政
課
課
長

補
佐
財
政
担
当
）
▼
建
設
部
下
水
道
課
課

長
補
佐　
葛く

ず

原は
ら

公き
み

久ひ
さ

（
建
設
部
下
水
道
課

課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
）
▼
水
道
局
水
道

課
課
長
補
佐　
木き

村む
ら

好こ
う

伸し
ん

（
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
部
社
会
体
育
課
課
長
補
佐
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育

課
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長　

原は
ら

田だ

景け
い

子こ

（
市
民
環
境
部
市
民
課
課
長
補
佐
）
▼
教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育
課
課

長
補
佐
兼
泗
水
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長　

井い

手で

和か
ず

子こ

（
総
務
部
人
権
啓
発
課
西
部
市

民
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
）
▼
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
部
泗
水
幼
稚
園
副
園
長
（
課

長
補
佐
）　

井い
の

本も
と

か
お
る
（
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
部
旭
志
分
室
課
長
補
佐
兼
教

育
係
長
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

社
会
体
育
課
課
長
補
佐　
村む

ら

田た

義よ
し

喜き

（
政

策
企
画
部
市
長
公
室
課
長
補
佐
（
秘
書
担

当
）
▼
監
査
委
員
事
務
局
課
長
補
佐　
宇う

野の

木き

洋よ
う

一い
ち

（
監
査
委
員
事
務
局
課
長
補
佐

兼
監
査
係
長
）

■
係
長
級　
▼
政
策
企
画
部
市
長
公
室
秘

書
係
長　
冨と

み

田た

信の
ぶ
ゆ
き

（
政
策
企
画
部
市
長

公
室
広
報
交
流
係
長
）
▼
総
務
部
総
務
課

職
員
係
長　
坂さ

か

本も
と

伸し
ん

一い
ち

（
建
設
部
下
水
道

課
参
事
）
▼
総
務
部
総
務
課
付
係
長
（
菊

池
広
域
連
合
事
務
局
派
遣
）　

西に
し

本も
と

和か
ず

博ひ
ろ

（
総
務
部
総
務
課
付
参
事
（
菊
池
広
域
連

合
事
務
局
派
遣
））
▼
総
務
部
総
務
課
付

係
長
（
菊
池
広
域
連
合
事
務
局
派
遣
）　

岩い
わ

木き

健た
け

史し

（
建
設
部
土
木
課
管
理
係
長
）

▼
総
務
部
防
災
交
通
課
消
防
交
通
係
長　

川か
わ

島し
ま

健け
ん

一い
ち

（
総
務
部
防
災
交
通
課
参
事
）

▼
市
民
環
境
部
税
務
課
市
民
税
係
長　
光み

つ

永な
が

和か
ず

幸ゆ
き（
総
務
部
財
政
課
入
札
管
財
係
長
）

▼
市
民
環
境
部
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長

松ま
つ

野の

和か
ず

枝え

（
市
民
環
境
部
税
務
課
参
事
）

▼
市
民
環
境
部
地
籍
調
査
課
地
籍
調
査
係

長　
新し

ん

堀ぼ
り

誠ま
こ
と（
市
民
環
境
部
地
籍
調
査
課

参
事
）
▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課
福
祉
係
長

兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
係
長
兼
く
ら
し
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
係
長　
中な

か

川が
わ

敬け
い

三ぞ
う

（
健

康
福
祉
部
福
祉
課
福
祉
係
長
）
▼
健
康
福

祉
部
福
祉
課
保
護
係
長　
田た

代し
ろ

誠せ
い

也や

（
七

城
総
合
支
所
総
務
民
生
課
市
民
税
務
係

長
）
▼
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係
長　
古ふ

る

田た

十と
お

咲さ
き

（
七
城
総
合
支

所
産
業
建
設
課
建
設
係
長
）
▼
健
康
福
祉

部
菊
之
池
保
育
園
副
園
長
（
係
長
級
）
東と

う

矢や

里り

香か（
健
康
福
祉
部
花
房
保
育
園
参
事
）

▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
介
護
保
険
係

長　

楠く
す

田だ

純じ
ゅ
ん

司じ

（
健
康
福
祉
部
高
齢
支

援
課
参
事
）
▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課

地
域
包
括
支
援
係
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係
長　
藤ふ

じ

本も
と

加か

津つ

美み

（
健
康
福
祉

部
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
長
）
▼

健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま

ご
め
荘
係
長　
德と

く

永な
が

雅ま
さ

彦ひ
こ

（
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
部
七
城
分
室
教
育
係
長
）
▼

健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給

付
係
長　
赤あ

か

星ほ
し

有ゆ

美み

（
健
康
福
祉
部
福
祉

課
参
事
）
▼
経
済
部
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推

進
室
係
長　
田た

代し
ろ

誠せ
い

士し

（
経
済
部
ブ
ラ
ン

ド
推
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
係
長
）
▼
経
済

部
農
林
整
備
課
農
林
工
務
係
長　
松ま

つ

永な
が

充み
ち

晴は
る

（
経
済
部
農
林
整
備
課
参
事
）
▼
建
設

部
土
木
課
管
理
係
長　
村む

ら

木き

公き
み

昭あ
き

（
泗
水

総
合
支
所
産
業
建
設
課
建
設
係
長
）
▼
建

設
部
下
水
道
課
工
務
係
長　

山や
ま

口ぐ
ち

博ひ
ろ

之ゆ
き

（
建
設
部
下
水
道
課
参
事
）
▼
七
城
総
合

支
所
総
務
民
生
課
市
民
税
務
係
長　
倉く

ら

原は
ら

美み

代よ

（
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
地
域
包

括
支
援
係
長
）
▼
七
城
総
合
支
所
総
務
民

生
課
衛
生
福
祉
係
長　
丸ま

る

山や
ま

宏ひ
ろ

美み

（
会
計

課
参
事
）
▼
七
城
総
合
支
所
産
業
建
設
課

農
林
振
興
係
長　
菊き

く

永な
が

圭け
い

一い
ち

（
健
康
福
祉

部
福
祉
課
保
護
係
長
）
▼
七
城
総
合
支
所

産
業
建
設
課
建
設
係
長　
堀ほ

り

川か
わ

英ひ
で

尚ひ
さ

（
経

済
部
農
林
整
備
課
農
林
工
務
係
長
）
▼
旭

志
総
合
支
所
産
業
建
設
課
農
林
振
興
係
長

下し
も

川か
わ

利と
し

治は
る

（
市
民
環
境
部
税
務
課
固
定
資

産
税
係
長
）
▼
泗
水
総
合
支
所
産
業
建
設

課
建
設
係
長　
中な

か

原は
ら

親ち
か

弘ひ
ろ

（
建
設
部
都
市

整
備
課
都
市
整
備
係
長
）
▼
水
道
局
水
道

課
総
務
係
長　
宮み

や

本も
と

健た
け
し（
市
民
環
境
部
税

務
課
市
民
税
係
長
）
▼
水
道
局
水
道
課
簡

易
水
道
係
長　
請う

け

野の

貞さ
だ

昭あ
き

（
七
城
総
合
支

所
産
業
建
設
課
農
林
振
興
係
長
）
▼
教
育

委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育
課
学
務

係
長　
髙こ

う

山や
ま

賢け
ん

一い
ち

（
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
部
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
）
▼

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育
課

学
校
給
食
係
長　
坂さ

か

田た

由ゆ

美み

子こ

（
旭
志
総

合
支
所
総
務
民
生
課
参
事
）
▼
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

係
長　
村む

ら

上か
み

美み

智ち

子こ

（
七
城
総
合
支
所
総

務
民
生
課
衛
生
福
祉
係
長
）
▼
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
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係
長　
阿あ

南な
み

亨と
お
る（
教
育
委
員
会
事
務
局
教

育
部
生
涯
学
習
課
参
事
）
▼
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
準
備
室
係
長
坂さ

か

本も
と

憲の
り

昭あ
き

（
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習
課
文
化
振

興
係
長
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

旭
志
分
室
教
育
係
長
坂さ

か

田た

厚あ
つ

子こ

（
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
部
旭
志
幼
稚
園
係
長
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係
長　
髙た

か

野の

美み

由ゆ

紀き（
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課
参
事
）

▼
監
査
委
員
事
務
局
監
査
係
長　
川か

わ

口ぐ
ち

裕ひ
ろ

美み

（
監
査
委
員
事
務
局
参
事
）

■
参
事
級　
▼
政
策
企
画
部
企
画
振
興
課

山や
ま

田だ

久く

美み

子こ

▼
政
策
企
画
部
企
画
振
興
課

冨と
み

岡お
か

洋よ
う

三ぞ
う

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

学
校
教
育
課
）
▼
政
策
企
画
部
企
画
振
興

課　
西に

し

住ず
み

剛つ
よ
し（
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援

課
）
▼
総
務
部
総
務
課
付
（
菊
池
広
域
連

合
事
務
局
派
遣
）　

谷た
に

口ぐ
ち

美み

里さ
と

▼
総
務
部

防
災
交
通
課　
大お

お

島し
ま

昌ま
さ

之ゆ
き

（
泗
水
総
合
支

所
総
務
民
生
課
）
▼
総
務
部
財
政
課　
堂ど

う

下し
た

健け
ん

士し

郎ろ
う

▼
総
務
部
人
権
啓
発
課　
森も

り

貴た
か

史し

▼
市
民
環
境
部
税
務
課　
角つ

の

田だ

は
じ
め

（
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
）
▼
市
民

環
境
部
税
務
課　
志し

水み
ず

利と
し

貞さ
だ

▼
市
民
環
境

部
税
務
課　
中な

か

嶋し
ま

美み

佐さ

子こ

（
旭
志
総
合
支

所
総
務
民
生
課
）
▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課

本ほ
ん

田だ

昇の
ぼ
る

▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課　

宮み
や

本も
と

京き
ょ
う

子こ

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）
▼
健
康

福
祉
部
福
祉
課　
松ま

つ

寺で
ら

文ふ
み

恵え

（
旭
志
総
合

支
所
総
務
民
生
課
）
▼
健
康
福
祉
部
菊
之

池
保
育
園　
平ひ

ら

井い

知と
も

子こ

（
教
育
委
員
会
事

務
局
教
育
部
旭
志
幼
稚
園
）
▼
健
康
福
祉

部
菊
之
池
保
育
園　
古こ

閑が

志し

保ほ

▼
健
康
福

祉
部
花
房
保
育
園　
岩い

わ

下し
た

三み

和わ

（
健
康
福

祉
部
菊
之
池
保
育
園
）
▼
健
康
福
祉
部
高

齢
支
援
課　
佐さ

々っ
さ

豊と
よ

美み

（
健
康
福
祉
部
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
）
▼
健

康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご

め
荘　
川か

わ

島し
ま

智と
も

美み

（
健
康
福
祉
部
健
康
推

進
課
）▼
経
済
部
農
政
課　
古ふ

る

川か
わ

知と
も

幸ゆ
き（
政

策
企
画
部
企
画
振
興
課
）
▼
経
済
部
農
政

課　

岩い
わ

永な
が

俊し
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
旭
志
総
合
支
所
産

業
建
設
課
）
▼
経
済
部
商
工
観
光
課　
吉よ

し

田だ

茂し
げ
る（
市
民
環
境
部
税
務
課
）
▼
経
済
部

商
工
観
光
課　
本ほ

ん

田だ

哲て
つ

哉や

▼
建
設
部
土
木

課　

吉よ
し

田だ

圭け
い

子こ

（
建
設
部
都
市
整
備
課
）

▼
建
設
部
土
木
課　
古ふ

る

市い
ち

堅け
ん

作さ
く

（
総
務
部

総
務
課
付
（
東
松
島
市
派
遣
））
▼
建
設

部
下
水
道
課　
牧ま

き

浩ひ
ろ

徳の
り

▼
旭
志
総
合
支
所

総
務
民
生
課　
江え

上が
み

礼あ
き

彦ひ
こ

（
市
民
環
境
部

税
務
課
）
▼
旭
志
総
合
支
所
総
務
民
生
課

大お
お

谷た
に

美み

穂ほ（
泗
水
総
合
支
所
総
務
民
生
課
）

▼
旭
志
総
合
支
所
産
業
建
設
課　
江え

川が
わ

正ま
さ

高た
か

▼
泗
水
総
合
支
所
総
務
民
生
課　
後ご

藤と
う

隆た
か

治は
る

（
水
道
局
水
道
課
）
▼
泗
水
総
合
支

所
総
務
民
生
課　
和わ

田だ

昌ま
さ
ゆ
き

（
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
部
泗
水
分
室
）
▼
泗
水
総

合
支
所
総
務
民
生
課　

外ほ
か

城じ
ょ
う

賢け
ん

一い
ち

（
市

民
環
境
部
税
務
課
）
▼
泗
水
総
合
支
所
総

務
民
生
課　
山や

ま

中な
か

久く

美み

子こ

（
健
康
福
祉
部

健
康
推
進
課
）
▼
水
道
局
水
道
課　
金か

な

光み
つ

雄ゆ
う

二じ

（
建
設
部
土
木
課
）
▼
会
計
課　
古ふ

る

市い
ち

哲て
つ

治は
る

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
旭

志
分
室　
吉よ

し

岡お
か

結ゆ

加か

里り

▼
教
育
委
員
会
事

務
局
教
育
部
泗
水
分
室　
岩い

わ

本も
と

久く

美み

（
教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習
課
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
泗
水
分
室

岡お
か

島じ
ま

由ゆ

美み

子こ

（
総
務
部
総
務
課
）
▼
旭
志

総
合
支
所
総
務
民
生
課　
遠と

お

山や
ま

彩あ
や

美み

（
議

会
事
務
局
）

■
主
任
級　
▼
政
策
企
画
部
企
画
振
興
課

東ひ
が
し

誠せ
い

也や

（
泗
水
総
合
支
所
産
業
建
設
課
）

▼
市
民
環
境
部
市
民
課　
髙た

か

松ま
つ

み
さ
（
旭

志
総
合
支
所
総
務
民
生
課
）
▼
市
民
環
境

部
環
境
課　
高た

か

木き

美み

沙さ

（
市
民
環
境
部
税

務
課
）
▼
市
民
環
境
部
地
籍
調
査
課　
東ひ

が
し

邦く
に

弘ひ
ろ

（
市
民
環
境
部
環
境
課
）
▼
健
康
福

祉
部
高
齢
支
援
課　
坂さ

か

本も
と

あ
い
（
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
部
生
涯
学
習
課
菊
池
市

中
央
公
民
館
）
▼
建
設
部
下
水
道
課　
川か

わ

口ぐ
ち

正ま
さ

之ゆ
き

（
建
設
部
土
木
課
）
▼
泗
水
総
合

支
所
産
業
建
設
課　
中な

か

村む
ら

貴た
か

明あ
き

（
建
設
部

下
水
道
課
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育

部
生
涯
学
習
課　
山や

ま

部べ

瞳ひ
と
み（
泗
水
総
合
支

所
総
務
民
生
課
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
部
社
会
体
育
課　
菅か

ん

貴た
か

史し

（
泗
水
総

合
支
所
産
業
建
設
課
）

■
主
事
級　
▼
政
策
企
画
部
市
長
公
室　

楳う
め

田だ

浩こ
う

喜き

（
市
民
環
境
部
市
民
課
）
▼
政

策
企
画
部
市
長
公
室　
松ま

つ

永な
が

絵え

衣い

子こ

（
経

済
部
商
工
観
光
課
）
▼
総
務
部
総
務
課

付
（
経
済
産
業
省
派
遣
）　

谷た
に

田だ

香か

代よ

子こ

（
政
策
企
画
部
市
長
公
室
）
▼
総
務
部
総

務
課
付
（
熊
本
県
市
町
村
振
興
協
会
事
務

局
派
遣
）
西に

し

口ぐ
ち

歌か

織お
り

（
市
民
環
境
部
税
務

課
）
▼
市
民
環
境
部
市
民
課　

開ひ
ら
き

田だ

瞳ひ
と
み

（
政
策
企
画
部
市
長
公
室
）
▼
市
民
環
境

部
税
務
課　
森も

り

本も
と

智と
も

子こ

（
教
育
委
員
会
事

務
局
教
育
部
泗
水
分
室
）
▼
健
康
福
祉
部

福
祉
課　
冨と

み

田た

麻ま

木き

（
健
康
福
祉
部
健
康

推
進
課
）
▼
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

河か
わ

田だ

真ま

沙さ

恵え

（
政
策
企
画
部
企
画
振
興

課
）
▼
健
康
福
祉
部
高
齢
支
援
課　
中な

か

野の

義よ
し

久ひ
さ

（
建
設
部
土
木
課
）
▼
健
康
福
祉
部

健
康
推
進
課　
古こ

瀬せ

加か

苗な
え

（
建
設
部
土
木

課
）
▼
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課　
德と

く

永な
が

真ま

希き

子こ

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
）
▼
経
済

部
農
政
課　
坂さ

か

本も
と

正ま
さ

輝き

（
市
民
環
境
部
税

務
課
）▼
経
済
部
農
政
課　
森も

り

永な
が

美み

香か（
経

済
部
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
）
▼
経
済
部
農
林

整
備
課　
右み

ぎ

田た

雄ゆ
う

一い
ち

（
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
部
学
校
教
育
課
菊
池
地
区
学
校
給

食
共
同
調
理
場
）
▼
経
済
部
商
工
観
光
課

境さ
か
い

一か
ず

磨ま

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

社
会
体
育
課
）
▼
建
設
部
土
木
課　
永な

が

田た

雄ゆ
う

樹き

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
）
▼
建
設
部

土
木
課　
岩い

わ

木き

俊と
し

憲の
り

（
市
民
環
境
部
地
籍

調
査
課
）
▼
建
設
部
都
市
整
備
課　
佐さ

藤と
う

梓あ
ず
さ（
市
民
環
境
部
市
民
課
）
▼
七
城
総
合

支
所
総
務
民
生
課　
西に

し

牟む

田た

陽み
な
み（
経
済
部

農
林
整
備
課
）
▼
七
城
総
合
支
所
総
務
民

生
課　
池い

け

田だ

健け
ん

太た

郎ろ
う

（
健
康
福
祉
部
高
齢

支
援
課
）
▼
旭
志
総
合
支
所
総
務
民
生
課

清し

水み
ず

梨り

沙さ

（
経
済
部
農
政
課
）
▼
旭
志
総

合
支
所
産
業
建
設
課　

平ひ
ら

山や
ま

祥し
ょ
う

太た

（
総

務
部
総
務
課
）
▼
泗
水
総
合
支
所
産
業
建

設
課　
佐さ

藤と
う

寛ひ
ろ

美み

（
健
康
福
祉
部
高
齢
支

援
課
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学

校
教
育
課　
吉よ

し

田だ

真ま

理り

子こ

（
建
設
部
都
市

整
備
課
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

生
涯
学
習
課　
佐さ

伯え
き

明あ

日す

香か

（
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育
課
）

■
調
理
師
・
介
護
士　
▼
健
康
福
祉
部
菊

之
池
保
育
園　
芹せ

り

川か
わ

眞ま

由ゆ

美み

（
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育
課
泗
水
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
）
▼
健
康
福
祉
部
花
房
保

育
園　
出で

口ぐ
ち

絹き
ぬ

代よ

（
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
部
学
校
教
育
課
菊
池
地
区
学
校
給
食

共
同
調
理
場
）
▼
健
康
福
祉
部
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘　

松ま
つ

山や
ま

常つ
ね

義よ
し

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育

課
泗
水
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
▼
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育
課
菊
池
北

中
学
校　
田た

尻じ
り

裕ひ
ろ

士し

（
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
部
学
校
教
育
課
泗
水
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

学
校
教
育
課
菊
池
北
中
学
校　
東ひ

が
し

あ
つ
き

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育

課
旭
志
小
学
校
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
部
学
校
教
育
課
菊
池
地
区
学
校
給
食

共
同
調
理
場　
木き

村む
ら

明あ
け

美み

（
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
部
学
校
教
育
課
七
城
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教

育
部
学
校
教
育
課
七
城
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー　
岩い

わ

下し
た

さ
よ
子こ

（
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
部
学
校
教
育
課
菊
池
北
中
学
校
）
▼

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育
課

泗
水
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　
小こ

池い
け

由ゆ

美み

子こ

（
健
康
福
祉
部
花
房
保
育
園
）

■
退
職
者　
▼
中な

か

原は
ら

宏ひ
ろ

隆た
か

（
建
設
部
長
）

▼
冨ふ

士じ

本も
と

光み
つ

範の
り

（
市
民
環
境
部
首
席
審
議

員
兼
環
境
課
長
）
▼
宮み

や

村む
ら

公き
み

男お

（
監
査
委

員
事
務
局
長
（
次
長
級
））
▼
宮み

や

本も
と

健け
ん

吾ご

（
総
務
部
人
権
啓
発
課
長
）
▼
坂さ

か

本も
と

保や
す

広ひ
ろ

（
市
民
環
境
部
地
籍
調
査
課
長
）
▼
中な

か

田た

八や

枝え

子こ（
健
康
福
祉
部
花
房
保
育
園
長（
課

長
級
））
▼
緒お

方が
た

浩こ
う

一い
ち

（
健
康
福
祉
部
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
施
設
長

（
課
長
級
））
▼
生い

く

田た
こ
う

一い
ち

（
建
設
部
土
木

課
長
）
▼
稲い

な

葉ば

直な
お

邦く
に

（
旭
志
総
合
支
所
産

業
建
設
課
長
）
▼
水み

ず

田た

智と
も

英ひ
で

（
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
部
教
育
審
議
員
（
課
長

級
））
▼
岡お

か

山や
ま

峰み
ね

子こ

（
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
部
生
涯
学
習
課
菊
池
市
中
央
公
民

館
長
（
課
長
級
））
▼
倉く

ら

原は
ら

美み

保ほ

（
健
康

福
祉
部
健
康
推
進
課
総
務
審
議
員
）
▼
田た

中な
か

文ふ
み

代よ

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
七

城
分
室
長
（
総
務
審
議
員
））
▼
栗く

り

原は
ら

晶あ
き

子こ

（
健
康
福
祉
部
菊
之
池
保
育
園
副
園
長

（
課
長
補
佐
））
▼
木き

原は
ら

睦む
つ

夫お

（
水
道
局
水

道
課
課
長
補
佐
兼
簡
易
水
道
係
長
）
▼
池い

け

田だ

節せ
つ

代よ

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
泗

水
幼
稚
園
副
園
長
（
課
長
補
佐
））
▼
安や

す

田だ

美み

惠え

子こ（
健
康
福
祉
部
菊
之
池
保
育
園
）

▼
生い

く

田た

ま
す
み
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教

育
部
学
校
教
育
課
菊
池
地
区
学
校
給
食
共

同
調
理
場
）
▼
髙た

か

山や
ま

京き
ょ
う

子こ

（
水
道
局
水

道
課
）
▼
桐き

り

原は
ら

理り

恵え

子こ

（
健
康
福
祉
部
健

康
推
進
課
）

問
総
務
課
職
員
係　
☎（
25
）７
２
０
４

病
児
保
育
事
業
を
始
め
ま
し
た

　
従
来
の
病
後
児
保
育
に
加
え
、
病
児
保

育
を
４
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
利
用
す
る
全
て
の
お
子
さ
ん
に
、
医
師

が
作
成
し
た
「
病
児
・
病
後
児
保
育
連
絡

票
」
が
必
要
で
す
。
既
に
病
後
児
保
育
登

録
し
て
い
る
人
は
、
新
た
に
登
録
申
請
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ

　
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
「
カ
ン
ガ
ル

ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
」（
菊
池
み
ゆ
き
保
育
園

内
）　
☎（
25
）３
６
０
２

対
象
児
童

　
原
則
、生
後
２
カ
月
か
ら
小
学
３
年
で
、

保
護
者
の
勤
務
な
ど
の
都
合
に
よ
り
家
庭

で
保
育
が
困
難
か
つ
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
こ
と
。

▼
病
気
の
回
復
期
に
は
至
ら
な
い
が
、
入

院
治
療
を
必
要
と
せ
ず
、
当
面
の
症
状
の

急
変
が
認
め
ら
れ
な
い
児
童
▼
病
気
の
回

復
期
で
あ
り
、
か
つ
、
集
団
保
育
が
困
難

で
あ
る
児
童

利
用
で
き
る
人　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
保
護
者

利
用
時
間　
㈪
～
㈯
ま
で
（
祝
日
除
く
）

　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

利
用
料

▼
生
活
保
護
世
帯　
無
料

▼
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯　
１
日
千
円

▼
市
町
村
民
税
課
税
世
帯　
１
日
２
千
円 

※�

利
用
時
間
が
５
時
間
未
満
の
場
合
は
半

額
。

問
子
育
て
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
４

介護予防ミニ講座
転倒予防シリーズ③

　立つ・歩く・走る・座るなどの日常生活に必要な「身
体の移動に関わる機能」が年齢とともに徐々に衰え
てきます。次のような症状がないかチェックしてし
てみましょう！

□痛み
□変形
□�関節が思うように動かないなどの症状（腕が上が

らない、膝が伸びない・曲がらないなど）
□筋力の低下
□�バランス能力の低下（片足立ちで靴下が履けない

など）
　
　年齢に関わらず、思い当たる症状がある場合は、
生活習慣を見直す・運動習慣
を身に付ける・医療機関を受
診するなど適切な対処が必要
です。

問高齢支援課地域包括支援係　
☎ (25)7216

　
浄
化
槽
の
大
き
さ
は
建
物
の
用
途
・
大

き
さ
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
建
物
の
用
途

を
変
更
し
た
り
増
改
築
し
た
り
し
た
際

は
、
浄
化
槽
の
大
き
さ
を
変
更
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

浄
化
槽
の
上
に
物
を
置
か
な
い

　

浄
化
槽
の
性
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、

保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
浄
化
槽
上
部
に
物
が

乗
っ
て
い
る
と
、
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

浄
化
槽
上
部
に
物
を
置
い
た
り
、
建
物
を

建
て
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
下
水
道
課　
☎（
25
）７
２
４
４

浄
化
槽
使
用
上
の
注
意

25 242015 May広報きくち2015 May広報きくち



各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

　「広報きくち」２月号で掲載した「市税延滞金の取り
扱いの不手際」について、その後の調査結果を報告しま
す。３月 12 日現在、調査対象件数 31,131 件の内、3,674
件（11.8％）の調査を終了しました。主な内容は以下
のとおりです。今後もさらに調査を進め、課題を検証し、
徴収すべき延滞金については適正に収納していきます。
調査経過は随時報告します。　菊池市長　江頭　実
◆調査対象内容
対象内容　本税が完納または一部納付になっているが、
延滞金が未納となっているもの
対象期間　平成22年4月1日～平成26年5月31日（5
年間）
対象件数　31,131 件（納期件数）
対象者数　4,935 人
対象金額　237,776,478 円
◆調査結果状況（3,674 件分）
①�本人領収日（金融機関の領収印が押された日）から市

収納日（金融機関から市へ納付される日）までの期間
に、延滞金が加算されたもの：2,691 件　※実務上の
日付の処理問題で、本来は加算されるべきでなかった
もの。

②�納付期限切れでの納付書で納付されたもの（催告状・
督促状記載の金額で、金融機関で訂正されないまま徴
収したもの）：174 件

③�執行停止や減免等の事務処理が適正に行われず、シス
テム台帳上未納となっているもの：165 件

④�本税が分納などにより完納しておらず、延滞金が確定
していないもの：426 件

⑤さらに詳しい調査が必要なもの：218 件
◆延滞金とは
　納期限経過後に市税が納付された場合は、納期限の翌
日から納付日までの期間に応じて、一定割合の金額を徴
収するもの。
・�延滞金の性格：租税債務の履行遅滞に対する遅延利息

的性格で、納期内納付を促すもの。
・�延滞金の率：平成 27 年１月１日から平成 27 年 12

月 31 日までの延滞金の割合。納期限後最初の１カ月：
年利 2.8％、これ以降：年利 9.1％

・�延滞金は「菊池市税に係わる延滞金減免の取扱要綱」
の減免基準に該当する場合は、猶予もしくは減免され
ます。

問税務課徴税係　☎ (25)7208

市税の延滞金の取り扱いについて報告します

菊池市の放射線量
放射線量は日常生活に影響ありません！

　毎月市内４地点で空間放射線量の測定を行っています。
測定結果は、県が東日本大震災前に県内で測定していた結
果の範囲内であることから、日常生活に全く影響が無いこ
とが確認されました。
▼調査結果　　　　 　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
旭志総合支所 ３月20日 曇り 0.015 
泗水総合支所 ３月26日 晴れ 0.021 
菊池市役所 ４月９日 曇り 0.031

七城総合支所 ４月17日 晴れ 0.021 
※�震災前の熊本県保健環境科学研究所（宇土市）での測定結果（平

成 17 年４月～平成 22 年３月）の範囲（0.021 ～ 0.078 マイ
クロシーベルト／時）

�▼参考　県が測定した測定値は以下のとおりでした。
測定場所 測定日 天候 測定結果

熊本県保健環
境科学研究所
（宇土市）

３月20日 曇り 0.040 
３月26日 晴れ 0.042 
４月９日 曇り 0.042 
４月17日 晴れ 0.040 

（関連情報へのリンク）
▼熊本県の放射線についての調査結果（環境放射能水準調査）
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/housyanou.html
▼放射線モニタリング情報（文部科学省）
http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/list/224/list-1.html
問環境課環境政策係　☎ (25)7217

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
、
民
生
委

員
法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
担
当
地
区
の
中
で
福
祉
に
関
す
る
相
談

や
、
行
政
機
関
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し

行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
次
の
皆
さ
ん
が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相

談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

　
米よ

ね

村む
ら

英え
い

治じ　
新
任　
○菊　
雪
野　

　
五ご

島と
う

千ち

秋あ
き　
新
任　
○七　
間
所

　
森も

り　
保や

す

士し　
再
任　
○旭　
津
留

　
青あ

お

木き

征せ
い

輔す
け　
再
任　
○泗　
上
高
江

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
運
営
の
改
善

な
ど
に
熱
意
を
持
つ
人
に
委
嘱
さ
れ
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
感
じ
た
役
所
の
仕

事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
な
ど
を
受
け

付
け
、住
民
と
役
所
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、

解
決
・
実
現
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
相
談

日
は
裏
表
紙
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
総
務
課　
☎（
25
）７
１
１
１

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

　
任
期
満
了
（
３
月
21
日
）
に
伴
う
選
挙

が
２
月
22
日
告
示
さ
れ
、
定
数
を
超
え
た

第
１
選
挙
区
で
３
月
１
日
に
投
開
票
を
実

施
し
ま
し
た
。
第
２
～
４
選
挙
区
は
無
投

票
で
し
た
。

第
１
選
挙
区（
合
併
前
の
菊
池
市
の
区
域
）

選
挙
結
果　
定
数
12
人

▼
当
日
の
有
権
者
数　
２
９
４
１
人

　
（
男
１
７
７
６
人
、
女
１
１
６
５
人
）

▼
投
票
者
数　
１
９
８
４
人

　
（
男
１
２
２
６
人
、
女
７
５
８
人
）

▼
棄
権
者
数　
９
５
７
人

　
（
男
５
５
０
人
、
女
４
０
７
人
）

▼
投
票
率　
67
・
46
％

　
（
男
69
・
03
％
、
女
65
・
06
％
）

▼
候
補
者
別
得
票
数
（
得
票
順・敬
称
略
）

　
有
効
投
票
数　
　
１
９
６
４

　
無
効
投
票
数　
　
20

　
①
軽
自
動
車
税
②
自
動
車
税
の
納
税
通

知
書
を
５
月
初
旬
に
送
り
ま
す
。
期
限
ま

　
身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
名

義
の
軽
自
動
車
な
ど
（
家
族
の
運
転
も
含

む
）
で
、
障
が
い
の
程
度
、
使
用
目
的
な

ど
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に

は
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
限　
５
月
29
日
㈮

申
請
方
法　
税
務
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

総
務
民
生
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
減

免
は
普
通
車
を
含
め
１
人
１
台
で
、
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
▼
納
税
通
知
書
▼

身
体
障
が
い
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
な
ど
▼
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
▼

車
検
証
▼
印
か
ん

問
税
務
課
市
民
税
係　
☎（
25
）７
２
０
６

身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る

人
の
軽
自
動
車
税
減
免

軽
自
動
車
・
自
動
車
税
の
納
付

期
限
は
６
月
１
月
㈪
で
す

５月の「税」の納期限
６月１日㈪

問税務課
　市民税係　☎ (25)7206
　固定資産税係　☎ (25)7207

　●軽自動車税全期
　●固定資産税第１期
口座振替を利用している人は、５月
25 日㈪に振替を行いますので、残
高の確認をお願いします。

で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限　
６
月
１
日
㈪

納
付
場
所　
①
菊
池
地
域
農
業
協
同
組
、

各
金
融
機
関
、
市
役
所
、
各
総
合
支
所　

②
菊
池
地
域
農
業
協
同
組
合
、
各
金
融
機

関
、
コ
ン
ビ
ニ
、
県
の
各
広
域
本
部
、
各

地
域
振
興
局
（
鹿
本
に
つ
い
て
は
山
鹿
市

役
所
内
）、
自
動
車
税
事
務
所

　
税
金
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
①
税
務
課
市
民
税
係
☎（
25
）７
２
０
６

　
②�

県
北
広
域
本
部
総
務
部
収
税
課

　
☎（
25
）４
２
７
２

平
成
28
年
３
月
新
規
学
校
卒
業

者
対
象
説
明
会

　
来
春
新
規
学
校
卒
業
者
を
採
用
予
定
の

企
業
な
ど
を
対
象
に
、
新
卒
者
用
求
人
の

申
し
込
み
か
ら
選
考
、
採
用
、
雇
い
入
れ

に
至
る
諸
手
続
き
な
ど
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
地
元
の
優
秀
な
人
材
確
保
の
た

め
、多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
６
月
12
日
㈮
午
後
２
時
～
４
時

　
受
付　
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ヴ
ィ

ー
ブ
ル
」

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
就
職
支
援
部
門

学
卒
係　
☎（
24
）８
６
２
６

戦
没
者
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
で
、
４
月
１
日
現

在
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
第
10
回
特
別

弔
慰
金
と
し
て
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

次
の
順
で
遺
族
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す

①
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
人
②
戦
没
者
な
ど
の
子
③
戦
没

者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉

妹
（
生
計
関
係
な
ど
で
順
番
が
変
わ
り
ま

す
）
④
①
～
③
以
外
で
戦
没
者
な
ど
の
３

親
等
内
の
親
族
（
お
い
、
め
い
な
ど
。
戦

没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
１
年
以
上
の
生

計
関
係
が
あ
っ
た
人
に
限
り
ま
す
）

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
期
間　
平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

問
●申
福
祉
課　
☎（
25
）７
２
１
３

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

開
票
結
果

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
紹
介
し
ま
す

　
当
緒お

方が
た

啓け
い

一い
ち　
　
３
５
９・４
４
２

　
当
村む

ら

上か
み

忠ち
ゅ
う

吉き
ち　
　
２
０
２

　
当
本ほ

ん

藤ど
う

幸ゆ
き

弘ひ
ろ　
　
１
９
６ 

　
当
永な

が

田た

正せ
い

一い
ち

郎ろ
う　
１
８
３ 

　
当
緒お

方が
た

哲て
つ

郎ろ
う　
　
１
６
２・５
５
７ 

　
当
丸ま

る

山や
ま

利と
し

明あ
き　
　
１
４
１ 

　
当
中な

か

路じ

哲て
つ

雄お	

　
１
４
０ 

　
当
中な

か

村む
ら

喜き

壽と
し　
　
１
３
７ 

　
当
越お

お

猪い

隆た
か

幸ゆ
き　
　
１
２
７ 

　
当
佐さ

っ
さ々

公き
み

博ひ
ろ　
　
１
２
３ 

　
当
德と

く

渕ぶ
ち

政ま
さ

弘ひ
ろ　
　
１
１
３

　
当
山や

ま

下し
た

幸こ
う

一い
ち　
　
62 

　
　
出で

口ぐ
ち　
修お

さ
む　
　
18 

第
２
選
挙
区（
合
併
前
の
七
城
町
の
区
域
）

定
数
６
人　
無
投
票
（
届
出
順・敬
称
略
）

蛇へ
び

塚つ
か

基き

誠せ
い

、
藤ふ

じ

本も
と

至し

誠せ
い

、
石い

し

渕ぶ
ち

寿と
し

生お

、
鎗や

り

水み
ず

幸こ
う

誠せ
い

、
中な

か

島し
ま　
誠ま

こ
と

、
櫔と

ち

原は
ら

賢け
ん

一い
ち

第
３
選
挙
区（
合
併
前
の
旭
志
村
の
区
域
）

定
数
６
人　
無
投
票
（
届
出
順・敬
称
略
）

大お
お

塚つ
か

祐ゆ
う

次じ

、
松ま

つ

岡お
か

昌ま
さ

明あ
き

、
三み

池い
け

辰た
つ

三み

、
西に

し

口ぐ
ち

峰み
ね

夫お

、
水み

ず

谷た
に

幸ゆ
き

博ひ
ろ

、
村む

ら

上か
み

勝し
ょ
う

治じ

第
４
選
挙
区（
合
併
前
の
泗
水
町
の
区
域
）

定
数
6
人　
無
投
票
（
届
出
順・敬
称
略
）

久ひ
さ

川か
わ

寛ひ
ろ

實み

、
内う

ち

田だ

武た
け

久ひ
さ

、
髙た

か

木き

正ま
さ

直な
お

、
川か

わ

口ぐ
ち

毅た
け

憲の
り

、
梁や

な

池ち

邦く
に

雄お

、
林は

や
し　
幸ゆ

き

博ひ
ろ

問
選
挙
管
理
委
員
会　
☎（
25
）７
２
０
１

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
困
り
事
や
悩
み
事

が
あ
れ
ば
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

泗
水
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

（
敬
称
略
）　
村
吉
・
富
・
北
原
団
地

　
菅か

ん　
優ゆ

う

生せ
い　
☎（
38
）２
５
７
２

問
福
祉
課　
☎（
25
）７
２
１
３
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犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
は
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
犬
の
所
有
者
は
必
ず
予
防
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬

の
所
有
者
、
ま
た
は
新
た
に
犬
（
生
後
91

日
以
上
）
を
所
有
し
た
人
は
、
会
場
で
登

録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　
下
表
の
と
お
り

※�

ど
の
会
場
で
も
接
種
で
き
ま
す
。
登
録

済
み
の
人
は
「
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

等
の
ご
案
内
」
の
は
が
き
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

料
金
（
１
頭
当
た
り
）

▼
登
録
料　
　
　
３
千
円

▼�

集
合
注
射
料　
３
１
０
０
円
（
注
射
済

票
発
行
手
数
料
５
０
０
円
含
む
）

そ
の
他　
動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受
け

た
と
き
は
、
獣
医
師
の
証
明
書
を
環
境
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課
ま
で
お

持
ち
い
た
だ
き
、
注
射
済
票
発
行
手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
（
１
頭
に
つ
き

５
０
０
円
が
必
要
）。
集
合
注
射
実
施
会

場
で
も
発
行
で
き
ま
す
。

▼平成 27 年度狂犬病予防注射日程表

春
期
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と

　

犬
の
登
録
を
実
施
し
ま
す

問
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

と　き ところ

５月11日㈪

午前９時30分～10時30分 龍門支館
午前11時～11時30分 迫龍ふれあいセンター
午後１時30分～２時 水迫里山の家（旧農村女性の家）
午後２時30分～３時 迫間支館

５月12日㈫

午前９時30分～10時30分 藤田公民館
午前11時～11時30分 中原公民館
午後１時30分～２時 塚原公民館
午後２時30分～３時 原細永公民館

５月13日㈬
 午前９時30分～10時30分 戸崎支館

午前11時～11時30分 植古閑公民館
午前１時30分～３時 菊之池体育館前

５月14日㈭ 午前10時～11時 青少年ホーム（菊池体育センター裏）
５月17日㈰ 午前９時30分～11時30分 菊池市役所正面玄関

５月18日㈪
午前９時30分～10時30分 社会福祉協議会七城支所

午前11時～12時 七城多目的研修センター
午後１時30分～２時30分 リバーサイドパーク

５月19日㈫

午前９時～９時30分 尾足コミュニティーセンター
午前10時～10時30分 伊坂研修センター
午前11時～11時30分 妻越担い手センター
午後１時30分～２時 高柳集落センター
午後２時30分～３時 楠原構造改善センター

５月21日㈭

午前９時～９時30分 田島二区公民館
午前10時～11時 泗水第二体育館

午後１時15分～２時 永公民館
午後２時30分～３時 井戸方構造改善センター

５月22日㈮

午前９時～９時30分 南住吉公民館
午前10時～11時 泗水 B ＆ G 海洋センター体育館

午後１時15分～１時45分 久米一区公民館
午後２時～３時 泗水体育館

５月24日㈰
午前９時30分～10時30分 泗水総合支所 ( 正面玄関前 )
午前11時10分～11時50分 旭志総合支所

よ
ろ
し
く
だ
ワ
ン
！

▼複合健診（集団健診）実施期間　８月１日㈯～ 12 日㈬、９月１日㈫～９日㈬　ところ　菊池養生園
健 診 項 目 対象者 個人負担額 市補助額

生活習慣病健診 身体・血圧測定、尿検査、心電図、血液検査
（肝機能、腎機能、血糖検査など） 19 ～ 39 歳 2,000 円 6,434 円

特定健診
（菊池市国民健康保険加入者）

身体・血圧測定、尿検査、心電図、血液検査
（肝機能、腎機能、血糖検査など） 40 ～ 74 歳 40 ～ 69 歳　1,500 円

70 ～ 74 歳　   800 円
5,150 円
5,850 円

後期高齢者健診 身体・血圧測定、尿検査、血液検査（肝機能、
腎機能、血糖検査など）

満 75 歳 以
上 800 円 6,200 円

結核健診

65歳以上の人は
どちらか１つ

胸部Ｘ線検査 65 歳以上 無　料 1,360 円

肺がん検診
胸部Ｘ線検査（二重読影）

30 歳以上
30 ～ 69 歳　　500 円

70 歳以上　　200 円
1,145 円
1,445 円

喀
かくたん

痰検査（検診当日、問診で必要な人のみ） 30 ～ 69 歳　　800 円
70 歳以上　　300 円

1,905 円
2,405 円

胃がん検診（バリウム） バリウムによる透視検査 30 歳以上 30 ～ 69 歳　1,000 円
70 歳以上　　500 円

3,752 円
4,252 円

腹部超音波検診 肝臓・ひ臓・腎臓・すい臓・胆のうなどの検査 19 歳以上 19 ～ 69 歳　1,500 円
70 歳以上　1,000 円

2,064 円
2,564 円

大腸がん検診（便潜血
検査） どちら

か一つ
２日法による便潜血検査 30 歳以上 30 ～ 69 歳  　500 円

70 歳以上　  200 円
1,187 円
1,487 円

大腸がん郵送検診 郵送法による便潜血検査 30 歳以上 30 ～ 69 歳  　500 円
70 歳以上　  200 円

869 円
1,189 円

子宮頸がん検診 子宮頸部の細胞診検査 20 歳以上 20 ～ 69 歳　1,200 円
70 歳以上　  500 円

2,904 円
3,605 円

乳がん検診
（どちらか１つ）

マンモ Ｘ線による検査 40 歳以上 40 ～ 69 歳　1,000 円
70 歳以上　  500 円

3,860 円
4,360 円

エコー 乳房超音波検査 20 歳以上 20 ～ 69 歳　1,000 円
70 歳以上　  300 円

2,240 円
2,940 円

▼個別検診実施期間　特定健診・後期高齢者健診　８月１日㈯～平成 28 年２月 29 日㈪
　　　　　　　　　　子宮頸がん検診　８月１日㈯～ 10 月 31 日㈯
※複合健診で同じ検診を受診している場合は受診できません。特定健診の心電図検査は、医師の判断で実施する場合があります。

健 診 項 目 対象者 個人負担額 市補助額
特定健診※１

（菊池市国民健康保険加入者）
身体・血圧測定、尿検査、血液検査（肝機能、
腎機能、血糖検査など） 40 ～ 74 歳 40 ～ 69 歳　1,500 円

70 ～ 74 歳　　800 円
6,110 円
6,810 円

後期高齢者健診※１ 身体・血圧測定、尿検査、血液検査（肝機能、
腎機能、血糖検査など） 満 75 歳以上 800 円 6,810 円

子宮頸がん検診 子宮頸部の細胞診検査 20 歳以上 20 ～ 69 歳　1,600 円
70 歳以上　  500 円

4,010 円
5,110 円

　19 歳以上の人の健診を実施します。５月中旬に「平成
27 年度健診申込書」を世帯毎に郵送します。申し込んだ
人には７月中旬に日程表や問診票などを郵送します。
◆申込書の提出方法
　同封の返信用封筒（切手不要）で返信するか、健康推進
課または各総合支所 総務民生課へ直接提出してください。
◆提出期限　５月 22 日㈮
◆健診内容
・生活習慣病健診（対象者：19 歳～ 39 歳）
・特定健診（対象者：40歳～74歳までの国民健康保険の人）
※�菊池市国民健康保険以外の人は、特定健診の申し込みは

できません。全国健康保険協会（社会保険）・共済組合な
ど、加入している保険者により健診が行われますので各
事業所・保険者にお尋ねください。ただし、各種がん検
診は市の検診で受けることができます。

・�後期高齢者健診（対象者：満 75 歳以上、一定の障がい
がある 65 歳以上の後期高齢者医療保険の人）

・各種がん検診　
※�健診の結果を基に、家庭訪問や健康教室へのご案内など、

生活習慣の改善に向けた支援をさせていただきます。
※�対象年齢は平成 28 年 3 月 31 日現在の年齢です。（後期

高齢者健診は健診当日の満年齢）

健康診査を実施し ま す
問健康推進課　☎（25）７２１９　各総合支所総務民生課

※１特定健診・後期高齢者健診を受信できる医療機関
　赤星医院、岩根クリニック、かねこクリニック、菊池郡市医師会立病院、菊池中央病院、川口病院、隈部医院、黒川産婦
人科医院、米田産婦人科医院、中野クリニック、西山医院、古荘医院、牧診療所、宮本内科クリニック、七城木村クリニッ
ク、古田医院、岸病院、古賀医院、郷胃腸科内科クリニック、田中医院

各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112
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医
療
費
が

高
額
に
な
っ
た
と
き
は

【
国
民
健
康
保
険
加
入
者
】

　
１
カ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
限

度
額
を
超
え
た
と
き
、
申
請
し
て
認
め
ら

れ
る
と
限
度
額
を
超
え
た
分
が
高
額
療
養

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
▼
保
険
証
▼
医
療

費
の
領
収
書
（
ま
た
は
支
払
証
明
書
）
▼

印
か
ん
（
認
印
可
）
▼
世
帯
主
の
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

所得
区分 所得※１要件 ３回目まで ４回目以降※2

ア 所得が 901 万円を超える 252,600 円
+（総医療費－ 842,000 円）×１％ 140,100 円

イ 所得が 600 万円を超え
901 万円以下

167,400 円
+（総医療費－ 558,000 円）×１％  93,000 円

ウ 所得が 210 万円を超え
600 万円以下

80,100 円
+（総医療費－ 267,000 円）×１％  44,400 円

エ 所得が 210 万円以下
（住民税非課税世帯を除く） 57,600 円  44,400 円

オ 住民税非課税世帯 35,400 円  24,600 円

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
】

申
請
に
必
要
な
も
の　
▼
保
険
証
▼
印
か

ん
（
認
印
可
）
▼
本
人
の
口
座
番
号
が
分

か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

※�

一
度
振
込
口
座
を
登
録
す
る
と
、
そ
の

後
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
治

療
し
た
月
の
翌
月
か
ら
３
カ
月
後
に
登

録
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

【
限
度
額
認
定
証
お
よ
び

　
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
】　

　
限
度
額
適
用
認
定
証
と
は
、
病
院
な
ど

に
提
示
す
る
こ
と
で
一
医
療
機
関
の
窓
口

で
の
支
払
い
（
自
己
負
担
分
）
が
限
度
額

ま
で
と
な
る
認
定
証
で
す
。
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
と
は
、
病
院
な
ど
に
提
示
す

る
こ
と
で
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
に
な

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

　
全
国
で
不
正
栽
培
に
よ
り
検
挙
さ
れ
る

事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ケ
シ
の
仲
間

は
色
鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
も

の
が
多
く
、人
気
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
中
に
は
麻
薬
の
原
料
に
な
る
も
の
も

あ
り
、
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ

　
大
麻
や
植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
を
発

見
し
た
場
合
は
、
菊
池
保
健
所
ま
で
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
大
麻
、
ケ
シ
の
見
分

け
方
な
ど
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
菊
池
保
健
所　
☎（
25
）４
１
３
５

ケシ

泗水公民館のロビーに展示しています

アツミゲシ

新
し
い
介
護
保
険
料
が

決
ま
り
ま
し
た

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
40
歳
以
上
の
全
て
の
人
に
介
護
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
き
、
介
護
保
険
制
度

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
で
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

費
用
に
応
じ
て
、
３
年
ご
と
に
決
め
ら
れ

段階 対象者 保険料率 保険料（年額）

１
生活保護を受けている人。世帯全員が住民税非課税で、
老齢福祉年金を受けている人、または、前年の合計所得
金額＋課税年金収入額が 80 万円以下の人

基準額×
0.5 35,400 円

２ 世帯全員が住民税非課税で、前年度の合計所得金額＋課
税年金収入額が 80 万円超 120 万円以下の人

基準額×
0.75 53,100 円

３ 世帯全員が住民税非課税で、前年度の合計所得金額＋課
税年金収入額が 120 万円超の人

基準額×
0.75 53,100 円

４
世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非
課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万
円以下の人

基準額×
0.9 63,720 円

５
世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非
課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万
円超の人

基準額 70,800 円

６ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円未
満の人

基準額×
1.2 84,960 円

７ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円以
上 190 万円未満の人

基準額×
1.3 92,040 円

８ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 190 万円以
上 290 万円未満の人

基準額×
1.5 106,200 円

９ 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 290 万円以
上の人

基準額×
1.7 120,360 円

ま
す
（
左
表
）。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
、
半
分

を
国
・
県
・
市
が
負
担
し
、
残
り
の
半
分

を
40
歳
以
上
の
全
て
の
人
で
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
納
め
る
介
護
保
険
料
は
、
本

市
の
介
護
保
険
制
度
を
運
営
し
て
い
く
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
高
齢
支
援
課
介
護
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
５

泗
水
歴
史
民
俗
資
料
館
（
坂
本

記
念
館
）資
料
を
展
示
し
ま
す

　
日
本
を
代
表
す
る
考
古
学
者
の
故
・
坂さ

か

本も
と

経つ
ね

尭た
か

氏
（
北
住
吉
）
の
功
績
を
顕
彰
す

る
も
の
と
し
て
昭
和
49
年
に
建
て
ら
れ
た

菊
池
市
泗
水
歴
史
民
俗
資
料
館
（
別
称
：

坂
本
記
念
館
）
は
、
老
朽
化
に
伴
い
旧
泗

水
公
民
館
と
一
緒
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

資
料
館
の
展
示
物
は
、
新
し
く
開
館
し
た

泗
水
公
民
館
（
有
朋
の
館
）
の
ロ
ビ
ー
ス

ペ
ー
ス
に
、
パ
ネ
ル
や
出
土
遺
物
な
ど
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
坂
本
氏
の
業
績
で
市
内
に
係
わ
る
主
な

も
の
は
、
三
万
田
遺
跡
（
泗
水
町
亀
尾
）

の
調
査
や
、
文
献
資
料
と
考
古
学
両
面
か

ら
の
調
査
研
究
に
よ
る
鞠
智
城
跡
の
場
所

の
特
定
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
☎（
25
）７
２
３
２

九
州
産
廃
㈱

排
ガ
ス
等
検
査
結
果

　
九
州
産
廃
㈱
と
締
結
し
て
い
る
「
環
境

保
全
協
定
書
」
に
よ
り
、
毎
年
、
九
州
産

ダイオキシン類
濃度

市 0.0013ng-TEQ/㎥
検査日：２月６日

県 0.00043ng-TEQ/㎥
検査日：1月21日

環境保全協定
における基準値 0.1ng-TEQ/㎥

国基準値 5ng-TEQ/㎥

※ ng ＝ナノグラム（10 億分の１グラム）
※ �TEQ ＝毒性当量：12％酸素濃度による補正後の値

に毒性等価係数を乗じて合計した値

▼平成 27 年度から平成 29 年度まで 65 歳以上の人が納める保険料
　基準額　月額 5,900 円　年額 70,800 円

▼ 70 歳未満の人の自己負担限度額（月額）

※1国民健康保険税の算定の基礎となる「基礎控除後の総所得金額等」のこと。
※2 �過去 12 カ月以内に同一世帯で３回以上限度額を超えた場合、４回目以降の
　 限度額。
※医療費には入院時のベッド代・食事代などの保険適用外分は含まれません。

所得※1区分 外来＋入院
（世帯単位）外来（個人単位）

一般 12,000 円 44,400 円

現役並み
所得者 44,400 円 80,100 円 +（総医療費－ 267,000 円）

×１％（４回目以降※2は 44,400 円）

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円

▼ 70 歳以上 75 歳未満の人の自己負担限度額（月額）

所得※1区分 外来＋入院
（世帯単位）外来（個人単位）

一般 12,000 円 44,400 円

現役並み
所得者 44,400 円 80,100 円 +（総医療費－ 267,000 円）

×１％（４回目以降※2は 44,400 円）

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円

▼ 75 歳以上の人の自己負担限度額（月額） る
認
定
証
で
す
。

対
象
者　
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人

申
請
に
必
要
な
も
の　
▼
保
険
証
▼
印
か

ん
（
認
印
可
）
▼
食
事
代
の
減
額
認
定
証

（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

そ
の
他　
申
請
月
よ
り
前
の
月
に
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
▼
医
療
費
の
自

己
負
担
限
度
額
は
所
得
区
分
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
▼
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
世
帯
は

認
定
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
費
の
自
己
負
担

分
を
全
額
負
担
し
、
そ
の
後
、
高
額
療
養

費
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

廃
㈱
の
施
設
で
あ
る
溶
融
キ
ル
ン
式
焼
却

炉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
検
査
結
果
は
左

表
の
と
お
り
で
、
基
準
値
を
下
回
っ
て
お

り
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
き
く
ち
４
月
号
33
ペ
ー
ジ
ト
ピ
ッ

ク
ス
「
傘
１
０
０
本
を
市
に
寄
贈
」
の
記

事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次

の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

誤　
菊
池
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
角つ

の

田だ

昭あ
き

吉よ
し

会
長
）

正　
菊
池
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
岩い

わ

男お

圭た
ま

記き

会
長
）

問�

市
長
公
室
広
報
交
流
係

　
☎（
25
）７
２
５
２

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。 

実
施
期
間　
５
月
11
日
㈪
～
20
日
㈬

　
期
間
中
は
、警
察
官
、交
通
安
全
協
会
、

交
通
指
導
員
そ
の
他
関
係
団
体
に
よ
る
早

朝
街
頭
指
導
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

問
防
災
交
通
課　
☎（
25
）７
２
０
３
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

募
集

勤
務
場
所

①
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

②
菊
池
市
旭
志
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

勤
務
期
間　
5
月
25
日
㈪
～
8
月
31
日
㈪

勤
務
時
間　
シ
フ
ト
制
、
勤
務
は
応
相
談

募
集
人
員　
各
10
人
程
度

条
件　
18
歳
以
上
で
泳
げ
る
人

申
込
期
限　
5
月
15
日
㈮　
午
後
5
時

申
込
方
法　
履
歴
書
を
お
持
ち
の
う
え
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
●申
①
教
育
委
員
会
泗
水
分
室

　
☎（
38
）２
２
５
８

　
②
教
育
委
員
会
旭
志
分
室

　
☎（
37
）３
１
１
１

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

監
視
員
募
集

い
き
い
き
ト
レ
活
ク
ラ
ブ

第
１
期
生
を
募
集
し
ま
す

　
い
き
い
き
ト
レ
活
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
か
ら

は
「
無
理
な
く
、
楽
し
く
、
気
軽
に
取
り

組
め
た
」
と
好
評
で
す
。

対
象
者　
市
内
在
住
で
医
師
に
よ
る
運
動

の
制
限
が
な
い
人

開
催
期
間　
６
月
３
日
㈬
～
11
月
25
日
㈬

の
期
間
で
全
14
回　
※
日
程
・
内
容
な
ど

職
業
訓
練
コ
ー
ス
の
ご
案
内

　
職
業
訓
練
は
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す

る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
の
一
つ

で
す
。
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）。

　
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険

（
失
業
保
険
）
や
職
業
訓
練
受
講
給
付
金

を
受
け
な
が
ら
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

①
訓
練
場
所　
合
志
市

▼�

訓
練
科
目　
溶
接
加
工
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス

科
、制
御
技
術
科
、住
宅
施
工
技
術
科
、

ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

▼
募
集
期
限　
５
月
28
日
㈭

▼
訓
練
期
間

泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

幼
児
水
泳
教
室
受
講
生
募
集

と　
き　
６
月
16
日
㈫
～
７
月
21
日
㈫

　
毎
週
㈫
（
全
６
回
）
午
後
３
時
～
４
時

と
こ
ろ　
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ

ー
ル

対
象
者　
市
内
未
就
学
児
の
年
中
・
年
長

募
集
人
員　
先
着
20
人

申
込
期
限　
５
月
26
日
㈫

内　
容　
水
慣
れ
、
顔
付
け
、
も
ぐ
る
、

泳
ぐ

参
加
費　
千
円

指
導
者　
坂さ
か
田た

は
る
み
先
生
（
文
部
科
学

平
成
27
年
度
菊
池
市
営
住
宅
補

充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
現
在
、
菊
池
市
営
住
宅
に
空
き
部
屋
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
空
き
部
屋
が
発
生
し
た

際
、
速
や
か
に
入
居
を
紹
介
で
き
る
よ
う

補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
付
期
間

内
に
申
し
込
ん
だ
人
は
、
希
望
の
団
地
ご

と
に
抽
選
で
入
居
順
位
を
決
定
し
、
空
き

部
屋
を
紹
介
し
ま
す
。

受
付
期
間　
6
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
必
着

※
㈯
㈰
を
除
く

申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
市
営
住
宅

【
単
身
者
・
小
世
帯
】

▼
菊
池
地
区　
葉
山
・
音
町
・
北
宮
（
平

屋
）
▼
七
城
地
区　
砂
田
・
砂
田
西
（
平

屋
）
▼
旭
志
地
区　
高
柳
（
２
Ｄ
Ｋ
）
▼

泗
水
地
区　
富
の
原
（
２
Ｄ
Ｋ
）

【
一
般
世
帯
】

▼
菊
池
地
区　

袈
裟
尾
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、

袈
裟
尾
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、
葉
山
（
2
階
建・

3
階
建
）、
北
宮
（
2
階
建
）、
音
光
寺
、

渕
園
、
中
町
▼
七
城
地
区　
砂
田
（
２
階

建
）、
蛇
塚
、
元
村
、
林
原
、
林
原
第
2
、

流
川
、
砂
田
西
（
2
階
建
）
▼
旭
志
地
区

あ
さ
ひ
が
丘
、
高
柳
（
３
Ｄ
Ｋ
）、
岩
本
、

新
明
▼
泗
水
地
区　
朝
日
西
、
福
本
、
田

島
、
迫
田
、
富
の
原
（
３
Ｄ
Ｋ
）

申
込
資
格

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
。
▼
持
家

が
な
く
居
住
す
る
た
め
の
住
居
に
困
っ
て

い
る
こ
と
▼
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚

約
者
な
ど
も
含
む
）（
※
単
身
入
居
の
場

合
の
特
例
：
昭
和
31
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
。
こ
の
他
に
も
、
条
件
に
よ

っ
て
は
入
居
申
し
込
み
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）
▼
世
帯
の
合
計
月
額
所
得
が
基

準
内
で
あ
る
こ
と
（
※
世
帯
の
状
況
に
よ

り
合
計
月
額
所
得
が
15
万
8
千
円
以
下
と

21
万
4
千
円
以
下
に
分
か
れ
ま
す
）。

【
月
額
所
得
の
計
算
方
法
】（
世
帯
全
員
の

所
得
額

－

控
除
額
の
合
計
）÷ 

12（
カ
月
）

【�

控
除
合
計
額
の
計
算
】
次
に
基
づ
き
算

出
し
た
控
除
額
を
合
計
し
ま
す
。 

▼
控
除
の
内
容
・
控
除
額

・�

同
居
者
、
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親

族　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
38
万
円

・
特
定
扶
養
親
族　
　
　
　
１
人
25
万
円

・�

老
人
扶
養
親
族
、
老
人
控
除
対
象
配
偶

者　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
10
万
円

・
寡
婦
ま
た
は
寡
夫　
　
　
　
　
27
万
円

・
障
が
い
者　
　
　
　
　
　
１
人
27
万
円

・
特
別
障
が
い
者　
　
　
　
１
人
40
万
円

▼
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
▼
入
居

申
込
者
や
同
居
予
定
の
親
族
な
ど
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と
。

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

▼
平
成
27
年
度
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
▼

住
宅
状
況
申
告
書
▼
住
民
票
謄
本
ま
た
は

戸
籍
謄
本
（
同
居
予
定
者
全
員
が
記
載
さ

れ
、
続
柄
が
分
か
る
も
の
）
▼
平
成
27
年

度
市
県
民
税
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書

（
16
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
同
居

予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）（
※
源

泉
徴
収
票
不
可
。）（
※
平
成
27
年
度
市
県

民
税
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
は
、
6

月
1
日
以
降
の
発
行
書
類
な
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
平
成
27
年
度
市
県
民
税
課
税

台
帳
記
載
事
項
証
明
書
は
、
平
成
27
年
1

月
1
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
で
発
行

さ
れ
る
書
類
で
す
。
市
町
村
で
発
行
日
が

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）
▼

未
納
が
な
い
証
明
書
（
16
歳
以
上
（
高
校

生
を
除
く
）
の
同
居
予
定
者
全
員
分
そ
れ

ぞ
れ
必
要
）
▼
そ
の
他
証
明
書
（
婚
約
証

明
書
、
障
が
い
者
手
帳
の
写
し
な
ど
）

申
込
方
法　

必
要
書
類
な
ど
完
備
の
う

え
、
菊
池
市
中
央
公
民
館
１
階
都
市
整
備

課
住
宅
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設

課
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の

場
合
は
「
簡
易
書
留
」
郵
便
で
期
限
内
必

着
と
し
ま
す
。

　
申
込
書
そ
の
他
書
類
な
ど
に
虚
偽
の
申

告
が
あ
っ
た
場
合
、
申
し
込
み
は
無
効
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
平
成

26
年
度
中
に
補
充
入
居
申
し
込
み
を
し
て

い
る
人
で
申
し
込
み
を
希
望
す
る
人
は
、

新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
申
し
込
み
が
済
ん
だ
人
に
は
抽
選
会
の

お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
抽
選
会
の
日
程
は

７
月
５
日
㈰
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
●申
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

　
県
内
に
は
親
の
病
気
や
虐
待
な
ど
の
事

情
で
親
と
一
緒
に
生
活
で
き
な
い
子
ど
も

（
０
～
18
歳
）
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
養

育
里
親
と
は
、
そ
の
子
ど
も
を
家
庭
に
迎

え
入
れ
、
親
が
養
育
で
き
る
よ
う
に
な
る

ま
で
の
間
、
豊
か
な
愛
情
を
持
っ
て
育
て

る
人
の
こ
と
で
す
（
養
子
縁
組
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

　
里
親
に
な
る
に
は
研
修
・
実
習
を
経
て

認
定
・
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
特
別

な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の

委
託
期
間
中
は
一
定
の
手
当
も
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
関
心
が
あ
る
人
は
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

問
県
中
央
児
童
相
談
所　
児
童
相
談
課

　
☎
０
９
６（
３
８
１
）４
４
５
１

　
里
親
支
援
機
関
児
童
養
護
施
設
愛
隣
園

　
☎
０
９
６
８（
43
）２
７
７
３

養
育
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
簡
単
な
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

中
心
と
し
た
楽
し
い
教
室
で
す
。
野
外
活

動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
予
定
し
て
ま

す
。
健
康
維
持
・
増
進
の
た
め
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
5
月
21
日
㈭
～
平
成
28
年
3
月

10
日
㈭　
毎
週
㈭
午
前
10
時
～
11
時
45
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館

対
象
者　
20
歳
以
上
の
市
民

定　
員　
50
人

参
加
費　
年
間
５
千
円
（
別
途
年
間
保
険

料
あ
り
）

問
●申
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館　
☎（
38
）３
８
８
５　
※
㈪
休
館

　
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

平
成
26
年
度

さ
わ
や
か
健
康
教
室

省
認
定
コ
ー
チ
）

問
●申
教
育
委
員
会
泗
水
分
室

　
☎   （
38
）２
２
５
８

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時　
間　
午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
料
理

教
室
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
日
は
午
前
10
時

～
午
後
１
時
）

定　
員　
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）

料　
金　
７
５
０
０
円
（
検
査
代
含
む
）

申
込
方
法　
各
申
込
先
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
●申
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

試
験
の
種
類

①�

県
職
員
（
大
学
卒
業
程
度
・
免
許
資
格

職
）
※
大
学
卒
業
程
度
は
35
歳
（
平
成

28
年
４
月
１
日
現
在
）
ま
で
の
人
が
受

験
可
能
。

②
県
職
員
（
民
間
企
業
等
経
験
者
対
象
）

県
職
員
・
警
察
官
の
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す

③
警
察
官
（
警
察
官
Ａ
）

申
込
期
限

①
②
５
月
15
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

③　
５
月
22
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

第
１
次
試
験
期
日

①
②
６
月
28
日
㈰

③　
７
月
12
日
㈰

　
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
３
３

　
７
月
３
日
㈮
～
12
月
25
日
㈮

②
訓
練
場
所　
菊
池
市

▼
訓
練
科
目　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
技
術
マ
ス
タ
ー
科

▼
募
集
期
間

　
５
月
19
日
㈫
～
６
月
３
日
㈬

▼
訓
練
期
間

　
７
月
７
日
㈫
～
12
月
28
日
㈪

　
他
に
も
新
た
に
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
●申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当　

　
☎（
24
）８
６
２
５

　
赤
十
字
活
動
資
金
で
あ
る
社
資
の
募
集

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

活
動
内
容　
国
内
外
で
災
害
な
ど
の
被
災

者
に
対
す
る
医
療
や
物
資
の
救
援
、
救
急

法
の
講
習
会
、
血
液
事
業
、
地
域
医
療
の

推
進
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
市
で
も

九
州
北
部
豪
雨
時
の
支
援
や
火
災
時
の
毛

布
な
ど
の
支
給
、
血
液
事
業
の
実
施
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
社
資
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
日
本
赤
十
字
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w

.jrc.or.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課　
☎（
25
）７
２
１
３

日
本
赤
十
字
社　
社
資
募
集
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/
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認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

講
演
・
講
習

　
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し
て

い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
み

ん
な
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
ま
せ

ん
か
。
忙
し
い
毎
日
の
息
抜
き
の
時
間
と

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
５
月
27
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
５

相
談

イ
ベ
ン
ト

　
健
康
、
家
族
や
友
人
関
係
、
職
場
の
人

間
関
係
な
ど
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
て
い

ま
せ
ん
か
。
専
門
の
臨
床
心
理
士
（
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）
が
相
談
を
受
け
ま
す
。
予
約

制
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ご
希
望
の
相
談
日
時
な
ど
を
伺
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
●申
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

第
32
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

く
ま
も
と
未
来
会
議
リ
レ
ー
会

議
参
加
者
募
集

　
誰
も
が
長
寿
を
楽
し
み
、
生
き
生
き
と

暮
せ
る
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
東
京
大
学
の
秋あ

き
山や
ま
弘ひ
ろ
子こ

教
授
、
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
森も
り
田た

朗あ
き
ら
所
長
と
、
本
県
の
蒲か
ば
島し
ま
郁い
く
夫お

知
事
が
、

「
本
当
の
安
心
を
実
現
す
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
議
論
し
ま
す
。入
場
無
料
で
す
。

と　
き　
５
月
28
日
㈭
午
後
２
時
30
分
～

と
こ
ろ　
水
俣
市
総
合
も
や
い
直
し
セ
ン

タ
ー
「
も
や
い
館
」
も
や
い
ホ
ー
ル

問
熊
本
県
企
画
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
１
８

も
の
忘
れ
相
談
会

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

一
人
（
家
族
）
だ
け
で
悩
ま
ず

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き
平
成
27
年
５
月
26
日
㈫

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
５

　
仕
事
な
ど
で
金
融
機
関
な
ど
に
市
税
を

納
め
に
行
く
時
間
が
な
い
人
や
、
納
付
に

無
料
法
律
相
談
会

と　
き　
５
月
18
日
㈪　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿

支
部

相
談
担
当
者　
弁
護
士
、
民
事
・
家
事
調

停
委
員
、
法
務
局
職
員

相
談
内
容　
民
事
・
刑
事
の
法
律
問
題
、

破
産
問
題
、
離
婚
・
相
続
な
ど
の
問
題
、

登
記
、
人
権
問
題　
※
予
約
不
要
。

問
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部　

　
☎（
44
）５
１
４
１

弁
護
に
よ
る
特
別
労
働
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す

　
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
な
ど
の
労
働

条
件
に
関
す
る
こ
と
や
職
場
で
の
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、
問
題
の
解
決
に
向
け
た
助

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
度
で
専
門
的
な

助
言
が
必
要
な
場
合
は
、
弁
護
士
に
よ
る

特
別
労
働
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
●申
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
９
６（
３
５
２
）３
６
１
３

菊
朋
会
総
会
記
念
講
演

と　
き　
６
月
５
日
㈮
午
後
２
時
～
３
時

と
こ
ろ　
菊
池
高
校
体
育
館

演　
題　
「
夢
を
持
ち
続
け
て
」

講　
師　
木き

村む
ら
牧ま
き
子こ

さ
ん
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｏ
Ｇ　
菊
池
市

国
際
交
流
協
会
会
員
）
※
入
場
無
料

問
菊
朋
会
（
菊
池
高
等
学
校
同
窓
会
）

　
☎（
25
）３
１
７
５

第
29
回
歯
と
お
口
の
健
康
展

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

と　
き　
６
月
７
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
菊
池
郡
市
歯
科
医
師
会
館　

内　
容　
無
料
歯
科
検
診
、
口
臭
測
定
、

お
口
の
中
を
見
て
み
よ
う
、フ
ッ
素
塗
布
、

市
町
村
健
康
相
談
、
劇
ほ
か

問
菊
池
郡
市
歯
科
医
師
会

　
☎（
24
）７
７
４
７

　
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
か
ら
、
菊
池

で
生
き
る
知
恵
や
経
験
を
ご
披
露
い
た
だ

き
ま
す
。
今
回
は
、
元
菊
池
市
議
会
議
員

５
月
の
内
容

７
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
※

14
日
㈭　
読
み
聞
か
せ
他

21
日
㈭　
戸
外
遊
び

28
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～

※
登
録
し
た
人
の
利
用
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室(

西
部

市
民
セ
ン
タ
ー
２
階)

対　
象　
市
内
在
住
未
就
学
児
と
保
護
者

問
●申
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７　
　

第
２
回
き
く
ち

フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と　
き　
５
月
17
日
㈰　

　
開
場　
午
後
０
時
30
分　

　
開
演　
午
後
１
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
泗
水
ホ
ー
ル

入
場
料　
全
自
由
席
３
０
０
円
（
中
学
生

以
下
無
料
）

問
菊
池
市
文
化
会
館　
☎（
24
）１
１
０
１

前
川
清
シ
ョ
ー

と　
き　
７
月
15
日
㈬

　
開
場　
午
後
６
時
30
分　

　
開
演　
午
後
７
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
前
売
指
定
席
券 

４
千
円

（
当
日
４
５
０
０
円
）
全
席
指
定　

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

前
売
り
券
完
売
の
場
合
当
日
券
は
あ
り

ま
せ
ん
。

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　
５
月
９
日
㈯

問
菊
池
市
文
化
会
館　
☎（
24
）１
１
０
１

　
県
で
は
、
就
職
に
関
す
る
ご
相
談
に
専

門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
じ
っ
く
り
お
話
を

伺
い
、
就
職
段
階
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
所
要
時
間
は
１
時
間
程
度
。相
談
無
料
。

予
約
優
先
で
す
の
で
、
ま
ず
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　
熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
水
道
町
８-

６

朝
日
生
命
熊
本
ビ
ル
１
階
）

予
約
受
付
時
間

　
㈪
～
㈮
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
㈯
午
前
10
～
午
後
４
時
30
分

※
㈰
㈷
年
末
年
始
は
休
み
で
す
。

問
●申
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
コ
ー
ナ

ー　
☎
０
９
６（
３
５
２
）０
８
９
５

あ
な
た
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

つ
い
て
相
談
が
あ
る
人
の
た
め
に
、
夜
間

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
税
務
課
徴
税
係（
本
庁
舎
２
階
）

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

の
隈く

ま

部べ

忠た
だ

宗む
ね

氏
を
招
き
、
菊
池
養
生
詩
塾

の
佐さ

藤と
う

忠た
だ

文ふ
み

さ
ん
と
対
談
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
参
加
費
不
要
で
す
。

と　
き　
５
月
23
日
㈯　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

問
企
画
振
興
課
地
域
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
５
０

家族、友達、恋人を誘って、地上の天体観測を楽しみませんか。
人気タレント英

えい
太
た

郎
ろう

さんと太
おお

田
た

弘
ひろ

樹
き

さんを司会に招いて開催します
（順延時は変更になる場合あり）。旭志牛など特産品も取りそろえ、多
くの皆さんのお越しをお待ちしています。

問商工観光課　☎ (25)7223

と　き　６月６日㈯

ところ　道の駅旭志ふれあいセンターイベント会場

午後５時30分～
※荒天時は６月７日㈰に順延

英太郎さん 太田弘樹さん
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市 民 の 広 場
※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家族小農園
阿蘇望クラインガルテンの開設

　農山村振興の一環として、ヨーロッパの市民農園に習い
「入園利用方式」による家族小農園を開設します。休憩小
屋と農機具や収穫物を入れる農舎付きで駐車も可能です。
興味のある皆さんはどうぞお越しください。
と　き　５月 23 日㈯・24 日㈰　午前 10 時～午後３時
ところ　泗水町桜山団地近くの畑（30㌃）つきやま歯科
前交差点を合志市方面へ 500㍍左側　
区　画　21 区画（１区画 23 坪）実　演　陸稲と雑穀の
種まき　問●申アジア小農法研究所（主宰）坂

さ か

本
も と

　☎ 090(5930)5249

　ビーズとカギ針で編むジュエリーです。初心者でも楽し
くゴージャスなバッグチャームが作れます。アクセサリー
作りの楽しさを体験しませんか？
　事前予約をお願いします。
と　き　５月 30 日㈯　午後１時 30 分～３時 30 分
ところ　菊池市中央公民館（2 階会議室）
募集期限　５月 26 日㈫　参加費　2,800 円（材料費込み）
講　師　矢

や

内
な い

和
わ

香
か

（文科省認可㈶日本余暇文化振興会イン
ストラクター）　問●申矢

や

内
な い

　☎ 090(4470)4031
　Ⓜ wakamecake@yahoo.co.jp

ハンドメイドでおしゃれな☆
コットンパールのバッグチャーム作り教室

ヨーガ・ボランティア『シャンティ♡ハート』

　マットは準備しています。お一人でも気軽にどうぞ！
その他、地域活動など要望に応じて対応しています。
　詳しくはお問い合わせください。
と　き　５月５日㈫、19 日㈫　午後２時～４時
ところ　菊池老人福祉センター
※施設使用料（入浴料）が必要です。
問シャンテイ♡ハート　田

た

代
し ろ

　☎ 090(2089)7214

第５回菊池市テニス協会
タブルストーナメント大会

　ダブルステニス大会を開催します。試合に出たい人、楽
しくプレーしている人、学校で部活をしている人など誰で
も大会に参加できます。
と　き　５月３日㈰・４日㈪㈷　
ところ　七城屋内外・テニスコート
種　目　男子・女子ダブルス（フリー・Ｃ・Ｄクラス）
参加料　１ペア 3,000 円（高校生以下 2,000 円）
問菊池市テニス協会事務局　竹

た け

森
も り

　☎ 090(3017)2989

菊池こども論語塾募集

　親子で論語を楽しく学びながら、人としてのあるべき姿
を身に付けませんか。論語の素読の他、紙芝居や茶道など

「お楽しみ学習」もあります。
と　き　毎月第２㈯　午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　（６月開級式）
ところ　菊池教育会館（菊池市隈府 81 番地）
対　象　園児や小学生の親子
月　謝　無料　※資料代として年間 1,000 円が必要
定　員　親子 15 組　申込期限　５月 20 日㈬
問●申菊池教育会　☎Ⓕ 0968(25)2316

リズム健康体操会員募集

　楽しいリズムに合わせて体を動かす簡単な体操です。脳
と体を活性化して、足・腰を鍛え、生き生きとした生活を
送りましょう。軽い運動のできる服装と靴を準備してくだ
さい。
と　き　毎月第１・３㈭　午後１時～２時 30 分
ところ　泗水 B ＆ G 海洋センター体育館
会　費　月 1,000 円
講　師　小

お

野
の

悦
え つ

子
こ

（日ＦＤ連盟２級指導者）
問日吉　☎ 080(1737)5166
　佐藤　☎ 080(3973)5557

KAC 菊池アスリートクラブ
新入会員募集

①ジュニアアスリートクラス　小学３年～６年
　毎週㈫㈮　午後６時～８時　月 5,000 円
②ジュニアチャレンジクラス　小学１年～６年
　毎週㈪㈭　午後６時～８時　月 5,000 円
③市民ランニングクラス　月 1,000 ～ 3,000 円
　第２・４週の㈯㈰　午前９時～正午
　第１・３週の㈬　午後６時～８時
ところ　旧河原小、清流公園、鴨川公園ほか
※詳しくはお問い合わせください。
問●申松

ま つ

田
だ

　☎ 0968(24)5099

グローカルフェスティバル㏌菊池
　数名の国際＋菊池文化人による語りを新緑と共にお届け
するお祭りです。小・中・高校生大歓迎！市民の皆さんも
国際人と交流してみませんか。
　たくさんのお越しをお待ちしています。
と　き　５月４日㈪㈷～６日㈬㈷
ところ　菊池松囃能場・わいふ一番館
参加費　無料
問秋

あ き

月
づ き

　☎ 080(9434)1991

♬

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.10

　立志式で立志登山を行い、２年生 42 人が鞍岳
の山頂を目指しました。当日は絶好の登山日和で、
生徒たちは約２時間かけて頂上に到着。一望でき
る景色に感動した表情を浮かべ、努力して目標を
達成する喜びを感じているようでした。

旭志中学校

頂上で記念撮影

ワンダーぶんこ６年生を送る会

　卒業生を送る会があり、読み聞かせグループ「ワ
ンダーぶんこ」（内

う ち

野
の

さと惠
え

会長）が卒業生に最後
の読み聞かせを行いました。児童代表が「毎週こ
の時間を楽しみにしていました。中学校でも頑張
ります」とお礼を述べると、内野会長は「辛いこ
とや悲しいことがあったらこの時間を思い出して
ください。いつも見守っています」と返しました。

泗水東小学校３月３日

熱心に話しを聞く卒業生 ワンダーぶんこの皆さん

　七城町甲佐町区の故氏
うじ

森
もり

由
ゆ

井
い

子
こ

さんから琴３張
と三味線２棹が寄贈されました。氏森さんは「生
徒の皆さんが演奏されていると伺い、寄贈させて
いただきました。愛好者が少しでも増えてくれる
ことを期待しています」と話しました。

七城中学校

左から東
ひがし

裕
ひ ろ

教
の り

前校長と夫の氏
う じ

森
も り

隆
りゅう

三
ぞ う

さん

琴と三味線をいただきました

立志式で鞍岳登山

泗水小学校

夢の大切さを熱く語りました

　本市出身で陸上選手として世界で活躍中の江
え

里
り

口
ぐ ち

匡
ま さ

史
し

さん（大阪ガス所属）が、道徳の授業「きっ
とできる・あきらめない心」のゲストティーチャー
として、自身の体験談などを話しました。
　授業の後は、体育館で全校児童に夢を持つこと
の大切さや、オリンピックの素晴らしさを熱く語
りました。

教壇に立つ江里口さん

　総合的な学習の時間で介護老人福祉施設「あさ
ひが丘荘」を訪問し、利用者の皆さんとふれあい
ました。子どもたちは歌と演奏を披露した後、折
り紙やすごろくなどで交流。100 歳の利用者が「親
の言うことを守って勉強と運動を頑張ってくださ
い」と言葉を送りました。

４年生があさひが丘荘を訪問
３月13日

旭志小学校

リコーダーを演奏する生徒 利用者と紙相撲

３月11日

３月23日

郷土の先輩に学ぶ
３月６日
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「動画QRコード」付きの記事は動画をご覧いただくことができます。
ホームページには他の写真も掲載しています。ぜひご覧ください。

掲げられた絵馬。左から戸田さん、坂本経
昌宮司、渡邉さん夫妻

施設利用者にサクラソウを手渡す児童たち

「三十六歌仙」絵馬奉納隈府小児童がサクラソウを贈呈
　住吉日吉神社に「三十六歌仙」の絵馬 36 枚が奉納
され、拝殿内に掲げられました。渡

わ た

邉
な べ

光
み つ

夫
お

さん（南住吉）
の寄付金を基に、泗水町に工房を構える日本画家の戸

と

田
だ

東
と う

蔭
い ん

さん（熊本市）が約３カ月で制作。巻物を見本
に紀貫之や小野小町を繊細な筆遣いで色鮮やかに描か
れており、３月
29 日の遷宮祭で
披露されました。
同神社では昨年
に戦国時代末期
作とされる絵馬
27 枚も見つかっ
ています。

　隈府小学校（宮
み や

川
が わ

淳
じゅん

一
い ち

校長）４年生が、高齢者福
祉施設の利用者にサクラソウ 150 鉢を贈呈しました。
贈ったサクラソウは３種類で児童らが栽培。総合的な
学習の一環として、思いやりの心を育むことを目的に
学校近隣の公共施設などへ毎年届けています。鉢を
受け取った利用
者は「きれいな
花をありがとう
ございます。皆
さんから元気を
いただきました」
と感謝を述べま
した。

３月 11 日　泗水町住吉日吉神社３月12 日　いつまでもお元気で

家族連れなど大勢の人が参加しました

きれいな公園で花見を楽しんで
　菊池公園周辺の清掃作業を行うボランティアイベ
ント「第７回城山の日」が開催され、市内外から約
300 人が参加しました。桜の開花シーズンを控え、
観光客にきれいな公園で花見を楽しんでもらおうと菊
池さくら基金運営委員会が主催。菊池公園周辺の清掃
やごみ拾い、桜
への肥料やりな
どを行いました。
参加者は「観光
客に気持ちよく
花見を楽しんで
もらえたら」と
話しました。

３月 14 日　城山再生プロジェクト「城山の日」

江頭市長㊧に手帳を渡す NTT 西日本山鹿・
菊池営業所の後

ご

藤
と う

民
た み

夫
お

所長

電話お願い手帳などを寄贈
　NTT グループから「電話お願い手帳」と「ふれあ
い速達便（ファクシミリ送信用紙）」が本市に寄贈さ
れました。この寄贈は昭和 58 年から実施されており
今年で 33 年目。耳や言葉が不自由な人の日常生活が
便利になるようにと贈られています。福祉課と各総合
支所民生課に置
いてありますの
でご活用くださ
い。「電話お願い
手帳」をお持ち
の人を見かけた
ときにはご協力
をお願いします。

３月 13 日　NTT グループ

花を植える参加者

共同作業で農地を守ろう！
　深川～広瀬間の道路で花植え作業があり、菊之池小
児童や市民など約 150 人が参加しました。菊池市土
地改良区主催で、農水省の多面的機能支払制度を活用。
参加者はパンジーやナデシコの苗約 6,000 株を植栽。
農業用水の水質検査も行いました。参加者は「これか
らの農地維持は
地域全体で協力
していくことが
大事。自分たち
の力でやってい
くという意識を
高めていきたい」
と語りました。

２月 28 日　農地の多面的機能維持活動

和菓子の作り方を学ぶ参加者の皆さん

肥
ひ

後
ご

小
しょう

豆
ず

で和菓子作り
　県特産品の肥後小豆を使った和菓子作りが片角の菓
子工場であり、生産者や菊池農高生など 12 人が参加
しました。農商工の連携プロジェクトで、肥後小豆は
県の補助事業で耕作放棄地を活用して市民が栽培。和
菓子作りは職人が手ほどきし、酒饅頭、おはぎを作り
ました。参加し
た生産者は「地
元の農産物を使
えば地産地消に
なるしブランド
化もできて一石
二鳥」と話しま
した。

２月 15 日　農商工連携プロジェクト

下赤星区

富納区

高田区

高永区

花房区

加恵・本村区 上住吉区
苗木は坂本樹苗園（坂

さ か

本
も と

信
し ん

介
す け

代表・写真右端）からの寄贈

植樹の輪が広がっています！　日本一の桜の里づくり
　「菊池さくら千年プロジェクト」の一環として、市
内７カ所で植樹がありました。２月 22 日に合志川
河川沿い 21 本、菊池川堤防 32 本。３月５日に富納
坂８本。３月 15 日に迫間川沿い 11 本、上内田川堤
防 29 本、花房坂 38 本。３月 21 日に上住吉 30 本、
計 169 本を植樹。参加者は「自分の子どものようで、
成長が楽しみ」「機会があれば次回もぜひ参加したい」
などと話していました。
　このプロジェクトは、日本一の桜の里を目指して始
まったもので、主に河川堤防や道路沿いへの桜の植樹
と管理を行っています。

２～３月　菊池さくら千年プロジェクト
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「動画QRコード」付きの記事は動画をご覧いただくことができます。
ホームページには他の写真も掲載しています。ぜひご覧ください。

←このマークがある写真は紙面上で動く動画を見ることができます。
　視聴方法はホームページをご覧ください。

安心安全の食材をアピールする江頭市長と
菊池一族の衣装をまとったスタッフ

菊池管内各首長と熊本県トラック協会によ
る調印式

春の美食宴を開催万一の災害に備えて
　「熊本県菊池市×佐賀県伊万里市　春の美食宴」が
福岡県博多区でありました。歴史的にゆかりのある両
市の食材を福岡県内で PR し、消費拡大につなげるこ
とを目的に開催。本市からは、「旭志牛の赤ワイン煮
込み」「菊芋のクリームスープ」「七城米と菊池産タケ
ノコの炊き込み
ご飯」など、特
産品をふんだん
に使った料理を
振る舞い、集まっ
た約 140 人の舌
をうならせてい
ました。

　公益社団法人熊本県トラック協会と「災害発生時に
おける物資等の緊急輸送に係る協定」を締結しました。
東日本大震災や九州北部豪雨災害などでは、災害発生
後の被災地への緊急物資の輸送は重要な役割を果たし
ました。今回は万一の災害に備えるため、合志市・大
津町・菊陽町と
ともに協定を締
結。被災者支援
の要となる物資
輸送機能を充実
させ、広域的な
防災力の強化を
図っていきます。

３月 25 日　菊池市×佐賀県伊万里市３月25 日　県トラック協会と防災に関する協定

江頭市長㊧と西部電気工業㈱の宮
み や

川
が わ

一
か ず

巳
み

代
表取締役社長㊨

企業と協働で森づくり
　西部電気工業㈱（福岡市）と西部の森菊池協定を締
結しました。同社と市は平成 22 年に協定を締結。平
成 26 年度で期間が終了しましたが、引き続き市と協
働で森づくりを進めていくことを決定。本市が目指す

「日本一の桜の里」プロジェクトの推進と環境保全を
目的に、新たに
協定を結びまし
た。江頭市長は

「これからも協働
でプロジェクト
推進を図りたい」
と決意を新たに
しました。

３月 27 日　西部電機工業㈱と連携協定

菊農高元校長の猪
お お

越
い

忠
ちゅう

助
す け

さん㊧と江頭市長
㊨

マロニエ・アセロラの苗木差し上げます
　菊池農業高校と交流のある、韓国驪

ヨ

州
ジ ュ

自営農業高校
からマロニエとアセロラの苗木 2,000 本が本市に寄
贈されました。両校の交流は昭和 63 年、驪州自営農
高が菊農高を訪問したことからスタート。以来、韓国
全土の農高生が研修団を組んで同校を訪問しており、
今回はそのお礼
として贈られま
した。苗木が欲
しい人は市長公
室広報交流係☎
0968(25)7252
までお問い合わ
せください。

３月 27 日　韓国から苗木 2,000 本を寄贈

優しく花を植える園児たち

市民広場に花畑が誕生
　きくち観光物産館出荷者の会（松

ま つ

原
ば ら

順
じゅん

正
せ い

会長）と菊
池さくら保育園、第２さくら保育園、ひかり保育園の
園児ら約 90 人が市民広場で花の苗を植えました。植
えたのはヒャクニチソウなど約 700 株。市営弓道場
跡地で、広さは約 1,000 平方㍍。菊池渓谷に向かう
国道 387 号に面
しており、訪れ
た人の目を楽し
ませようと実施
しました。園児
らは「大きくなっ
てね」と声を掛
けていました。

３月 23 日　出荷者の会と園児が花植え

1. ダンス　2. 漫才　3. フィナーレの合唱　
4. バンド演奏

中高生が大ホールで卒業ライブ
　菊池市文化会館であり、県内の中高生ら
13 組がパフォーマンスを披露しました。同
ライブは以前、同館のホワイエで開催して
いましたが、今回は出演者の卒業を記念し

て大ホールで初開催。ダンス、漫才、バンド演奏など、
約 300 人の観客
を前に披露しま
した。最後は全
員で森

も り

山
や ま

直
な お

太
た

朗
ろ う

の「さくら」を
合唱。感極まり
涙を見せる出演
者もいました。

３月 21 日　ストリートライブ in 大ホール

2
4

1
3

講演する菊池さん

農家民泊無理せず楽しんで
　農家民泊講演会が菊池文化会館で開催され、市民
や関係者など約 80 人が参加しました。講師は、本市
の友好都市である岩手県遠野市で農家民泊に尽力し
ている菊

き く

池
ち

新
し ん

一
い ち

さん。「成功のコツは無理せず楽しむ
こと」と、運営を考えている人たちにアドバイスを
送りました。農
家民泊の取り組
みに興味がある
人は、企画振興
課地域振興係☎
0968(25)7250
までご連絡くだ
さい。

３月20 日　農家民泊講演会

左から江頭市長、中島社長、江
え

上
がみ

恭
やす

久
ひさ

専務
取締役

観光振興に役立てます
　㈱菊池グランドホテルの中

な か

島
し ま

敬
け い

髙
こ う

社長が市長を訪問
し、「菊池市の観光振興に役立てて欲しい」と 15 万
円を寄付しました。この寄付金は、２月 14 日に菊池
グランドホテル創立 50 周年事業の一環として開催さ
れた「ヴァレンタインチャリティージャズコンサート」
の収益金の一部。
受け取った江頭
市長は「市の観
光振興のために
大切に使わせて
い た だ き ま す 」
と感謝を述べま
した。

３月 16 日　菊池グランドホテルから寄付金

餅投げを楽しむ園児たち

餅投げ楽しいね！
　菊池幼楽園（社会福祉法人たけのこ会・横

よ こ

田
た

輝
て る

雄
お

理事長）の上棟式があり、園児や関係者など約 150
人が参加しました。同園は平成 24 年４月に民営化

（旧菊池市第二幼楽園）。昨年 12 月から建て替え工事
に着手し、６月に引越し予定。２階建ての鉄筋造り
で、延床面積は
1661.1 平方㍍。
子どもたちが親
しんでくれるよ
うに、タケノコ
かたどった柱な
どを設置してあ
ります。

３月 20 日　菊池幼楽園上棟式

児童代表に傘を渡す江頭市長㊧、永田さん
㊥、鞠智城キャラクターの「ころう君」

子どもたちを交通事故から守ります
　KDS 菊池自動車学校と熊本ドライビングスクール
から、幼稚園や保育園を卒園する市内の子どもたちに

「KDS ゆるや傘」が贈られました。雨天時は交通事故
数が増えることから、子どもたちを守ることを目的に
昨年から実施している活動です。贈呈式は４月 9 日
に泗水小であり、
江頭市長と KDS
代表取締役の永

な が

田
た

佳
よ し

子
こ

さんが贈
呈。受け取った
児童は「大切に
使います」とお
礼を述べました。

３月 16 日　KDS から傘を寄贈
旭志小で新聞づくりの出前授業
３月 16 日　NIE 出前授業

　旭志小学校（川
か わ

野
の

松
ま つ

信
の ぶ

校長）で新聞づくりを学習
する NIE 出前講座があり、４年生 32 人がノウハウ
を学びました。新聞活用センターの穀

こ く

本
も と

純
じゅん

二
じ

熊日 NIE
専門委員が講師を務め、テーマや写真撮影のコツを説
明。児童たちは見出しの決め方や写真の効果的な配置
の仕方などを学
習しました。児
童は「見出しの
決め方など勉強
になった。自分
たちで新聞をつ
くるのが楽しみ」
と話しました。

穀本専門員からタイトルや見出しの役割を
学ぶ児童たち

あぜ道を散策する参加者たち

みんなで歩いて地域を学習
　花房地区で「花房あぜ道ウォーク」があり、住民約
60人が参加しました。住民に地区のことをもっと知っ
てもらおうと、花房支館事業の一環として企画。参加
者はあぜ道を散策しながら「灰高さん」や「駒留めの
桜」など地域の名所を巡りました。参加した花房小４
年の重

し げ

森
も り

春
は る

那
な

さ
んと中

な か

原
は ら

綾
あ や

香
か

さ
んは「いろんな
話を聞くことが
でき、花房の歴
史を知ることが
できた」と口を
そろえました。

３月 21 日　花房あぜ道ウォーク
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これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ
Message from the mayor

◆
２
年
目
を
迎
え
た
「
日
本
一
の
桜
の

里
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
の
春
は
各
地

域
の
川
沿
い
の
他
に
、
花
房
の
坂
の
斜

面
に
も
地
元
の
方
々
と
植
樹
を
し
ま
し

た
。
現
在
の
桜
が
老
木
化
し
て
お
り
、

今
の
う
ち
か
ら
次
世
代
を
育
て
る
た
め

で
す
。
驚
い
た
こ
と
に
、
植
樹
会
に
は

１
０
０
人
以
上
が
集
ま
り
ま
し
た
。
し

か
も
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
急
斜
面
に
這
い
つ
く
ば
り
、
お

し
ゃ
べ
り
に
笑
い
こ
け
な
が
ら
、
楽
し

い
植
樹
会
で
し
た
。
◆
最
後
の
あ
い
さ

つ
で
地
区
の
古
老
が
差
し
出
し
た
の
は
、

約
50
年
前
の
桜
植
樹
の
新
聞
記
事
で
し

た
。「
当
時
の
父
や
祖
父
た
ち
が
植
え
た

桜
が
今
や
寿
命
を
迎
え
、
そ
の
年
齢
に

な
っ
た
自
分
が
再
び
桜
を
植
え
る
。
花

開
く
の
は
次
の
世
代
。
こ
れ
を
繰
り
返

し
て
い
け
ば
い
い
」。
会
っ
た
こ
と
の
な

い
当
時
の
人
々
の
思
い
を
共
感
し
、
植

え
た
ば
か
り
の
桜
の
苗
木
が
い
と
お
し

く
思
え
ま
し
た
。◆
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
今
日
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
延
長
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
彼
ら

が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
き
っ
と
こ
の

楽
し
い
光
景
を
思
い
出
し
、
改
め
て
そ

の
と
き
の
意
味
を
理
解
す
る
日
が
来
る

で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
木
を
植
え
た
つ

も
り
で
も
、
木
は
別
の
も
の
を
私
た
ち

の
心
に
植
え
つ
け
て
く
れ
て
い
る
気
が

し
ま
す
。花
房
の
坂
か
ら
の
景
色
を
バ
ッ

ク
に
撮
っ
た
集
合
写
真
が
、
こ
と
の
ほ

か
美
し
く
見
え
ま
し
た
。

「こころの植樹」Vol.14 江頭　実

平成28 年３月までに誕生日を
迎える３歳までの子どもの写真
を募集しています。
申込期限　誕生月の前月５日
※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
詳しくはお問い合わせください。
問市長公室広報交流係
　☎ (25)7252

➊ 「iphone」「ipad」の場合
⇒ App store から
　「Android」の場合
⇒ Google play から
　�「Aurasma」で検索してインストー

ルします。

■登録手順

➋ �Aurasma を起動するとチュート
リアル画面が表示されますので、
一番右までスライドし「Skip」を
押します。真ん中下の△マークを
押すと画面下部に検索ボタンが出
ますので、検索ボタンを押して「癒
しの里 菊池」と入力し検索します。

▼「癒しの里 菊池」で検索

➌� 「Follow」をタップして選
択 し ま す。（ 選 択 す る と
Following に変わります）
画面下部中央の四角のボタ
ンを押します。

➍� 「AR」のマークがある写真
にカメラをかざすと動画を
見ることができます。

広報写真が動き出す！？
最先端の不思議体験をぜひお試しください！動画の視聴方法

越
おお

猪
い

　新
あら

大
た

くん
（３歳○菊　亘）
父： 隆則さん　母： 明日美さん

マ
ッ
ハ
に
な
る
ぜ
！

H24年
５月８日
生まれ 松

まつ
岡
おか

　明
み

愛
あ

ちゃん
（１歳○泗　高江出分）
父： 英明さん　母： 倫子さん

H26年
５月８日
生まれ

じ
ぃ
じ
大
好
き
♪

み
な
し
ゃ
ん
よ
ろ
し

く
ね
♡

田
た

中
なか

　湊
み な と

士くん
（２歳○泗　永出分）
父： 博洋さん　母： 美紀さん

い
ち
ご
狩
り
楽
し
か

っ
た
～
た
く
さ
ん
食
べ

た
よ
～

H25年
５月12日
生まれ

菅
かん

　優
ゆう

花
か

ちゃん
（２歳○泗　村吉）
父： 誠輝さん　母： 仁美さん

お
姉
ち
ゃ
ん
、
お
兄

ち
ゃ
ん
、
大
好
き
♡

た
く
さ
ん
遊
ぼ
う
ね

H25年
５月14日
生まれ

中
なか

武
たけ

　悦
えつ

汰
た

くん
（２歳○泗　桜山五）
父： 順一さん　母： 由美さん

H25年
５月26日
生まれ

燦
汰
兄
ち
ゃ
ん
、晟
汰

兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
!!

坂
さか

本
もと

　実
み

生
しょう

くん
（２歳○菊　中町）
父： 信也さん　母： 真理さん

み
ゆ
み
ゆ
、み
ん
な

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ

て
あ
り
が
と
う
♡

H25年
５月25日
生まれ

中
なか

島
しま

　小
こ

春
はる

ちゃん
（３歳○泗　富の原東）
父： 伸一さん　母： 琴野さん

歌
を
歌
う
の
だ
～
い

す
き
♡

み
ん
な
聞
い
て
ネ
♡

H24年
５月11日
生まれ

宮
みや

崎
ざき

　咲
さ

歩
ほ

ちゃん
（３歳○菊　立石）
父： 健さん　母： 景子さん

H24年
５月２日
生まれ

お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ

た
よ
！
み
ん
な
大
好

き
♪
遊
ん
で
ね
！

飯
いい

田
だ

　理
り

央
お

ちゃん
（１歳○菊　北宮）
父： 誠さん　母： 理香さん

に
っ
こ
り
、い
い
顔

と
悠
誠
兄
ち
ゃ
ん
と

の
踊
り
が
得
意
よ
♡

H26年
５月１日
生まれ 田

た
尻
じり

　奈
な

桜
お

ちゃん
（２歳○七　五海）
父： 宗一郎さん　母： 美代さん

お
し
ゃ
べ
り
と
食
べ

る
こ
と
が
大
～
好
き

♡
よ
ろ
し
く
ネ
！

H25年
５月１日
生まれ

田
た

村
むら

　武
む さ し

蔵くん
（１歳○菊　亘）
父： 直人さん　母： 愛弓さん

じ
い
ち
ゃ
ん

ば
あ
ち
ゃ
ん
遊
ん
で
く

れ
て
あ
り
が
と
う
♡

H26年
５月３日
生まれ

佐
さ

々
さ

木
き

　陽
よう

大
た

くん
（１歳○泗　村吉）
父： 惣一さん　母： 朋子さん

こ
と
ち
ゃ
ん
、
は
る

く
ん
、大
好
き
♡
い
っ

ぱ
い
遊
ん
で
ね
♪

H26年
５月14日
生まれ

中
なか

尾
お

　武
たけ

幸
ゆき

くん
（２歳○菊　片角）
父： 雄介さん　母： 有希さん

H25年
５月16日
生まれ

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ド
ラ

イ
ブ
、
車
、
バ
ス
、

電
車
が
大
～
好
き
♡

溝
みぞ

口
ぐち

　新
あらた

くん
（２歳○菊　今）
父： 大さん　母： 麻菜美さん

い
つ
も
皆
あ
り
が
と

う
♡
11
月
に
お
兄

ち
ゃ
ん
に
な
る
よ
♡

H25年
５月７日
生まれ

祝
いわい

　心
み こ と

詞ちゃん
（１歳○菊　野間口）
父： 智徳さん　母： 麻美さん

H26年
５月22日
生まれ

じ
い
じ　
ば
あ
ば　

お
姉
ち
ゃ
ん　

だ
い
す
き

森
もり

　敦
あつ

斗
と

くん
（３歳○泗　富の原中央）
父： 太一さん　母： 千恵さん

４
月
か
ら
幼
稚
園
に

行
っ
て
る
よ
！
友
達
沢

山
出
来
る
か
な
!?

H24年
５月10日
生まれ

荒
あら

瀬
せ

　小
こ

晴
はる

ちゃん
（３歳○泗　永）
父： 貴昭さん　母： 直美さん

お
て
ん
ば
な
私
だ
け

ど
み
な
さ
ん
ヨ
ロ
シ

ク
ね
♡

H24年
５月９日
生まれ

５月３日
㈰㈷

千年内科クリニック（内・循内・小） 合志市 096（273）7227

高木医院（内） 菊池市 0968（25）2532

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

岡山眼科医院（眼） 菊池市 0968（25）2209

５月４日
㈪㈷

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003

森本整形外科医院（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231

木庭耳鼻咽喉科医院（耳・ア） 菊池市 0968（24）2551

愛薬局 菊池市 0968（24）2619

５月５日
㈫㈷

清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106

合志第一病院（内） 合志市 096（242）2745

杜の里　かねこクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（23）7522

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188

よつば薬局菊池店 菊池市 0968（36）9373

５月６日
㈬㈷

古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222

仁誠会クリニック光の森（腎内） 菊陽町 096（285）3466

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

５月10日
㈰

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561

成松内科医院（内） 合志市 096（345）5151

田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

みさきの歯科医院 大津町 096（285）4182

ノムラ薬局泗水店 菊池市 0968（38）7088

５月17日
㈰

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520

たしろクリニック（胃・内・肛・ア） 大津町 096（340）3220

ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777

菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678

中村歯科医院 菊池市 0968（37）2300

５月24日
㈰

河野内科クリニック（内・呼内・ア・循
内・消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

ひかりヶ丘眼科・内科医院（眼・内） 合志市 096（348）6305

岩倉整形外科医院（整・形・リハ・麻） 大津町 096（293）8888

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211

高田歯科クリニック 菊陽町 096（337）7139

５月31日
㈰

東熊本第二病院（内） 菊陽町 096（232）3939

かたやま内科・漢方クリニック（内・漢
内・糖） 合志市 096（273）6960

川口病院（外・内・整） 菊池市 0968（25）2230

岸眼科（眼） 菊池市 0968（38）0075

わたなべ歯科医院 合志市 096（215）5701

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

６月７日
㈰

しばた内科クリニック（内・呼・消・ア） 大津町 096（293）2050

本多内科胃腸科医院（内） 菊陽町 096（232）2021

菊池中央病院（内・外） 菊池市 0968（25）3141

副島耳鼻咽喉科クリニック（耳） 合志市 096（249）1777

光の森歯科クリニック 菊陽町 096（340）2611

休日在宅当番医 ※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレホンサービス
☎ 0968(25)3300 でご確認ください。
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旭志老人憩いの家
旭志公民館
旭志公民館図書室
j四水総合支所
j四水公民館
j四水図書館
j四水ホール
酒水地域福祉センター

菊池老人福祉センター
七城総合支所
七城多目的研修センター
七城公民館
七城公民館図書室
七城総合グラウンド
旭志総合支所
旭志多目的研修センター

0内の数字は掲載ページ
菊池市文化会館
菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室
児童センター
西部市民センター
健康相談室
菊池公園多目的グラウンド
菊池市福祉会館
う

デ
タ
ポ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
!

R

K
K
テ
レ
ビ
の
住
民
情
報
サ
ー
ビ
ス
コ
ア
タ
ポ
ン
」
で
は
、
市
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

V
利
用
方
法
①
R
K
K
3
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
局
②
リ
モ
コ
ン
の

「d
ボ
タ
ン
」
を
押
す
③
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
コ
ア
タ
ポ
ン
」
を
選
択

EE圃E誼圃EE圃園.. E盟国
H27. 

E園圃
2 
中央おはなし会

10:30~匿圏圏
-納税相談夜間窓口
~20:00税務課

4/30 4/29 4/28 4/27 4/26 

9 
きくちおはなしの
もりIおはなしかい1
10:30~匿圏園

7 8 
.すくすく講座⑧ ・3歳児健診
10:30~匪ffii!l 13:1 0 ~ 13:30 
・窓口延長(各種証(受付)霞園誼
明書の発行)
~20:00市民課

6 ・2015子ども読
書フェスティパル
⑬ 11:00~ 
~10日まで包耳固

5 

16 
おたのしみ会

10:30~匿盛田
旭志おはなし会

13:30~匪園園
七城おはなし会

14:00~置盛田
古典を楽しむ会

14:00~匝圃圏

15 
・3歳児健診
13:10~ 13:30 
(受付)陸直誼
・男女共同参画専
門委員相談
1 3:30 ~ 1 6:30 
(要予約)盟圏

12 13 14 
・年金出彊相談 ・6・7カ月児健診 ・弁護士相談
9:30 ~ 15:00 13: 1 0 ~ 13:30 9:00 ~ 1 2:00 
(要予約)圏掴 (受付)睦医園 (要予約)盟盟
・3・4カ月児健診 ・窓口延長(各種証 ・行政無料相談
13:10 ~ 13:30 明書の発行) 1 0:00 ~ 1 2:00 
(受付)置m ~20:00市民課 匿E園

・すくすく講座⑧
10:30~匪ffii!l
・1歳6カ月児健診
13:10 ~ 13:30 
(受付)厘園面

1 1 
・育児相談
役30~10:30 
(受付)匿匝E

10 

22 23 
・おはなしの部屋 きくちおはなしの
11:00 ~匝・固 もり Iおはなしかいj
・3 ・ 4 カ月児健診 10:30~匿園圏
13:10 ~ 13:30 しすいつ子童話
(受付)匿函盟 会のおはなし会

11:00~_固
.第32固菊池ま
ちづくり道場⑧
19:00~松倉邸

21 
.すくすく講座⑧
10:30~匪ffii!l

19 20 
・6・7カ月児健診 ・育児教室
13:1 0 ~ 13:30 9:30 ~ 1 0:00 
(受付)~園理 (受付)匿函E

・窓口延長(各種証
明書の発行)
~20:00市民課

17 18 
・酒水おたのしみ会 ・アットホームIマタ
14:00~匝圃園 ニティj崎親学級)
.第2回きくちフ 13:15~ 13:30 
ラフェスティパル(受付)匝置園
⑧12:30開場
匝園田

30 
中央おはなし会

10:30~医圏圏

29 
・育児教室
9:30 ~10:00 
(受付)函~

26 27 28 
・年金出彊相談 ・1歳6カ月児健診 ・弁護士相談
9:30 ~ 15:00 13: 1 0 ~ 13:30 9:00 ~ 1 2:00 
(要予約)匿E圏 (受付)匝園調 (要予約)置m
・2歳6カ月児健診 ・認知症介護家族 ・行政無料相談
13:10~13:40 のつどい⑧ 1 0:00 ~ 1 2:00 
(受付)匿園週 13:30~医藍掴 置m
・もの忘れ相談会@ ・窓口延長(各種証 ・すくすく講座⑧
13:30 ~ 1 6:00 明書の発行) 1 0:30 ~匪ffii!l
(要予約)匿E圏 ~20:00市民課 ・献血⑫

①9:30 ~11:00 
②12:15 ~ 16:00 
市役所正面玄関前

24 25 
.軽トラ朝市 ・納税相談夜間窓口
7:30 ~ 11:30 ⑧~5/29まで
迎町・中央区・立町 ~20:00税務課

6/6 
中央おはなし会

10:30~匿園圏
.ホタルフェスタ
in旭志⑧
1 7:30 ~ 20:30 
道の駅旭志ふれあ
いセンター

6/5 
・3歳児健診
13:10~ 13:30 
(受付)霞園誼

6/3 6/4 
・1歳6カ月児健診
13: 1 0 ~ 13:30 
(受付)匝園調
・窓口延長(各種証
明書の発行)
~20:00市民課

..， 
6/2 6/1 

lT| 
編
集
後
記

V
こ
と
し
の
イ
ケ
武
者
コ
ン
テ

ス
ト
も
粒
ぞ
ろ
い
の
男
前
が
出

場
。
特
に
今
回
は
中
高
年
の
気

合
、
が
遣
い
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
プ

リ
は
若
者
に
持

っ
て
い
か
れ
ま

し
た
が
、
来
年
こ
そ
は
ク
オ
ジ

武
者
。

に
栄
冠
を

l
v
小
学
生

の
タ
ケ
ノ
コ
掘
体
験
の
取
材
で

竹
林
へ
。
竹
を
見
る
と
い
ま
だ

に
昨
年
達
成
し
た
「
世
界

一
長

い
流
し
そ
う
め
ん
」
の
記
憶
が

蘇
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
ト
ラ
ウ

マ
と
い
う
や
つ
で
し
ょ
う
か

V

竹
と
い
え
ば
、
そ
の
使
い
道
の

多
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
タ
ケ

ノ
コ
は
こ
の
季
節
に
欠
か
せ
芯

い
絶
晶
グ
ル
メ
で
す
し
、
竿
に

す
れ
ば
便
利
芯
生
活
グ
ッ
ズ

に
。
竹
炭
は
消
臭
グ
ッ
ズ
や
料

理
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
も
使
え
ま

す
。
竹
灯
篭
は
夜
の
イ
ベ
ン
ト

で
大
活
躍
。
そ
し
て
や
っ
ぱ
り

流
し
そ
う
め
ん
。
こ
と
し
の
夏

も
、
ど
こ
か
で
竹
を
割
る
音
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
結
局
、

流
し
そ
う
め
ん
に
落
ち
着
い
て

し
ま
う
私
芯
の
で
し
た
。
野
中

猛iIE.ill藍
菊池市役所市長公室
干861.1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL 0968(25)7252 
FAX 0968(25)2322 
ホームページ http://www.city.kikuchi.lg.jp
市長メール mayor@city.kikuchi.lg.jp
広報メル kouhou@city.kikuchi.lg.jp
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